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定

定 安藤 福  氏定

 あ う い 広島県立文書館主任定

定

  広島県立文書館所蔵原 関係資料 い 定

 月日 成「『(「01「) 月「『日定

 会 場 広島県立文書館会議室定

定

 出席者 安藤 福 、石田 春、小池 聖一、小宮山 夫、永井 均、 川 弘定

     水本 和実定

定

 附属資料 定

  資料  広島県立文書館所蔵原 関係資料 い 報告 ュメ 定

  資料  広島県立文書館所蔵原 関係文書群一覧定

  資料  健康福祉局 事業体系定

  資料  行 文書中 原 関係資料目録定

定

定

定

 報 告定

定

定

○安藤定 う い い 島県立文書館 藤 定

定 最初 当館 概要 昭和 63 10 開館 前 島県

業 昭和 43 59 行わ 資料 引

島県 昭和 40 廃棄 行 文書 中 資料

要 文書 いう作業 開館 時 既 4,000 冊

い 行 文書 あ ういう県 廃棄行 文書 文書 県

文書類 基 開館 24 目 い 定

定 当館 資料 県 行 文書 寄贈 寄 文書 主

県 時 文書 複製資料 焼 主

中心 定

定 個人 紹 大学 大学 近 攻 昭和 51

県 入 原 十 刊行 直

島県 定 原 資料 原 十 纂 わ 定

定 県 近 通 わ わ 3 県庁
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書庫 行 文書 作業 い 文書館開館準 開館

勤 い 間 県 企 島県戦 島県移

纂 わ

定 う 経験 踏 え 個人的 知見 含 い

様 役 立 い

定

 原 問題 展開―原 関係資料生成 諸相定

○安藤定 最初 原 問 展開―原 資料生 諸相 いう 資料 用

意 自身 原 問 わ い 県 戦

手伝い い 自 自身 何 原 い 研究 いう あ

輩 県 前任者 あ 暁 い

見 い いう程 知識 い あ 文書館 あ 資料

般 方 見 い う 理 い 定

定 ういうわ 極 常識的 原 資料 いう あ

考え 原 物 う 展開 い いう 見

原 開 あ 防空 空襲 え 体 あ

い 物疎開 学童疎開 行わ い 定

定 中 原 投 あ 人的 物的 被害 起 避 行 等 救援

救護 行わ 遺体 容 瓦礫処理 行わ 併 調査団 派遣 調査

行わ 調査団 入 調査 い 米国

戦略 撃調査団 入 いう う あ 原 傷害調査委

員会 いう 定

定 原 直 報 あ い 占領前 新聞報 あ

占領 報 規 中 報 あ 原 投 直 世界 原 投

新聞 流 原 報 講和条 少 状況 変わ 件

変わ 現 変 あ 定

定 被 者 人生 歩 あ 当初 情 民間

援護 あ 行 援護 直 救援 救護 あ

戦時 害保護法 失効 時 法的 裏付 法的 援護

始 被 者 運動 体験 被 者団体 被団 原水

被害者団体 議会 い 被 者 抱え 会社 学校 被害 い

わ 被害 団体 行動 視 入 必要 あ 定

定 被 者 全 置 い わ 被 原因 病気 害

等 起 わ 療 研究 病 師会 原 島

原 害者 療 策 議会 組 調査 主眼

あ い 原 研 島大学原 射能 学研究 定

定 原 被 者 援護行 言い う 戦時 害保護法 援護
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いう 救護 いう あ わ 般 通 状態 置 原

被 いう 特 援護 戦傷病者戦 者遺族等

援護法 占領明 効 戦傷病者 戦 人遺族等 援護 え いう

原 死 人遺族 援護 あ い 属 準 属 いう 援護 大

件 原 療法 近 援護法 徐々 援護行 立法的

大 い 時 県 法 援護 い 自 措置 い 国

陳情活動 長崎 者 運動 展開 い 行わ 定

定 行 援護 和行 いう 当初 和祭 念式 い

例 い 最初 戦 者 慰霊 いう意味 中心 う

和行 いう色彩 う 国 活動 展 い 定

定 方 民間 和運動 いう 等 原 衝撃 和運動

起 和運動 あ 世界 和評

議会 和擁護運動 降原水禁運動 和教育 間

展開 定

定 調査研究 複 面 あ 原 憶 録 いう作業

手 体験 あ い 文学 文学 録 いう 文学作品

主張 芸術創造活動 いう う 原 録 資

料館 語 部 書運動 復 調査 あ い 島原 戦 島県 定 原

資料 原 十 い 出 う 述 報 出 相

行わ 定

定 回 報 あ 触 都 復興 いう問 あ 原

被害 特 人的被害 被 者 いう 念頭 あ 物的 街地あ

い 造物 い 被害 戦 復興 業 行わ い 程

原 いう う 現象 生 基 宅 解消 い あ い 河

法占 いい 法 宅 強 的 撤去 う 行わ わ 定

定 復興 中 和 いう 復興 大 わ

あ 島 業港 設 改修 あ 戦前 い い

業 戦 島 街並 大 変え い 戦 復興 大 わ

展開 定

定 資料 1 段 米国 府 行 門機 被害 人 団体 街 報

機 者 運動 録 いう 書い 定

定 例え 行 い 防空体 救護体 いう 原 投 前 い い 準

い 物疎開 学童疎開 い

原 投 救援 救護 走 遺体 容 瓦礫撤去 行い

調査団 派遣 定

定 援護行 わ 和行 わ 和運動 国連 会

い い 行 自身 担 い いう 方 例え 和擁護運動 う

的 運動 い 警 あ い 視 象 いう う 付
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あ い 期 味方 いう う 行 動 あ 思い

定

定 原 資料館 島 和 念資料館 資料 展示 和 念館 国

立 島原 死 者追悼 和 念館 体験 いう う 行 自身 行

い 島県 う 行 出 いう 戦 復興 業

行 中心 行わ 定

定 う 見 い 団体 う わ い いう

う 面 諸活動 通 資料 生 いう

う 思い 当 前 う 資料 生 面 想像

資料 資料調査 前 必要 いう

定

 広島県立文書館 所蔵 原 関係資料定

○安藤定 島県立文書館 蔵 原 資料 い 明 島県立文書館

蔵 原 資料 い 28 いう文書 覧 い 原

資料 覧 いう 閲覧 置い い 回 再 理 作

閲覧 出 載 定

定 当館 蔵 原 資料 複製資料 島県総務部県 等

当館 引 い 文書 写 寄贈 寄 文書 いわ 文書

言 寄贈 資料 行 文書 県 作 行 文書 う

保 限 満了 廃棄 期限 来 中 出 保

書 行 刊行物 う 大 定

定 複製資料 県 昭和 47 島県 定 原 資料 刊行

程 資料 調査 い 時 部

複製 い い 島県 定 原 資料 巻

訪定 原 資料 目録 掲載 当時 把握 い 原 資料 覧 示 い

島県 定 原 資料 原 十 島県戦 刊

行 時 資料 当館 引 い

原 資料 文書館開館 あ 原 蔵者 開 許諾 得

い 目録 作 閲覧 利用 供 い 刊行

写 複製 蔵 い い 目録 載 定

定 島県 定 原 資料 訪定 原 資料 目録 複製資料 当

完全 い い う 相当部 漏 い

許諾 得 い い いう あ 原稿用 筆写 目録

掲載 い 定

定 い 寄贈 寄 文書 中 原 連 文書群 当然 あ

原 資料 いう問 あ 定

定 行 文書 保 限 満了 保 保 開 い

い 島県行 文書簿冊目録 置い
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常用文書 長期保 文書 あ い 最近保 保 限

満了 い い文書 い 各主務課 置 あ い 総務課 中管理

い い 閲覧 情報 開請求 必要 あ 定

定 書 行 刊行物 あ 定

定 う 複製資料 寄贈 寄 文書 い 島県立文書館 蔵原

文書群 覧 作 原 資料 出 原 資料目録

作 定

定 29 島県立文書館 蔵原 文書群 覧 寄贈 寄 文書

掲 う あ う ★ 文書群 い 資料

原 資料目録 掲 目録 見 い

目録 い文書群 い 当館 問い わ い いう 定

定 寄贈 寄 文書 主 明 山 役 文書 特段 原 特

い わ 戦中 戦 原 援護行 始 中 役 当

然書類 作 部あ いう 役 文書

芸 役 文書 中 原 避 人 援護 罹 者 救護 いう

あ 定

定 郎文書 氏 部落問 研究者 和運動 領域 資料

う 原 被 者調査票 原水 原水 禁 議

会 1959 調査 島 長崎 被 者 400 人 調査票 定

定 島県青 連 会文書 県青連 島県青 連 会 各種 団体

働 和運動 文書 含 い 定

定 堀誠 文書 堀 中国 研究者 原水 時 いう 書

自 原水禁運動 参 い いう方 資料

自 運動 中 自然 定

定 高山等資料 高山氏 東 島 原 い い 展示活動 啓 活動

方 程 東 島 あ 病 う い

被 者 い い 聞 いう 者 見立 様式 述 定

定 中嗣 資料 戦 駆 あ LIVING HIROSHIMA 生

い 出 資料 書館 長い間 い

近 書館 あ いう 文書館 引 文書

館 資料 写 家 当時 島 撮 貴 写 焼

書館 保管 最近 館 開

い 定

定 あ 社会党 島県連 会 資料 劇団 会 資料 あ 劇

団 会 資料 土 清 いう演出家 会 主宰 土

原 脚 あ 原 無 い いう

近い 原 資料 含 定

定 大 応 いう移民 方 戦 戻
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方 米国 新聞 あ 定

定 原 文書群 覧 い いう感 思い

結局 文書館 前身 県 島県 定 原 資料

い い 資料 文書館開館 原 資料 い 積

極的 戦略 持 来 持 いう い い 資

料 あ 原 資料館 寄贈 あ い いう 応

定

定 高山等資料 実 原 資料館 あ い 言

原 資料館 要 い 言 引 い 島県立文書館

入 わ ういう 当館 行 い資料 引

いう役回 熱心 いい資料 積極的 いう戦略 持 い い

来 い 感 あ 定

定 思う 県 付 い い 資料群 う 原 資料館 原

確保 いう 少 忸怩 思い 文書館開館時

全国 回 確保 良 いう 悔 あ 定

定 複製資料 島県 定 原 資料 時

新 あ 定

定 厚生省援護局 蔵資料 原 直 番救護 あ

資料 解体 厚生省 引 厚生省 いう

原 療 いう 始 管 厚生省 いう 資料 蓄積

い 定

定 務省 交 料館 蔵文書 占領 終戦連絡 務局 地方 占領 仲

う 務省 あ いう あ 防衛庁戦

部 資料 あ 防衛庁防衛研究 戦 部 蔵資料 定

定 あ 役 文書 いう 特 島 近辺 役 警防団 出動

原 人 避 救護 いう う 非常 濃密

あ 山 芸 い い 廿 大林

近い い い 資料 あ いう あ 定

定 国立国会 書館 蔵 資料 いう 経 部 役 務 方 持

資料 島 戦 あ いう 定

定 行 者 警察 兼 郎 県 竹 郎

いう方 戦 録定 島県 冊あ う 半 冊 書

方 原 投 直 県 救護活動 時 々 録 い

草津 文書 民 わ 会 義勇隊 定

定 学校 等 被 状況 あ 調査団 者 文書 定

定 個人 西家文書 いう 島 県 人 あ

いう 中世文書 資料調査 行 あ いう

見 いう 原 資料 持 い
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う 個人 島県 定 原 資料 時 あ い いう

い 思い 定

定 原 報 欧米新聞資料 いう 島県 定 原 資料 新聞資料 載

い 例 的 国 新聞 載 い い 新聞

定

定 戦略 撃調査団 最終報 書 島県 あ

定

定 文書群 覧 方 原 資料目録 ういう資料 あ いう

載 見 い 思い 定

定 結局 原 資料 い 寄贈 寄 文書 複製資料 程 限

いう う 思い 例え 島銀行 創業

資料 あ 中 当然 芸 銀行 戦 遭う 原 遭う 時

応 あ 何 原 資料 いう う少 増え

あ 思わ い い う 感 い

思 定

定

  広島県立文書館所蔵 行 文書中 原 関係資料定

○安藤定 島県立文書館 蔵 行 文書中 原 資料 定

定 島県 被 者援護行 行 機構 変 資料 掲 当時 衛

生部 民生部 あ 的 民生部 民生部 課 厚生課

社会課 国 働 全体 立 課 動 定

定 個々 原 被 者 策 直接 業務 掌 いう い 民

生的 部 厚生課 社会課 民生課 療的 問 い 防課

衆衛生課 昭和 47 衆衛生課 原 課 原 被 者

策課 前 い い 変わ 現 被 者支援課 い

原 管 課 定

定 原 般 援護行 いう い 援護行 いう 要

第 世界大戦 戦 処理 復員 引 大戦 犠牲者 い い

償い いう課 島地方世 部 いう国 務 県

世 課 援護課 いう 現

課 定

定 文書 い いう 昭和 42 当時 文書 類表

資料 3 56.0 いう 原 被 者行 全般 表現

展開 格好 資料 3 う 文書 類表 文書 理

わ いう 永久保 いう 保 いう

保 いう 示 い 定

定 現 業務 い いう 資料 原 被 者 策業務 体系

掲 う い い
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ういう 々 業務 行い 々大 文書 作 い 大

部 廃棄 いう 定

定 文書 あ いう 行 文書中 原 資料目録

中 原 資料 見当 抜 出 覧 あ

う 状況 特 時期 特 課 着目 特 語 検索 結

全 検 あ 定

定 原 被害者援護 件 いう社会課 文書 原 療法 前 法 運動 法

執行 わ い 興味深い 被 者健 手帳 原 被

者 療 支給 交通手当 支給 々作 文書 あ

掲 い 定

定 河 課 河 管理 原 策 法占 策 う 文

書 あ 河 課 河 管理 いう文書 原 資料 検出

いう 概要欄 概要 原 いう言葉

載 原 いう言葉 類似 文書 あ

掲 い 定

定 都 計 戦 復興 業 文書 いう 膨大

あ 都 計 土木行 いう観 何 検証 う いう 役

立 資料 中 あ 策的 文書 非常 少 い 思い

いう 証 的 文書 中心 非常 要 物

程 文書 い う

文書 結構あ ういう限界 あ 戦 復興 文書 保 う

定

定 長期保 文書 都 計 決 文書 全 保 い 都 計 審議

会 議 録 都 計 決 文書 全部揃 い 去 ういう

都 計 決 行わ いう変 全

情報 開請求 閲覧 定

定 あ 原 いう 和運動 番目 挙 特 調査 件定 和

祭 いう う 和擁護委員会等 動 視 調査 報 時 資料 原

十 周 行 件 昭和 35 60 保 非常 経 時期

時 県 体 行 い 県 ういう文書 い い

う 定

定 原 全 言え あ 程 意味 あ 被 者援護行

和運動 わ いう文書 う い いう

定

定 例え 労 課 議統計調査 いう あ 原 いう

原水禁大会 資料 中 入 い 労 課 労働組

動 い 大会 行 資料 ういう

わ い いう い 労働省 報 労働省
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大部 報 刊行 い ういう 労働運動 動

労 課 資料 あ 中 い 原水禁大会 入 い いう程

あ 原水禁大会 象 い 派生的資料 いう

思い 定

定 島県立文書館 蔵行 文書中 原 資料 定

定 最 現用行 文書中 原 資料 う

総務課 中管理 い 行 文書 う 被 者支援課 直接 持 い

文書 あ 援護課 社会援護課 いい 援護行

課 持 い 文書 あ 定

定 総務課管理 長期保 文書 主要 原 被 者健 手帳 請書 原

いい 請書 請書 大 原 持

基 い 手帳 行 当然 作 被

者支援課 定

定 原 原 保 時 活用 い いう 被

者 手帳交付 請 証言者 原 見 審査 常 原 必要

利用 い ういう い

個人 い い あ わ 定

定 非常 要 々 視 い

ういう う ういう問 あ 録 駄目

ういう 視 言 い 業務 都 いう 被 者 死亡

消 いい いう 恐 あ 定

定 常 書 わ い いう 書 わ 部 い 担

保 い いう 実 当館 い 各課 全 文

書 い 現 行 入 文書館 確

立 い い うい 島大学文書館 う い い

い 思い 組織 大 い 大変 100 あ 課 人 人

う いう あ 何 い い

定

定 被 者 資料 総務課 長期文書 被 者支援課 保管 文書 常

用文書 中 あ 特 去 経緯 わ 例規文書 常用文書 保管

い あ 原 療法 要 文書 あ 知

島県 定 原 資料 時 あ 見 い 思い

再調査 価値 あ 思い 定

定 援護課 原 わ い 遺族援護法 時 原 人 う

いう問 あ 原 死傷者 調査 行い 調査票 あ 原

課 持 い 行 見 あ 定

定 あ 陸 兵籍簿 持 い 回 文書館 う 移管 全

陸 人 兵 原 死 人 いう 人
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特 原 死 いう 書い あ 思い ういう

大 言え 原 資料 定

定 援護課 い い 証 的 長期文書 管理 い 時

務 自 管理 い 総務課 書庫 中 援護課 部 あ

戦 間 い い い 書類 保管 い い 文

書館 移管 利用 う 理 い い

膨大 手 思い ういう援護 資料 莫大 い

思い 定

定 定

定

定

 質疑応答定

定

○石田定 あ う い 16 時 10 質疑応答 いう 時間

藤 報 い い 容 質問

い 思い い い 興味深い資料 あ

聞い い い い あ 定

定 う 伺い い 思い 現用文書 聞い い

大変驚 多 あ 各被 者 方 手帳 請 時

容 全部 い 定

○安藤定 見 あ あ い いう い 聞

い い 直接 原 課 行 い い 知 想像 要

手帳 交付 療援 い い 補 う いう

い 思い 定

定 いう 被 う う いう 原 書い あ

載 い う 要 載 う 請書 載

全部 う 書 写 いう い い 定

○石田定 伺い 回文書館 移管 兵籍簿 戦

者 遺族 方 請 出 定

○安藤定 陸 各県 聯隊 部 いう あ 人 人 管理

い 兵籍簿 いう 職員 簿 い 人 人 務

中心 陸 作 書 定

○石田定 兵 人 全部含 定

○安藤定 う 定

○石田定 あ 総務課 管理 部 被 者 策 資料 い いう

定

○安藤定 被 者 策 い 援護業務 被 者 いう 復員 引 者

戦傷病者 戦 者 遺族等 定
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○石田定 い い い あ い 部 あ

う 定

○安藤定 部 半 階 中 階 う 格好 あ い 定

○石田定 結構 い 定

○安藤定 い 文書館 持 い い 戦 者

務処理 遺骨 遺骨 遺族 渡 式 靖国 社 祀 手

い 務 あ 書類 山 わ 引 援護 あ

書類 大 作 い 定

定 戦 者 終 わ 昭和 27 援護法 戦傷病者戦 者

遺族等援護法 人 遺族 手当 復活

請 証 書類 え いう 出 わ 定

定 ういう 世 課 いう 当時何十人 県庁 大部 思い 大

変 務 定

○石田定 あ う い 定

○永井定 復興 い わ 和行 わ 例え 県知 県 議会

文書 議 録 執務 う いう 定

○安藤定 県議会 全 持 い 保 い 思い 議案 議

決録 議 録 要 議会 番 式 形 全 い

定

○永井定 議会 資料 う あ 定

○安藤定 議会 議会 書 いう あ 議員 う

自 閲覧 いう 情報 開請求等 ういう 見 い いう

請求 あ い 何 何 議決 文書 全 見 い 議案 議決

全 見 い う い う 定

○永井定 例え 県知 秘書 個人文書 移管 ういう

いわ 定

○安藤定 い う う 応 県知 文書

部長 文書 ういう文書 いう 知 い い いう 要

文書 全 主務課 持 い い 定

定 部長 明資料 作 当然 主務課 文書

主務課 文書 保 いい いう 部長 知

渡 資料 い い う 簡 余 情

報 入 い い い い いい 通 思い

い 部長 人 資料 々減 引 い い

全 捨 う いう 定

定 竹 虎之 知 辞 時 知 文書 あ 要 言わ

要 い 手 挙 手 入 う あ 定

○永井定 う 原 15 周 念 資料 紹 藤
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明 県 共催 唯 定

○安藤定 う い う 覚え 定

○永井定 主 定

○安藤定 う い 県知 挨拶 あ 行

定

○永井定 う あ う い 定

○ 川定 竹 知 資料 見 いう あ

ういう経緯 う 定

○安藤定 追 い い 定

○ 川定 知 わ 自 文書 持 行 う 定

○安藤定 知 持 処 う 藤 知 時

何 い 要 文書 入手 い 情 い 定

○ 川定 番肝心 意思決 わ 資料 見 い い

結局出 い いう い う 定

○安藤定 意思決 いう 番中心 意思決 頭 行わ う 頭

明 決 出 起案 回覧 文書 作 応

意思決 意思決 いう う 文書 わ 定

定 厳密 言う 明 行 明 行 いう意思決 課

時 課長決 文書 作 い いわ 当

課長 手持 資料 課 共 文書 いう 筋

ういう 方 う い う あ 思い 定

定 意 いう あ 思い う 文 う

いう ういう 意 始 文書 作 いう

文 いう あ う 思い 定

○小宮山定 細 い 資料 防課 い

特 意味 あ 定

○安藤定 原 番主 的 要 衛生行 原 療 いう 筋 管

示 原 被 者 民生的 生活支援的 援護 課

いう 原 行 いう 防課 衆衛生課 原 課

いう 部 務 社会課 民生課 い い

う 定

定 的 衛生部 い う 原 課

いう 全部 う 衆衛生課 時

う いう 昭和 47 衆衛生課 原 被 者 問 衛生 民

生的 含 いう意味 いう ういう意味 書

い う 思い 定

○石田定 細 い 伺い い 作 い

い 県立文書館 蔵 原 資料 い 複製資料 幾 挙 い
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中 例え 調査団 者 連絡 いう 県立文書館 う

え い 定

○安藤定 連絡 島県 定 原 資料 書い あ 定

○石田定 あ 時 状態 定

○安藤定 う 最近 い 定

○石田定 調査団 わ 方 文書 う いう

追跡 定

○安藤定 追跡調査 い い 原 資料館 追跡調査 う

言 あ 全国調査 算 言

い 思 い 結局 定

○石田定 鎮 府 確 大和 入 い 定

○安藤定 ええ 中 幾 原 資料館 入 い 津 直

大和 い 新妻 清 資料 原 資料館 寄贈

思い 新聞 報 入 いう う 覚え

知 い 連携 い い 原 資料館 あ 聞い

い い 定

○石田定 う 行 文書中 原 資料目録 いう 覧表

出 い い 要 県立文書館 持 い う

原 検索 覧 定

○安藤定 中 余 削 いう 例え 交通手当

支給 いう 当然 わ 膨大 あ 省い い 定

○石田定 拝見 被 者援護行 興味深い い

あ 思い え 地方課 作 特 調査 件 12 冊 う

い 12 冊全部 い 定

○安藤定 12 冊 う 6 7 10 あ 3 冊あ 全部 12 冊

い 定

○石田定 驚 前 山 県庁 職員 方 聞い 時 当

時 中 龍 知 地方課 職員 う 朝鮮戦 前 各種

団体 動 いう う い 資料 あ 思 聞い 無

い いう 島 う 地方課 職員 い 全部

い 定

○安藤定 特審局 法務府特 審査局 時 定

○石田定 開 請求 全部見 定

○安藤定 全部 開 10 複製 作

審査 非 開部 保護 個人情報 特 閲覧 供

定

○石田定 い最近 移管 文書 定

○安藤定 い う い 島県 定 原 資料 載 い

― 17―



- 14 -

載 島県 定 原 資料 ういうわ 民救 法 載

い 覧 載 民救 法 原 あ い 思う

民救 法 渡米 人 中 原 遭 いう 理

行 人 い いう 言 原 遭わ い 民救

法 行 い いう う い う 戦 被害 遭 民

いう う 渡米 わ 原 資料 いう う

原 資料 掲載 い 原 資料

載 定

○水本定 基 的 島県 定 原 資料 あ 原 十

島県戦 いう 連 性 持 定

○安藤定 島県 定 原 資料 原 十 連 的 い いい

う 要 県 島県 定 原 資料 作

原 30 時期 迎え 少 作 う いう

島県 通 前 原 通 的 物 わ

島県 定 原 資料 意味 あ 定

定 島県戦 い 時間 い いう

島県 定 近 焼 直 い 多い 目 執筆 複

あ 戦時体 戦 い 叙述 実 い 定

定 連 特 援護 問 言い 戦 援護 問

い 靖国問 援護問 いう 問

い 最近 学 島県戦

時 あ 時 ういう問 考え 人 いう あ い い 思い 自 体

纂 行 節 論文 いう格好 出 い い 研究 中

全 無視 い 思い 非常 駆的 業績 思い 書

定

定 い 言い 思え 島県 定 原 資料 番最初 防

空体 始 わ 救護 援護 中 役

文書 使 い あ 時 役 文書 資料 使う いう

駆的 いう 当 前 あ 当時

い い う 定

定 わ ういう 原 資料 思う 坂 郎

戦時体 いう当館 展示 使用 い 筒賀 長

原 投 時 役 応 書い い 坂 郎 い

う 戸河 う 人 あ 辺 い 長 い 明

終わ い 昭和戦 期 い 持 い い資料

思い 定

○ 川定 膨大 定

○安藤定 膨大 ういう あ いう 非常 いい 思い
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理 楽 う 行 坂 郎 何冊 何 何

楽 ういう資料 持 い 定

○永井定 坂 いう ういう 書 定

○安藤定 い 坂 定

○永井定 土偏 坂 定

○安藤定 ええ 郎 戸河 坂千 子 いう方 持 い

復 出 いい い い 定

○ 川定 目 い 定

○安藤定 う 思い 定

○永井定 原 当 定

○安藤定 原 資料 あ 原 い 定

○永井定 ういう あ わ 定

○安藤定 明 40 い 昭和 30 い い わ 定

○石田定 あ 資料 い い う

明 い 定

○安藤定 特段 い 原水 時 堀誠 文書 いう 展示

録 堀 資料 端 紹 島戦 録 いう展示

録 原 25 いう 目 原 資料 紹 あ いう 供

定

定 戦中 戦 援護 いう展示 録 最 原 来

前 援護 何 いう 要 援護 いう 戦 必要

業 戦中 始 戦 占領期 途 立

復活 いう経緯 わ 流 見 展示

参考 思い 供 定

○石田定 堀 生 ういう経緯 県立文書館 う 入 定

○安藤定 堀 資料 県 資料 県

付 い わ 県 わ 堀 生自身 段 箱

県 資料 いう 置 い わ 堀 亡

県立文書館 う 理 寄贈手 い 定

○石田定 あ 堀 生 自宅 う 行

い 定

○安藤定 う い 県 時 供 定

○石田定 遺族 持 能性 あ 定

○安藤定 堀 生 死 島 文書館 林 俊 行

大 いう 結局 堀 原水 時 書

あ 必要 資料 い いい資料 使 書い い 資料 大部

あ 主 共産党国 派 資料 い

返 う 思い 定
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○石田定 返 いう 定

○安藤定 借 原水 時 書い 人 返 いう 考え

い 持 思い う い あ 書 い 定

○石田定 林 伺い 遺族 持 い

い い いう 定

○小池定 東大 い い 最 総 島大学

総 学部 来 い わ 定

○安藤定 総 来 い 定

○小池定 妹 最 寄贈 い 時 何 い

言わ い 定

○安藤定 中国 資料東洋文庫 う 定

○小池定 東大 東洋文庫 う 行 定

○安藤定 東洋文庫 行 堀 門研究 社会活動

林 行 大 島 文書館 あ

定

○小池定 定

○安藤定 あ 定

○小池定 い 聞い い い 総 寄贈 最 叙勲 勲章

い 文書 う 寄贈 い い 定

○安藤定 い 定

○小池定 い 国 派 いう 澄 誰 持 い

う 定

○安藤定 澄 資料 持 い い 定

○小池定 う 宅 伺 定

○安藤定 直接確 わ あ 持 い い いう 識 い

県会議員 入手 行 刊行物 県 期的 い

あ い 堀 借 能性 あ

う 持 い う 人物 う 定

○小池定 共産党 体 国 派 う 資料 う 気 定

○安藤定 共産党 部 いう 主 中国地方委員会

藤知周 澄 中心 資料 民族 和戦線 い

機 中国地方 機 定

○小池定 共産党 体 ああいう う い 思う 共産党

体 亡 必 来 共産党 人 来 文書

い 持 い う あ 久間澄 い 定

○石田定 久間 理中 定

○小池定 あ 目録 う い う 定

○石田定 仮目録 定
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○安藤定 定

○石田定 楠 忠之 定

○安藤定 ええ 県会議員 楠 定

○石田定 あ 方 紹 菅 城 時 い い 段

14 5 箱 定

○安藤定 相当膨大 定

○石田定 割 い い 多い

い 中 細目 出 大変 定

○小池定 あ 自体 う見 久間 個人的 定

○石田定 う 定

○小池定 党 い あ い 団体 い う

思う 定

○石田定 う う 定

○小池定 箱 い い う 定

○小宮山定 う 途中 抜 い い 時 途中 箱

抜 い 全体 全部 い わ い 定

○小池定 域 県 いう いう 河 港湾 河

路 部 路 管理 県 う 路

設 港湾 設 復興 いう 資料 あ 問

い 定

○安藤定 言い う 都 計 業 行わ 個々 業 断 的

担当課 要視 文書 い 定

○小池定 最 永 嚴 行 執行 あ 県 定

○安藤定 ええ 法占 策 書類 何十冊 あ 思い 何十冊

いう 島県立文書館 第 35 的 法 築物撤去

写 載 い 写 あ 文書 行 執行 いう 庁

文書 出 機 職員 現 撮 う い 撤去

い い いう う 状況 示 う 書類 行 執行 資料

あ う 確 い 証 資料 い 思い 定

定 系統的 追う い 文書 作 時 時 状況

部 い 定

○石田定 時間 い う 藤 あ

う い 定

○一同定 あ う い 定

定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 終了 定
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広島県立文書館所蔵原 関係資料 ついて 
 

成 24 7 24 日 広島県立文書館 
広島県立文書館 主任 藤  

 
 
  め  
 
 
1 原 問題 展開  原 関係資料生成 諸相 

資料 1 
 
 
2 広島県立文書館が所蔵 る原 関係資料 

紙 原 関 資料 覧 
 
 
3 広島県立文書館所蔵行 文書中 原 関係資料 

広島県 被 者援護行  

行 機構 変  

資料 2 
文書 類表 

資料 3 
現行原 被 者対策業務 概要 

資料 4  広島県健康 行 概要 成  
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/50/23-kennfukugyouseigaiyou.html 

広島県立文書館所蔵行 文書中 原 関係資料 

紙 行 文書中 原 関 資料目録  
現用行 文書中 原 関係資料 

総務課管理 行 文書 長期保 文書 期限文書  
被 者支援課 保管 文書 引 前 文書 常用文書 DB  

他 
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資料 1 原 問題 展開  原 関係資料生成 諸相 

 

 米国 府 行  専門機関 被害 人 団体 街  報道機関 関与者 運動 記録  

 

原 開  

防空 救護体 建物疎開 学童疎開 

原 投  → 被害 人的 物的  

避難 救援 救護 遺体収容 瓦礫処理 

調査 研究 軍 大学等調査団 学術研究会議 米国調査団 米国 SBS  → ABCC 

報 出版 直後 占領 講和後 ～現在 海外  

被 者 人生 情 援護 行 援護 運動 体験 会社 学校  →被 者団体 

治療 研究 病院 師会 原対協 ABCC 原 研  

援護行 占領 戦没者遺族援護法 原 療法 援護法 法外 陳情活動 者協  

和行 和祭 念式 国 活動  

和運動 ヒ 運動 和擁護運動 原水禁運動 和教育  

録 手 体験 文学 映 資料館 語 部 白書運動 復元調査 出版  

都 復興 戦災復興 業 原 和 園 島工業港 田川改修  

 

資料 2 行 機構 変遷 

民生部 課 変  

昭和 22.5.3民生部厚生課 

昭和 29.11.1民生労働部厚生課 

昭和 38.4.1社会課 

昭和 47.4.1民生部社会課 

原 被 者対策 業務所掌機 変  

昭和 31.4.1民生労働部厚生課 衛生部予防課 

昭和 38.4.1社会課 予防課 

昭和 43.4.1民生課 予防課 

昭和 47.4.1衛生部公衆衛生課 

昭和 51.4.1環境保健部原 被 者対策課 

援護行 業務所掌機 変  

昭和 22.5.3民生部世 課 島地方世 部 務  

昭和 29.11.1民生労働部世 課 

昭和 32.7.1援護課 

昭和 43.4.1民生課 援護+原 毒  

昭和 47.4.1民生部援護課  
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資料３ 文書分類表 原 医療関係  

昭和 42 作成 

類 表       ／ 備考    ／ 保存 限 

H56.0 原 被 者 健康手帳 健康診断 療 

H56.10  原 被 者健康手帳 ／  ／P 原 被 者健康手帳交付 帳 

 H56.11 原 被 者健康手帳 交付 ／  ／P  

 H56.12 原 被 者健康手帳 載 項変更 ／  ／3  

 H56.13 原 被 者健康手帳 再交付 返還 ／  ／3  

H56.20  原 被 者健康診断 ／  ／P 原 被 者健康診断委 機 帳 

H56.21 原 被 者健康診断委 契約 ／  ／P 

H56.22 原 被 者健診指  ／  ／3 

H56.23 原 被 者健康診断委 機 診療報酬請求明細 ／  ／5 

H56.30  原 被 者 療  

H56.31 原 被 者 療機  ／  ／5 

    ／  ／P 原 被 者 療機 帳 

H56.32 原 被 者 療 定 ／  ／P 

H56.33 原 被 者 療 支給 ／請求明細書   ／3 

H56.34 原 被 者交通手当支給 ／請求明細書   ／5 

H56.35 原 被 者 療手当支給 ／請求明細書   ／5 
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資料４　健康福祉局の事業体系
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行 文書中 原 関係資料目録

課 表 概要

S01 90 421 S31 外 課 般 外 件 英連邦軍 部 米軍 ン ン 各国大使館領 館 文書往復

島県 訪問 連絡 多い ョン 招待 礼状往復 あ

原 乙女 渡米治療 結婚女性 旅 手 在米 産返還 伴う連絡文 含

S01 90 359 S30 外 課 難民救 法 係綴 難民救 法 基 米国移 者 資格 手 定 調査 係文書 び海

外協会作成文書

S01 90 528 S32 外 課 難民救 法 係綴 難民救 法 基 移 者 対 文書 海外協会 係文書 含

01 90 408 S26 地方課 特 調査 件 ① 12冊 内2
昭和26 7 8 和祭 係

県 和擁護運動 い 昭和26 8 6 和祭 中心 7 ～8
動向 調査 国 法務府特 審査局 報 過程 作成 文

書 島 和擁護委員会等 運動 ソ連 和攻勢 共産党 党勢 張 繋

監視対象

S01 2007 163 S49 福利課 被 者 係綴 原 被 職員 実態調査 検診

S01 2009 392 S56 県民課 県民運動 青少 対策 原 死没者 慰霊 び 和 念 黙 う 働

明 い社会 島県大会 全国防犯運動 島県防犯連 会 島県コ ュ

推 協議会 島県 民館大会等 知 あい 辞 エン

ン 大会 国 和 ソン等 後援 諾等

S01 91 230 S35 統計課 島県 長崎県原子 弾被 者

実態調査／ 村 被 者数

覧表綴

原子 弾被 者実態調査 村 被 者数 覧票綴

S01 91 473 S36 統計課 昭和 国勢調査翌 繰越

／附 島県長崎県原 被 者実

態調査

昭和 国勢調査 調査結果 い 疑義 い 村

統計局 照会或い 閲覧 い 文書等 あ 原 傷害者 対

実態調査 い 島県 長崎県 連絡 あ

S01 91 231 S35 援護課 原 十 周 件 原 投 十 周 当 県 共 慰霊式並び 和 念式 開催

行 い 各 係機 運営方法 打 行う会議等 述 文書

S01 91 232 S35 援護課 原 十 周 行 件 原 周 慰霊式並び 和 念式 行 係 準備委員会 設置 実

要領 作成等 い 係者 会議 件 文書 主 あ

S01 91 233 S35 援護課 原 十 周 原 周 慰霊式並び 和 念式 執行業務 件文書 あ

S01 91 234 S35 援護課 原 十 周 案内 簿計

外

原 周 慰霊式 和 念式 案内先 簿 び報 係 参考資料 子

殿 行啓計 書

S01 91 235 S35 援護課 原 十 周 案内 簿原稿 原 周 慰霊式並び 和 念式 案内先 簿 原稿

S01 91 476 S36 援護課 原 等死没者追悼／ 和 念式

挨拶ほ

原 死没者 び動員学徒犠牲者並び 外地戦没者 係 和 念式 慰霊法要 遺

骨伝 式 知 等 挨拶文 追悼文

S01 2007 1272 S38 援護課 中国地 陸軍諸部隊調査表 中国地 陸軍諸部隊調査表 昭和 十 原 時 並 十 終

戦時 在 島諸部隊 び 部隊長等 覧表 中国地 諸部隊配備調査表

等 写

S01 2001 559 S45 民生課 原 被 者保健福 設 島原 被 者養護 新築整備 わ 文書 昭和44 原 被 者保健福

設運営 国庫補助金 交付申請 行い 補助金 交付決定 得 文書 び新

築 面 備 購入整備 件文書綴
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S01 90 652 S33 社会課 原 被 者援護 件 原水 被害者団体協議会 会議 理 会 県 請願 国 陳情 千羽鶴 原

病院 寄贈 被 者 う 生活保護法 被保護者 調査 原 害者対策 業

助成 原 被害者 対 巡回相談 実 等業務 文書 稟議書 大部

S01 90 784 S34 社会課 原 被 者援護 件 原 被 者援護 件 島原 被 対策協議会 係文書 寄附陳情 巡回相

談 千羽鶴 寄 等 文書等

S01 98 361 S42 社会課 社会福 原 就職 用

検診

島県原子 弾被 者援護措置要綱 定 就職支 金 決定 び就職支

金 用奨励金 支出 申請書 申請書 返戻 び 原 被 者健康診断 診

奨励 等 文書

S01 2008 134 S52 原 被 者

対策課

指 ／団体補助 昭和50 県 補助金 交付要望 島原 病院増改築 業 係 補助金 島原

被 者療養研究 ン 運営補助金 昭和51 島原 病院 療機械整備

業 原子 弾被 者健康診断実態調査 委 原 療法 行 伴う 務 委

料 島原 病院 借入金利子 対 昭和51 県 補助金 昭和51 島原

病院 特 診療部門運営 業補助金 昭和51 原 被 者援護 業補助金 昭

和51 原子 弾後 害調査研究 対 補助金 昭和52 原子 弾後 害調査研

究 対 担金 係 文書

S01 2008 135 S52 原 被 者

対策課

指 団体補助 原子 弾被 者健康診断棟 委 契約締結 交付 確定 文書 原

被 者 県 補助金 交付申請 確定 文書 島原 病院借入

金利子 対 補助金 申請書 出 確定 文書 原 被 者対策 業

(単県) い 各都 府県 状況等 文書

S01 2008 401 S51 労 課 議統計調査 総評定期大会状況調査 復命書 被 31周 原水 禁 世界大会資料 全国

労連 第12回定期大会資料 東洋工業労働組 第31回定期総会資料, 盟第13回
全国大会概況 島県労通信

S01 2003 701 S44 河川課 河川管理 宅対策 仮設 宅

管理 原 対策 法占

対策

昭和40 44 原 被 者 宅対策 原 対策 び河川

法占用対策等 文書 島 作成資料在中

S01 2009 738 計 課 写真[被 後 島 内 復興

状況]
被 後 島 内 復興 状況 撮影 写真73枚 収録 バ 冊 島

城 西練兵場 紙 ～ 堀 島 横川 己斐駅 福 県庁跡 内

主要 設 場所 い 被 後 復興時 昭和20 後半～30 前半頃

写真 段 対比 う い

S01 91 176 S33 計 課 県職員原 慰霊碑 芸 園設

計書

島県職員原 慰霊碑 建立 い 県立 園 厳島 芸 び瀬戸

内海国立 園 路改良災害復 工

S01 96 623 S42 宅課 宅地 改良 営 宅建設 業 び 宅地 改良 業 文書 稟議 資料 原

宅対策 係 報 書 第 回全国宅地開 連絡会議改良部会 び全国宅

地開 営 宅連絡会議中国 会議開催 係 文書

S02 2004 394 S29 教委社会教

育課

婦人団体 綴 島県婦人懇談会 地域婦人団体 研究婦人団体等 研修会並び 部研修会等

内容 復命書 報 い 原 被害者実態調査結果 び売春防

特 活動実 県 懇談会 触 い

S01 2007 938 S29 伯地方

務所

遺族援護法 係雑件綴 戦傷病者戦没者遺族等援護法 運営 当 務打 会議並び 明会

法 基 遺族 金 慰金 請求等 係 庁 出先機 村 者間

通知,照会 回答,報 往復文書 主 あ 村 戦没

者等 追悼式 開催通知 文書等 あ
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 落 葉 裕 信 氏 

 おち  ろ ぶ   広島 和記念資料館学芸員 

 

  広島 和記念資料館 所蔵資料 ついて  

 月日 成「4(「01「) 月「8日 

 会 場 広島国際会議場」階講習室 

 

 出席者 石田 春、落葉 裕信、川野 徳幸、小池 聖一、小宮山道夫、武田 明子

     永井 均、西本 実、 岡 敬、水本 和実 50音順  

  

附属資料  

 資料  報告用パワ イン スライ  

 

 

 

 報 告 

 

め  

○石田 日 広島 和 念資料館 落葉 報 願い い

願いい  

○落葉 紹 い 広島 和 念資料館学芸課 学芸員 落葉 申

日 願いい  

 日 資料館 越 い あ う い 来 資料館 地

会議 あ 修学旅行 ン 部屋 空い

い部屋 迷惑 願いい  

 日 主 ワ ン 資料館 所蔵資料 い 紹 い 思い  

 最初 簡 自己紹 い  

 成 12 和文 ン 職員 和 念資料館 勤務 い

大学生 時 考 学 専攻 い 原 いう うい

初 資料館 入 学 い  

 資料館 学芸課 啓 課 いう 部署 あ 学芸課 主 展示 関

資料館 常設展示 企 展 企 被 資料 整理 担当 い 啓

課 修学旅行生 被 者 体験講 聞 手配 ン 館 解説 公

園 解説 行 い 運営 国 他都 海外 原 展

開催 担当 い 業務 行 い  

 最初 学芸課 勤務 啓 課 異動 啓 課

学芸課 戻 至 い  
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 日 主 学芸課 所管 い 被 資料 被 痕跡 瓦 溶

瓶 原 亡 方 遺品 い 民 い 原 資

料館 写 数多 い 中心 い 思い  

 最初 被 資料 手元 広島 和 念資料館 所蔵資料 い

覧 い  

 

．被 資料 

○落葉 蔵 数 成 24 日現 1,160 あ 資料 形態

寄贈 資料 遺族 方 被 人 い い 毎 資料

寄贈 あ 昨 268 あ 前 寄贈資料 次 新着資料展 紹

い  

 現 新着資料展 展示 数 101 資料館 地 展示 展示

い 被 資料 39 民 い 原 写 27 被 資料

戦中資料 戦 資料 寄贈 あ 含 101  

 体的 うい 資料 あ 資料 類表 覧 い  

 大 類 家庭用品 所用品 あ い 衣類 形態 資料 類 い

最 数 多い 類 金属 石類 約 3,000 次い 文書類 約 2,600

所用品約 1,970 衣類約 1,090 い い  

 類 実 うい 資料 あ 紹  

 類 家庭用品 家庭用品 中 大 い 例 被

あ 去 風 展示 い 蔵庫 入 い

牛 地 宅 あ 無数 飛 散

飛 散 展示 大型 資料  

 家庭用品 い 例 変形 硯 高熱火災 影響 変

形  

 類 所用品 食器 埋 陶器  

 所用品 瓶 変形 瓶 うい 資料 高熱火災 影響 示 資料

展示 い 実 触 え う 資料 活用 い  

 所用品 弁当箱 動員学 亡 女学生 遺品  

 類 衣類 衣類 動員学 亡 中学生 当時着 い

原 亡 方 当時身 い 衣類 遺品 多い  

 ワン ワン 着 い 方 留

ワン 人 寄贈  

 い 懐中時計 資料館 館 展示 い 時計 資料 腕時計

数多 蔵 い  

 類 仏像 仏 刀剣類 溶 仏像 仏像類 被 痕跡

資料 蔵 い  

 刀剣類 軍刀 刀類 蔵資料 あ  

― 45―



- 3 -

 類 金属 石類 表面 原 熱線 状 瓦 瓦 非常

数 多い 成 元 川 親水護岸 行わ 時 川底 約 4,000

瓦 掘 出 資料館 括 寄贈 数 多

い  

 瓦 溶融塊  

 類 動植物 被 馬 あ 被 馬 前 展示

当時 来館者 象 強 い あ 馬 う

いう問い わ あ 蔵庫 蔵 い 成 17 企 展 時展示

あ  

 馬 現 学芸課長 家 戦 働い い う 戦 何

働い 手 昭和 33 復興博覧会 紹 死

亡 う  

 植物 竹 動物 資料 被 馬 表的 植物 竹 大型

被 樹木 資料 あ 焼 前 島地 萬象園 被 樹木

あ 大 樹木 包 込 燻蒸 蔵庫 入

 

 類 療 学関 薬品 Marcel Junod

氏 供 薬品 資料館 展示 い  

 学関 人体関 標 前 射線 被害

展示 い 現 射線 被害 成 12 展

示更新 新 い標 あ 成 12 前 展示 い

うい 標 現 蔵庫 蔵 い  

 人体関 う 遺品 あ 動員学 亡 中学生 残

爪 遺髪 射線 影響 抜 頭髪 展示 い うい

資料 人体関 資料 あ  

 類 幣類 硬 溶融塊  

 い 貯蓄 いう 被 前 資料 資料館 被 痕跡

被 資料 うい 戦中 被 前 資料 所蔵 い  

 類 文書類 動員学 日 当時 学校生活 中学校 生

女学校 生 建物疎開 動員 い 様子 書 い

被 前 うい 生活 い い  

 文書類 手紙 被 亡 日 前 妻 あ

手紙 学童疎開 子 両親 あ 手紙 資料館 蔵 い

 

 罹災証明書 数 あ 決 形式 い わ 半

紙 表題自体 手書 書 罹災証明書 あ 証明者 東警察署

い 会長 学校長 うい あ  

 文書類 他 折 鶴 々木 子 折 折 鶴
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子 折 鶴 多 展示 い うい あ  

 類 米軍関 資料 自動通報式 測定無線装置 原 投 時

伴機 落 付 投 落 日

軍 回 鎮 府 調査報 書 測定装置 い 報 い

 

 無線装置 落 端  

 米軍関 米兵捕虜 い 被 人 遺品 戦 資料

進駐軍向 観 ン あ い LIVING HIROSHIMA い 冊

子 資料館 蔵 い  

 文書類 他 入 遺影 い 遺影 遺品 わ

展示 遺品 人 伝え いう 遺影 わ

企 展 蔵資料展 活用 い 現 追悼 和 念館

い 念館 開館 前 資料館 積極的 学校 通 動員学 遺影 募

いう 行 あ  

 紹 資料 寄贈 時 持 方 聞 調査 行 い

聞 調査 綴 資料 当時 被

状況 家族 思い いう 要 当時 状況 聞

綴 い  

 被 痕跡 遺品 遺体 焼 跡 瓦

家族 知 当時 様子 伝え 遺品 あ うい 資料 寄

贈時 聞 調査 行う いう 要 うい い  

 聞 関連 手 資料 寄贈 時 新

聞 い 職員 日常 業務 行 中 新 い 見 あ

追加 い  

 被 当時 状況 資料 い 少 い あ 遺族 方 調査票

付 い被 状況 調査 実態調査 成 11 行 あ

時 調査票 うい 容 綴 い

 

 寄贈 当時 新聞 寄贈 い資料 資料 少 い

新聞 家族 う 思い 資料 寄贈 参考資料  

 資料 基 的 寄贈 成 16 17 被 60 節目 時 長

崎 原 資料館 広島 長崎 国立原 死 者追悼 和 念館 Ｎ Ｋ 中国新聞社 長

崎新聞社 共 被 資料 遺影 体験 全国募 展開  

 広島 和 念資料館 計 847 資料 時 全国 資料 企 展

開催 手元 配 ン 時 全国各地 い い

形態 資料 あ 番最 示 い 文書類等 最 多

次 衣類  

 海外 持 出 被 資料 う いう 海外被 資料 定 期
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間展開 あ 資料 応 資料館 寄贈

熱 変形 瓶  

 海外 資料 中 写 あ 国民学校 土橋 堺

辺 学校 屋 360 広島 西部 焼 原 様子 写 い

撮影者 ン Herberd.F.Austin.Jr 氏 10 米

軍 兵士 広島 入 商 会議所 中国新聞社 撮影

人 撮影 い 広島 西部 高い建物 撮影 貴 枚

 

 企 展 わ 資料 行 い 主 寄贈 いう 時

供 資料 中島地 関 資料 動員学 資料 海外 支援

企 展 開催 あ 広島 家 建設 Floyd 

Schmoe 氏 資料 あ 供 資料 文書 複製

うい 資料 あ  

 

．市民が描いた原 絵 

○落葉 い 民 い 原 蔵 数 4,943 原

回募 行 い 回目 Ｎ Ｋ広島 局 昭和 49 昭和 50

募 回目 回目

原 略 いう 付 整理 い  

 回目 成 14 広島 長崎 Ｎ Ｋ 共 募

新 約 1,300 枚 資料 い 新 い原 原

略 Ｎ いう 付 整理 い  

 原 中 昭和 51 昭和 53 Ｎ Ｋ わ

広島 被 前 戦前 広島 街 様子 あ 民生活 あ い 当時

祭 い 募 あ 時 資料館 所

蔵 い  

 原 成 19 録 行 い 時 方針 中

多 掲載 いう 人 作者 作品 原

中 意中解説 被 者 解説 あ

作者 言葉 わ 掲載 い  

 昭和 20 日前 撮影 写 非常 少 い 原 当日

様子 い あ 当時 状況 うい あ 伝え 貴

資料 資料館 毎 回 決 東館 地 展示 展

示 行 い  

 

．写真 

○落葉 い 写 写 資料 数 約 あ 多い

近 被 広島 様子 撮影 々木 郎氏 寄
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あ 多 い  

 うい 種類 あ いう 広島壊滅 昭和 56

行 掲載 写 広島原 被災撮影者 会 方 供

所蔵 い  

 広島壊滅 主 掲載 い 当時 広島 駐屯 い 陸軍船

舶 部 写 班 軍 写 班 中国新聞社 ン あ い 10 般

広島出身 あ い 広島 あ 人 写 い  

 広島壊滅 写 昭和 20 日 写 被 直 写 撮影

い 非常 貴 中 人 糠 美氏 当時 陸軍船舶

部 暁部隊 写 班 被 翌日 似島 救護所 傷者 様子 日 救護所

部 様子 撮影 い  

 広島原 被災撮影者 会 供写 20 会員 供 316

写 複製 所蔵 い 軍 船舶 部 写 班 川原四儀氏 撮影

写 10 日 前 思い 川沿い 設 仮設 救護所

部 容 傷者 様子 撮影  

 日 写 中国新聞社 ン あ 美人氏 撮影

あ 御幸橋西 傷者 応急的 救護 い 写 日 人

様子 写 写 非常 少 い 氏 写 あ 雲 写 あ

数 少 い 当 貴 写  

 写 部 方 供 い い い あ

乾 像 昭和 21 撮影

 

 雲 日被 当日 写 雲 写 何

中 掲載 写 供 い  

 17 少 勤務 陸軍兵器補給廠 撮影 あ 中 心地

最 近い 置 撮影 雲 思い  

 い 火災 写 品 船舶練習部 撮影 日当

日 火災 様子 写 写 あ 貴 写  

 い 林 男氏 撮影 写 林 男氏 写 括 資料館 所蔵 い

昭和 20 10 文部省 原子 弾 関 学術調査団 行 広島 入

長崎 行 被害 状況 撮影 い 資料館 成 19

ン 計 233 枚 寄贈 所蔵 い  

 林 男氏 物理的 被害 調査 班 行 い 建物 被害 様子 状

況 うい 写 多 撮影 い 通 時計店 風 建

物 部 ぶ 建物 斜 傾い い  

 調査団 手前 い 調査団 心地付近 入 様子 撮影 い

 

 林 男氏 写 い い 掲載 目 思う 商 会議
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所 中心 撮影 写 資料館 展示 い  

 林 男氏 写 数 多 広島 状況 撮影 写 いう 企 展 成 18

開催  

 い 菊 俊 氏 写 菊 氏 林氏 様 学術調査団 行

数 写 撮影 い 菊 氏 学的 調査 班 属 い 救護

所 部 人体関 写 枕崎 風 土石流 被害 大 陸軍病院 被害 写

あ うい 人 被害 写 被害 状況 街並 様子

写 写 復興 向 う人々 様子 電車 復 広島 周辺 雑踏 己

斐 復興祭 写 撮影 い  

 大芝国民学校 救護所 部 写 中央 い 人 急

性 害 亡  

 救護所 袋 国民学校 外観 写  

 救護所 熱線 ン ン 影 残 い  

 昭和 20 10 状況 撮影 い 撮影枚数 昭和 20 860 枚 昭和

22 写 LIVING HIROSHIMA 作 再 広島 街 様子 撮影

い 昭和 20 ン 撮 い あ う 昭和

20 昭和 22 対比 中国新聞社 写 撮影

林 男氏 昭和 20 時 中国新聞社 撮影 い 対比 街

復興 様子 見 昭和 22 341 枚撮影 資料館

ン 供い  

 菊 氏 写 い 成 19 企 展 開催 い  

 中 都男氏 写 人 当時 盟通信 共 通信 前

身 報 機関 所属 人 大阪 海軍 大阪帝国大学 研究者 緒 10

日 11 日 広島 入 被 直 様子 撮影 い  

 西練兵場 遺体 撮影  

 中 氏 写 昭和 48 返還 返還資料 言わ い

写 中 含 い 返還写 中 中 氏

紹 林氏 菊 氏 広島壊滅 掲載 写 家 撮影

写 含 い  

 焼 焦 電車 写  

 中 氏 写 撮影 い 側 広島駅方向

東側 10 日 11 日 い 比較的 い時期 撮影

写  

 い 々木 郎氏 撮影 写 々木氏 遺族 寄 い

約 資料館 あ 々木氏 写 昭和 20 被

様子 撮影 写 写 あ う 原 孤児 原 孤老 あ

い 和 念式 様子 和 念公園 整 うい 都 復興 街 復興

い 様子 あ 原 家族 失 亡 人 悲 撮影

― 50―

第一部　研究会速記録



- 8 -

あ い 原 病院 和 念資料館 うい 戦 広島 歩

数多 撮影 い  

 子 様子 撮影 い 原 孤老 写  

 々木氏 写 展 成 21 数 多方面 わ 写 撮影

い 時 回 第 部 第 部 写 展 開催  

 岸 氏 写 人 中国電力 依頼 電力会社 建物 電柱

撮影 行 い 広島壊滅 写 掲載 い

昭和 20 昭和 28 定 街 東西 写 撮影 い 街 復興

様子 知 資料館 乾 寄 い い い

 

 定 現 中国電力 屋 わ 東西 方向 街 様子 撮

影 い 昭和 20 10 11 撮影 昭和

21 昭和 22 少 時間 飛ぶ 昭和 28 定 撮影 い

街 復興 様子 知  

 い 調査団 撮影写 写 昭和 48 日 返還 返還資

料 中 含 い 返還写 自体 複写 ン ン 資

料館 蔵 い 調査団 写 あ  

 調査団 昭和 20 陸軍 軍 団 ン ン管 調査団 日

側 研究調査団 者 構成 調査団 昭和 20 10 12 日 11 25 日 広

島 調査 行 い 写 調査団員 中 A.Liebow

氏 い 人 日 広島 学 掲載 い 録 見

10 12 日 調査団 広島 来 時 撮影 空撮 書い あ  

 10 19 日撮影 書 い 現 紙屋 付近 向 撮影

 

 調査団 写 撮影 い 写 日 人

ン 撮影 い 調査団 撮影 い 資料館 写 い

写 多 所蔵 い 写 広島 被害 大 地域

被害 様子 思い  

 い 米国戦略 撃調査団 撮影 写 日 空襲 効果 調査

戦略 撃調査団 来日 組織 戦略 撃調査団物的損害調査部 昭和 20

10 14 日 11 26 日 広島 入 い 資料館 所蔵 い 調査

団 撮影 写  

 昭和 49 広島 長崎 職員 赴い 国立公文書館 戦略 撃調査

団関 資料 紙焼 写 戦略

撃調査団 撮影写 所蔵 い  

 中国新聞社 部 輪転機 写 建物 外観 部 被害 状況 撮影

い  

 橋 被害 写  
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 番 付 何番 建物 うい 破壊 状況 あ いう 調査

い  

 調査結果 報 書 い 報 書 昭和

49 広島 長崎 職員 国立公文書館 報 書 日

語訳 何 冊 中 写 掲載 い

写 報 書 部 使わ い いう 資料館 照 整理 い

 

 米軍 撮影 被 前 空撮写 所蔵 い 成 14

入手 時 広島大学 原 射線 科学研究所 共 入手

撮影時期 昭和 20 日 25 日 被 前 空撮写 被 直

11 日 日撮影 写 入手 い  

 25 日 被 前 広島 空 撮影  

 被 日 11 日 様子 撮影  

 被 前 被 心地付近 空撮 写 対比 資料館東館

前 空撮写 対比 展示 い  

 翌 成 15 国立 原 死 者追悼 和 念館 共 米国国立

公文書館 空中垂直 空撮写 斜 方向 写 購入

日当日 写 うい 斜 写 空撮 斜 写 参考

地 辺 撮影 撮影場所 特定  

 地 写 成 15 米国国立公文書館 入手 広

島駅構 い 救援 来 人 い う 思い  

 調査団 外 個人 撮影 寄贈 い 場 あ

昭和 20 10 個人 撮影 心地 中島地 近い

所  

 被 前 写 寄贈 い 原 失 街 様子

うい 資料館 い う 被 前 様子 撮

影 あ い 資料館 蔵 い  

 海外 ン H.J.Peterson 氏 調査団 員 広島 入

写 撮影 い  

 屋 撮影 写 街 様子 撮影 写  

 相生橋 軍 兵士 う子 様子 うい 写

寄贈い い い  

 彦氏 寄贈 会 活動 写 韓国人被

者 写 約 5,500 写 寄贈 い 会 方 写 あ

い 韓国人被 者 方 写  

 寄贈写 外 企 展 使用 写 沿

い 成 12 中島地 企 展 行 時 街 空撮写 神

様子 うい 写 供 い  
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 成 14 救援救護 関 企 展 広島原 害対策協議会 原対協

調査 行 原対協所蔵 写 い  

 成 20 企 展 原 録 広島 長崎 原子 弾 影響 関 企 展

行い 関 像 抜い 写 あ 関 者 当時 写

供  

 

． 和 タベ ス ついて 

○落葉 被 資料 民 書い 原 写 紹

資料 手元 HIROSHIMA PEACE SITE いう 検索

い 資料 あ 思う

和 輪車 い あ 部 枚目

和 資料 検索  

 学芸課 所管 い 被 資料 写 原 啓 課 被 者証言

あ い 動 書 所管 い うい 検索

う い  

 例え 被 資料 検索 開 面 出 ワ

入力 検索 あ い 資料 寄贈者 被 資料 地

撮影地 地 検索 あ い 説明 類表 検索 うい

う い  

 番最 被 資料 実 検索 うい 出 いう

折免 弁当箱 打 出 写 付 い  

 現 ン 被 資料 約 7,000 近 公開 い

蔵 数 約 1,000 開 あ 元 川 掘 出 瓦

4,000 弱 いあ 件 録 い 蔵

数 う 多い  

 原 蔵 4,943 う 作者 ン 公開承諾 得 い

4,465 公開 い  

 写 ン 公開 780 蔵 数 対 少 い

当館 使用 許 あ 菊 俊 氏撮影写 う 供

あ い 報 機関 企 展等 う 資料館 著作

い 数 含 い 第 者 出 承諾

ン 公開 い  

 写 部 9,000 録 い

々木氏 写 現 整理作業中 時著作 処理 終わ 次第 ン

公開 い 思い  
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．被 後 調査団 関 る資料 

○落葉 い 被 資料 中 前回 県立文書館 藤 説明 調査団 関

資料 い 題 出 い 被 調査団 関 資料 資料館 所蔵

い 紹  

 原 資料 掲載 い 広島 撃調査報 書 草案 新妻清 氏 寄贈

資料 資料館 所蔵 い 資料自体 綴 い 原子 弾

いう 決 書 手書 部 紙 写 出 い 草稿 手

書 部 清書 撃調査報 書 陸軍船舶練習部 報 綴

中 含 い  

 学術調査団 原子 弾災害調査報 掲載 い 昭和 20

11 30 日 陸軍軍 学校臨時東京第 陸軍病院 原子 弾 依 広島戦災 学

的調査報 報 書 附 所蔵 い  

 鎮 府衛生部資料 当時 海軍 衛生部員 海軍病院 勤務 い

方 寄贈 海軍病院 被 当日 救護隊 広島 派遣 い

写 紹 い 原子 弾 生物学的作用 関 研究 第 回報 所

蔵 い 原子 弾災害調査報 掲載 い  

 気象関 気象 勲氏 調査 報

原子 弾災害調査報 掲載 い  

 調査 関 日 何 所蔵 い 木 治氏 理 学研究所 研究員

陸軍軍 学校 調査団 共 広島 入 14 日 17 日 広島 射

能 測定 心地あ い 高 特定 調査 行 い

10 日 社 原 録 撮影 共 広島 入 い

時 様子 日 い  

 木 治氏 資料 広島 原 被害地 略  

 山﨑文男氏 山﨑氏 陸軍軍 学校 委嘱

昭和 20 旬 広島 残留 射能 測定 行 い

資料 時 調査 録 原 い

広島 入 時 様子 日 あ  

 菅氏 人 文部省 学術調査団 員 昭和 20 10 広

島 入 調査団 生物学科会 物理学科会 土木建築学科会

機械金属学科会 所属 調査 あ い 時 調査日

報 書 原稿 資料 中 機械金属学科会 会員 報 書 何

含 い 調査 写 元 橋 護国神社 撮影 い

 

 中山弘美氏 資料 方 理 学研究所 研究員 学術調査団 生物学会

員 日 社 共 昭和 20 旬 広島 入 植物 影響

い 調査 い 時 調査 容 報 原稿 原 録 調査 容

中 い 原稿 含 い  

― 54―

第一部　研究会速記録



- 12 -

 日 社 加納竜 氏 資料 寄贈 い

自体 昭和 20 10 広島 長崎 撮影 行わ 完成 翌 21

完成 持 返還 広島 長崎 原子 弾

影響 いう 録 作 関わ 資料 寄贈 い  

 日  

 原案 構成案 い  

 

．一件資料 

○落葉 件資料 いう 特定 人 数 資料 供 い

ン 公開 い い 資料 類番 付

資料目録 作成 い  

 大 人 資料 あ 相原 氏 人 加

納竜 氏 う 原 録 作 関 広島 長崎

撮影 関わ い 埼玉県 あ 和資料館 所

蔵 い 将来的 保 活用 資料館 供 整理

 

 うい 資料 あ いう 原 録 関わ 原案 あ

相原氏 日 日 当時 いう 直

う 思わ 原 自体 資料 中 あ 当時 撮

影 録 報 用紙 解説原稿 日 語原稿 元 英訳 完成

い  

 関わ 資料 外 日 社 文部省 学術調査団 委嘱

撮影 行 い 調査団関 資料 含 い  

 木 治氏 心地 特定 心地 求 地  

 中山弘美氏 原 被害調査日 広島県  原 資料

掲載 い 原 あ  

 相原氏自体 晩 原 被害 確 伝え いう い い

角 調査 行 い 写 調査 いう 熱心 行わ い

原 関 撮影 写 調査 い 残 い 写

熱心 検証 い 資料館 写 資料 含 い

 

木茂氏 写 木氏 原 録 作 ン 加わ

主 土木建築班 調査 土木建築 被害 様子 い  

 写 撮影 写 資料 中 含 い

約 200 枚含 い 林氏 菊 氏 次 学術調査団関

写 中 多い 思い 原 被 中心部 大雨 降

路 冠水 い 写 相生橋 風 歩 部 盛 い 写

東京大学 土木建築班 調査団 調査 様子 うい 撮影 い  

― 55―



- 13 -

 い 川清氏 資料 資料館 所蔵 い 当時 広大 原 研 所属

い 吹 暁 生 研究 川清氏 奥様 写 日 等 資料

預 い い 資料 将来 わ 保 活用 場 和

念資料館 良い 断 資料館 寄贈い  

 川氏 資料自体 前 土産物店 写 日赤病院 入院 い 時 写

原 被害者 会 会則 うい 写 あ い 文書資料 所蔵

い  

 河 郎氏 広島女学院 用務職員 広島折鶴 会 和活動 力

方 方 資料 河 氏 亡 時 自宅 膨大 資料 あ

整理 河 氏 親 い関 あ 女学院 黒瀬 郎 生

相談 資料館 整理 膨大 あ 自宅

運 業者 倉庫 運 中 資料 物 関 資料 整

理  

 原 子 像 関 広島 和 児童生 会 書類綴 あ

広島折鶴 会 原 保 運動 関わ 保 運動 関 資

料 あ い 写 撮影 い うい 写 類 数多 資料 中

含 い  

 

．証言ビ オ 図書 

○落葉 主 学芸課 所管 資料 他 啓 課 所管 証言

あ 昭和 61 被 体験者 証言 作 行 い 現

1,419 件 あ あ

像 中 何人 録 30 い 人

証言者 い  

 書 い 資料館 東館 地 情報資料 あ 現 8,228

件 雑 含 数 所蔵 い  

 啓 課 所蔵 像 出 行 い 米国国立公文書館

戦略 撃調査団 像 昭和 21 広島 状況 撮影 い

 

 

．今後 資料収  

○落葉 最 資料 資料館 原 射線 被害

い 資料 い い 考え い 当時 調査 録

戦略 撃調査団 写 等 他 あ 思い 米国国立公文書館所蔵 写

像資料 い い 考え い  

 大変大 資料館 所蔵資料 い 終わ い 思い  
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 質疑応答 

○石田 落葉 あ う い  

 10 休憩 時 10 質疑応答 開始 い 思い

い う 時 10 休憩い  

休憩  

○石田 皆 揃い 質疑応答 移 い 思い  

 時間 40 いう 15 時 50 定 特 番 あ

落葉 質問 い い 思い  

 録音 関 最初 前 言 い い 質問 い 起

前 特定 い 困  

○水本 和研究所 水 形態 寄贈 いう 待 姿勢 寄贈

あ 待 戦略的 人 資料 あ う

いう 寄贈 い い ういう感 う  

○落葉 企 展会場 い あ 和文 いう機関

寄贈 い い  

○水本 常  

○落葉 い  

○水本 う知 い いう  

○落葉 知 い 思い  

○水本 あ 被 いう 最近 演奏 い 被 う

 

○落葉 い 紹 応 音 出 調 い い 音

全然  

○永井 和研究所 永 ン ン 中 米兵被 捕虜

少 い 思い 資料 いう 体的 ういう  

○落葉 少 い 識票 い あ 飛行帽 確

飛行帽 当時 生前使用 い  

○永井 識票 人 返 識票 あ 思う 残 あ  

○落葉 米兵捕虜 研究 い 森 昭 氏 寄贈 識票 被

米軍 引 渡  

○永井 目 文書類 い 日 手 あ いう

日 い 動員学 日 紹 日 類 被 者 人

非被 者 人 含 何 いあ い 時期 う  

○落葉 日 類 約 100 い 動員学 多 あ 調査団 日

動員学 番多い 思い 個人 あ 思い  

○永井 う 関 資料

う 構わ い 整理 い 思い  

○落葉 う  
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○永井 科研 う 研究者 いう 能 う

 

○落葉 ン 公開 い 部用 難 い  

○永井 体的 研究者 ういう い 何 い いう 研究

者自身 資料館 使 い いう 能性  

○落葉 個人 情報 入 い 難 い 時 協議 中

思い  

○小池 文書館 幾 資料 入 い 例え 最近入 い

秋信 利彦 資料 入 い ういう資料 整理 公開 あ

公開基準 い 例え 個人情報保護法 情報公開法 基

う 規定類 いう あ  

○落葉 和文 ン 規定 あ 個人情報 規定 うい

踏 え あ 寄贈 い い 方 協議 中 いう 思い

 

○小池 基 的 整理 公開 状況 い あ い

例え 蔵書類 あ 西 聞 書館 書 い い いう

あ いわ 書 入 い い 蔵書目録 公開 い い

い あ い うい 公開 い いう方向性 資料

館 い  

○落葉 情報資料 寄贈 公開 い いう

い 思う  

○小池 公開 展示 いう方向性 う 文書類 場 展示 向

い 多いわ 蔵 死蔵 わ い う

研究者 限 ういう人 公開 あ い うい

う公開 書 関 情報 あ あ 資料 公

開 い いう う あ  

○落葉 う 文書関 資料 い 研究者 方 来 時 言 い

都 公開 い 辺 研究 うい

活用 い 思 い  

○小池 著作 問題 あ あ う 例え 写 著作 問題 あ

思い 何 あ いう 知 い あ 程

使い い ういう 積極的 公開 い い  

 例え 秋信 資料 あ う 大牟 稔 資料

あ 実 会 資料 半々 割 い ういう

あ 程 広大 文書館 元 い い 考え 会

全体像 理解 半々 割 い い  

 う う い い 整理 終わ 公開 状態

う 状況 中 秋信 何 持 い いう 知
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い ういう 情報公開 う う 体的

う 持 い 見 い い 思 い  

○落葉 う 互い い いう 協力

思い  

○ 岡 岡 資料 方向 1945 日 中心 う 資

料 置 い  

○落葉 う 被  

○ 岡 例え 君 写 う 被 者 あ い

韓国人被 者  

○落葉 う 原 頭症 いう 射線 被害 うい 伝

え 資料 要 思い  

○ 岡 ういう 力 入 い  

○落葉 う  

○ 岡 う 例え 島菊次郎 いう人 い 彼 いぶ 昭和 30

被 者 写 写 持 い ういう 力 入

い 対象 い わ 待 い 向 う 来 来 い

い 積極的 働 いう  

 範 外 前 惨状 中心 資料 い

いう  

○落葉 惨状 あ 被 者 歩  

○ 岡 いう  

○落葉 うい 資料館 大幅 あ

活用  

○ 岡 い い あ 思う  

○落葉 う  

○小池 島菊次郎 資料 公文書館 手 入 いう 進 い

い  

○ 岡 ああ う 整理 う いい う 気

あ 行 行  

○小池 石 中心 動い い 武 何

 

○武田 いえ 島菊次郎 写 いう  

○小池 いう 最近 新 い 出 い

う 所蔵品 断 いう いい い

来 整理 い いい 写

整理 当 難 い問題 い 人 生 い 特 何

何 いう わ う  

○ 岡  
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○小池 ン

何 い い 思う いい い

 

○ 岡 例 島 う 被 者 悲惨

状況 録 い 人  

○武田 写 昨 第 回 企 展 時

写 借 会 方 韓国人被 者 写 あ

寄贈い い 資料館 う 韓国人被 者

関 資料 い状態 写 いう 大変貴 い

う 韓国人被 者 写 あ 整

理 い 言わ い 大変あ い 思  

○小池 う覚悟 問題 思う 資料館 所蔵庫 覚悟 問

題 思い いわ 降 格的 う 思う 寄贈 待

い いう姿勢 い 寄贈 待 い 例え 被団協 日

原水 被害者団体協議会 資料 目録 作 始 い 目録 作

い 全部 移 目録 い いう あ 得 わ

寄贈 いう  

 いい 時 公開 公開基 持 得 い

う 最大 ン  

○石田 広島大学 石 何 伺い い 思い 類表 あ

ン 氏資料 いう うい あ う  

○落葉 復興関 文書類 広島 復興 関わ ン 氏 関 計

関 書簡 うい あ 書簡類  

○石田 何 いあ  

○落葉 20  

○石田 目 所蔵資料 関 聞 あ いう 写

見 い い 寄贈者 方 被 状況 録 い

 

○落葉 う 人 寄贈 時 当時 被 あ

あ い 遺族 父 ういう 亡 うい

聞い  

○石田 音声 何 起 い

 

○落葉 あ い資料 実態調査 ン 用紙 郵 書い

う いう場 あ 人 資料 緒 自 書い 当時 体験 持

場 あ  

○石田 関連 啓 課 う 証言 撮 い いう あ

証言 容 いう 例え 起 活
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い あ  

○落葉 活 追悼 和 念館 行 い  

○石田 何 聞 調査 い 固 詞 何 実 見

い 聞い い い いぶ 出 ういう

作業 う 公開  

○落葉 作業 行い 難 い地 固 詞 公開 い  

○石田 あ 件資料 大 回 相原 川 河 種

挙 い 件資料 うい いあ

う 何 い  

○落葉 個人 あ 件 い 思い 学芸課 現 把握 い

 

○石田 学芸課 把握 い いう  

○落葉 あ 啓 書 うい いあ いう  

○石田 書 中 資料的 いう 含 い  

○小池 書 8,000 数 確 い いう 何

い  

○落葉 う 録 い 思い  

○小池 録 い 中 いい 入 い いう 宝 入

い いう 能性 あ いう  

○落葉 書籍 中 貴 あ 能性 あ  

○小池 書籍 書 いう  

○落葉 雑 含 い  

○小池 雑 含 う 雑 冊子 あ い 文書

い 入 い  

○石田 前 豊 清 いう方 資料 書 う 寄贈 あ い

う あ 文書 う 入 い 思 学芸課 啓 課

全然系統 管理 い  

○落葉 啓 課 書 あ  

○石田 書 う 文書 入 い いわ 蔵書 中 含

い い 能性 あ 啓 課 う 把握 い

 

○落葉 う 啓 課 確 い い い  

○西本 中国新聞 西 僕 情報資料 行 わ 答え あ

いわ 冊子類 例え 広島文理科大 当時 人 昭和 20 書

日 ういう 家 含 いわ ン 打 整理

い  

○石田 検索  

○西本 検索  
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○石田  

○西本 職員 い 検索 例え 雑 占領期間中

出 い 雑 目次 打 込 い ういう意味

資料館 情報資料 宝  

 言 う 常駐 職員 い 嘱 女性 久行 書 資格

持 い 規 職員 い 広島県 作 い 県 来いぶ

いう 書検索機能 広大 入 い 加盟

い いわ 常勤 書 規職員 書 い い 書館

い いう広島県 書館協議会 規定 あ  

 立中央 書館 郷土資料 いわ 原 関 含 目録 あ

い 中 互い情報共 い い

 

○石田 次 質問 聞 う 思 公文書館 和 念資料館 棲

いう 何 あ 写 公文書館 い い 積極的 い

 

○落葉 う 被 昭和 20 中心 復興 々木 写

復興期 写 要 思 い  

○小池 う少 理的 落葉 言う 全然 い

蔵場所 特 い 目録 作 公開 最

終的  

 公開 い あ 手間 手間 人

人 所 行 向 う 嫌 う ういう

ワ う 作 共 い いう体

意義 い  

 蔵場所 考え 時 固

降 公文書館 いう う 棲 あ 程 い

う い 利用者 利用 い 者 感覚的

い 思う  

 ういう 棲 例え 変 物資料 い 原 資料

館 文書類 い 公文書館 いう う 方 いい い 思い

 

 例え 回 当時 調査 録 あ 非常 管理 難 い

個人 持 い あ い  

○落葉 う あ 各機関  

○小池 多 管理 難

い い 場 例え ぶ 者 所

番 い うい 原 症 外 う いう

当然あ  
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 原 症 価値 あ 原 症 い 価値 い

当 捨 いい 基 的 公開  

○落葉 う 個人情報  

○小池 持 公開 研究 料

使う 非常 難 い いう いう 変

う 足 踏  

 ういう 踏 え う少 方

あ い 棲 共 ワ 作 いう 考え

う 理的 う  

○小宮山 広大 宮山 ういう 戦略的 ン う

いう 程  

○落葉 う 被 資料 いう 学芸課 中

あ 企 展 決 展示更新 中 資料 必要 い

いう 都 決 い いう あ 基

被 資料 置 いう あ  

○小池 い言い方 う 資料 方 所蔵資料 全

体像 見 いい ぶ 資料 あ

中 展示 あ い 持 いう 寄贈

人 立場 番大 預 い 言う

例え あ 思う 寄贈 心 う  

 来 人 あ いう う

いう手 あ う い 僕 思う

展示 う いいわ 展示品 増 必要性 いわ

ういう ういう 方 いう 和資料館 良

う 思い  

 追加調査 結構 骨 折 回行

実 う う あ う い わ

時 追加 願い いう う 言 い え

い う言わ い え い いう感

ういう 追い 資料 いう 増え う 気  

 所蔵庫 見 い い 実 う 所蔵庫 大

対応 物 いい い 何

え いい いうわ 当然あ 所蔵庫 余裕 あ う

被団協 手 資料 う あ いう手 あ

思い  

○川野 和科学研究 ン 川 い い 質問 あ う 議

論 ぶ 和資料館 何 委員 あ うい 議論 う
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○小池 あいい う  

○川野 生 入 い いい う  

 資料 関 例え ン 写 あ

中 見  

○落葉 公開 い い  

○川野 弁当箱 写 見  

○落葉 見  

○川野 無断使用 い 何 手  

○落葉 う 資料館 申請 い 大  

○川野 関連 いえ 中 Ｐ 米国陸軍病理学研究所 写 含

い  

○落葉 あ 写 中 あ  

○川野 う Ｐ 関 著作 う 許 い

 

○落葉 う 米軍撮影 関 返還 中 林 菊

い 省い 米軍 い 関 う

許 い  

○川野 実 著作 あ わ い Ｐ 写  

○川野 Ｐ 写 原 研 著作 持 い あ 全部複製

県 持 い 1973 返還 時 広島 関 広島

大学 原 研 長崎 関 長崎 原 研 所蔵 県

複製 持 決 時 著作 関 決 い い

広島 長崎 大学 持 い  

 い い 例え 雲 写 う 出 う

写 いう あ 辺 者

う いい う 思い  

 関 言え う Ｐ 資料 い

複製 持  

○落葉 写  

○川野 写  

○落葉 う 主 写  

○川野 資料 生 資料

館 持 難 い 思う Ｐ

あ 調査票 あ 覧 あ  

○落葉 原 研 あ  

○川野 ええ  

○落葉 ええ 見 あ  

○川野 あ いあ  
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○落葉 う 結構あ  

○川野 あ 複製 い い  

○落葉 あ い い  

○川野 あ い 持  

○落葉 う  

○川野 原 研 倉庫 中 温 調整 い 中 初期症状

示 急性期 症状 示 う 録 あ あ

い  

○落葉 う あ 調査票  

○川野 あ 出 い い い 思い 定 射

線 被害 いう あ 射線 特 い いう  

○落葉 う 回 再整 業 展示更新 あ

展示 中 うい いう 射線 被害 特

い 思 い  

○川野 急性期  

○落葉 急性期 急性 害  

○川野 急性期 射線 特  

○落葉 う  

○川野 難 い  

○落葉 射線 あ  

○川野 1945 12 亡 死因 割 い 射線 外

風 熱線 射線 特 いう 難 い  

○落葉 射線 いう 急性 害 思 い  

○川野 急性 害 調査 録 いう あ Ｐ 僕

い 思い Ｐ 番 扱い い 思い  

○石田 質疑応答 い いう感 う 気  

 あ う時間 い  

○西本 最 式 2018 展示更新 向 現況 範 説明い

 

○落葉 展示 実 設計 前 24 日 実 設計 最初 会議

行い 展示 設定業者 青社 入 基 設計 青社 引

行 い  

○西本 相当 考え  

○落葉 段 大 変更 動線 変更 東館 入

館 見 出 いう流 展示更新 入 東館

直接 部 入展示 入

展示 見 館 被 実相 見 東館 う 現

あ う 状況 広島 復興 見 う いう流  
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 館 来 被 資料 展示 思う 東館 入部

段 ワ 模型 模型 ン 像 投影

被 前 破壊 範 表 あ 東館 ン 地

あ 企 展示 持 う い 東館 容 縮

部 あ 情報 端 い い 像 うい 見 う

機器 置い いう あ  

○西本  

○落葉 立体 白い模型  

○西本 投影  

○小池 立体 う 見え  

○落葉 立体的 見え 思い ういう 段 う 考え い  

○川野 米国国立公文書館所蔵 写 像資料 いう

い いう  

○落葉 い  

○川野  

○落葉 戦略 撃調査団 撮影写  

○川野 30 日  

○落葉 被 前  

○川野 被 前  

○川野 結構 金 場 あ  

○落葉 う う 回 再整 業 関 新 いう

あ  

○川野 金 あ 程 い  

○落葉 あ 程 い 思い  

○川野 偶然 見 写 確 伊能忠敬 何 地 見 行 偶

然見 いう写 積極的 調査 出張 う

いう  

○川野 あ 写 使え い 報 使わ 持 い

実 使え い  

○落葉 ン 公開 い い 言 い 資料 供

 

○川野 あ 結構 い 僕 聞い あ 割 写

 

○落葉 う 割写  

○川野 竹﨑 枚 使う

使 いい 写 使わ い  

○落葉 割 供 い  

○川野 い う 素人 笑 い 持 い 出
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言わ あ う少 公開 いい い 思う

貴 写 要 原 研 100 出 う 100 出 う 税金

い わ 積極的 出 い 思う  

○落葉 い い 展示 中 出 い  

○水本 あ 韓被 者 資料 現地 供 い い  

○落葉 原 被害対策部 支援 調査 行 時 作 配

いう あ い  

○石田 落葉 長時間あ う い  

○一同 あ う い  

                                   終了  
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分類番号：1103-0001 被 した ノ

分類：1 家庭用品 1 家庭用品(大) 03楽器

分類番号：2104-0144 埋ま た陶器

分類：2台所用品 1食器 04陶器やガラ 溶融塊･固着塊

河 楽器広島支店寄贈

― 69―



類：2 台所用品 3台所小物 01弁当箱

分類番号：2301-0011 弁当箱

分類：3 衣類 1 衣類 01 衣

分類番号：3101-0063 中学生 学生服

渡辺　茂氏寄贈

北林　 氏寄贈
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分類：3 衣類 5 携行品 02 懐中時計

分類番号：3502-0010 懐中時計

分類：4 仏像･仏具及び刀剣類 1 仏像･仏具 01 仏･神像

分類番号：4101-0004 溶けた仏像

二川一夫氏寄贈

高橋広 氏寄贈
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分類：5 金属･石類 2 瓦 02 丸瓦

分類番号：5202-1173 丸瓦

分類：6 動植物 1 動物 01 馬

分類番号：6101-0001 被 した馬

柏　六雄氏寄贈
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分類：6 動植物 2 植物 02 木

分類番号6202-0011 焼けた松

分類：7 医療･医学関係 2 人体関係 01 ケロイ 標本

分類番号：7201-0001 ケロイ 標本

本願寺広島別院寄贈

原田外科寄贈

― 73―



分類： 医療･医学関 人体関 爪

分類番号： ‐ 中学生の したツメ 皮ふ

分類： 貨幣類 貨幣 硬貨の溶融塊

分類番号： ‐ 硬貨の溶融塊

分類：9 文書類 2 手書 文書 01 日記

分類番号：9201-0022 日記

分類： 文書類 証明書 罹災･全焼証明書

分類番号： 罹災証明書

＜裏面＞

植田䂓子氏寄贈

丸亀健吾氏寄贈
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分類：0 米軍関係 1 米軍関係 01 計測機器

分類番号：0101-0001 自動通報式 発測定無線装置

資料 関連す 聞 取 イル

大 　茂氏寄贈

分類： 文書類 手書 文書 日記

分類番号： 日記

分類：9 文書類 3 証明書 01 罹災･全焼証明書

分類番号：9301-0112 罹災証明書

＜裏面＞

植田䂓子氏寄贈

丸亀健吾氏寄贈
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分類： 米軍関係 米軍関係 計測機器

分類番号： 自動通報式 発測定無線装置

資料 関連す 聞 取 イル

大 　茂氏寄贈

収集した資料 企画展 開催

海外 収集した資料

被 者救済活動 た

来広した英国人 広

島 収集し いた

ョン エ ン ン氏寄贈
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GE01-22 す 水 く 言 た 傷 人

熱さ 逃 た 防火用水槽 入 い 人々

山崎佐世子氏絵

寺岡美樹氏絵

収集した資料 企画展 開催

海外 収集した資料

被 者救済活動 た

1946 来広した英国人 広

島 収集し いた

ョン エ ン ン氏寄贈
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す 水 く 言 た 傷 人

NG001-01 熱さ 逃 た 防火用水槽 入 い 人々

山崎佐世子氏絵

寺岡美樹氏絵

WH11-080 新天地広場

わ し 広島｣

月 日発行

中 健一氏絵
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撮影/尾木 正己

広島原 被災撮影者の会

提供写真

の会員 提供さ た

点の写真を所蔵

林 男撮影写真

新天地広場

わ し 広島｣

1981 8月1日発行

中 健一氏絵
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撮影/尾木 正己

広島原 被災撮影者の会

提供写真

の会員 提供さ た

点の写真を所蔵

林 男撮影写真

菊 俊 写真展

中田左都男撮影写真
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佐々木 一郎写真展

岸本 太撮影写真
寄 さ た 乾

菊 俊 写真展

中田左都男撮影写真
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佐々木 一郎写真展

岸本 太撮影写真
寄 さ た 乾

岸本 太撮影写真

昭和 ~

中国電力屋 にわた 東西南 方向 復興し

いく 並みを撮影した

岸本 太撮影写真

昭和

中国電力屋 にわた 東西南 方向 復興し

いく 並みを撮影した

― 82―

第一部　研究会速記録



調査団撮影写真

米国戦略 撃調査団撮影写真

岸本 太撮影写真

昭和 ~

中国電力屋 にわた 東西南 方向 復興し

いく 並みを撮影した

岸本 太撮影写真

昭和

中国電力屋 にわた 東西南 方向 復興し

いく 並みを撮影した
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調査団撮影写真

米国戦略 撃調査団撮影写真

被 前後 空撮写真

1945 8月11日1945 7月25日

被 後 斜 空撮写真

撮影／米軍

撮影／米軍

― 84―

第一部　研究会速記録



個人 の寄贈写真
撮影/中前義美

～ 瀬川倉庫

撮影/ 田 彦氏

被 前後 空撮写真

月 日月 日

被 後 斜 空撮写真

撮影／米軍

撮影／米軍

― 85―



企画展等 収集した写真

広島 撃調査報 書 草案

新妻清一氏寄贈
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原子 弾ニ依ル広島戦災医学的調査報 附図

鎮守府衛生部資料

新妻弘子氏寄贈

酒井文 氏寄贈
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広島原子 弾被害調査報 気象関係

木村一治氏資料 広島市原 被害地図略図　木村正子氏寄贈

北　勲氏寄贈
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山﨑文男氏資料 日記 コ 　　山﨑和男氏寄贈

菅義夫氏資料

菅謙一氏寄贈

― 89―



中山弘美氏資料 原子 弾 射線 植物 及 した影響 書 原稿

加納竜一氏資料 原 記録映画原案(構成案)

中山 たえ氏寄贈

加納信雄氏 加納宗子氏寄贈
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相原 二氏資料 原 記録映画 原案

相原 二氏資料 撮影記録報 用紙

埼玉県 和資料館寄贈

埼玉県 和資料館寄贈
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相原 二氏資料 心地 求 た地図

相原 二氏資料 撮影/ 木 茂

埼玉県 和資料館寄贈
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定

定

定 渡 辺  琴 代  氏定

 わ     広島 公文書館歴史資料係定

定

  広島 公文書館 所蔵 原 関係資料 い 定

 月日 成「』(「01」) 月「8日定

 会 場 広島 公文書館定

定

 出席者 石田 春、落葉 裕信、川  徳幸、小池 聖一、小宮山 夫、武田 明子  

     中川 利國、西本 実、 川 弘、 岡 敬、松浦 陽子、水本 和実定

 定

 附属資料 定

  資料  科学研究費助成事業研究報告会資料 報告 ュメ 定

  資料  報告用 ワ ン 定

  資料  主要 歴史資料定

  資料  広島 公文書館 展 被 直後 記録 展示資料定

定

定

 報告定

定

 定

○中川定 冒頭 文書館館長 中 手短 あい い

定

定 研 調査 いう 当 文書館 資料 い いう う あ

自身 前 館 赴任い 資料 々 周知 い わ

い 渡辺 戻 去 長い間 館 資

料 理 渡辺 う 資料 細等 報 い

定

定 館 見 16 完 非常 新 い 文

書館 課 幾 抱え 渡辺 報 中 々

触 答え い う 思い 定

○渡辺定 島 文書館 資料 渡辺 当館 越 い

あ う い 初 簡 自己紹 い

島 行 職員 用 島 立中央 書館 配属 郷土資料

供 資料 録等 担当 職

経 14 文書館 間勤務 島 立大学附

属 書館 異動 再 文書館 勤務 文書

館 資料 行 定

定 島 文書館 概要 ういう資料 あ いうあ
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い ワ 明 い 定

定 報 流 初 文書館 概要 明 文書館 蔵

原 復興 資料 い 島 連 部署 蔵 資料 いう

い 定

定 島 文書館 昭和 52 島 文書館条例 立中央 書館

物 中 設置 当時 文書館 称 持 設 全国 国 東京都

文書館 類似 設 含 全国的 見 う多 い時期

う い時期 文書館 設置 島 大 定

定 島 昭和 20 原子 弾 壊滅 被害

文書 多 資料 消失い う 中 昭和 46

域 併 併 各 明 降 文書 保

中 島 域 う わ う 文書 多数含 う

文書 逸 防 程 資料 体系的

保 活用 目的 門 設 島 文書館 設置 定

定 当初 資料 保 設 昭和 61

文書 法規 担当 主務課 あ 行 管理課 行 資料 供業務 現

用文書 引 保 廃棄 業務 移管 現用文書 保

設 機能 定

定 昭和 61 文書 開 窓 業務 開始 長

資産等 開窓 業務 10 個人情報 開示 訂 請求 窓 業務 開始

現 島 情報 開 個人情報保護 総 窓 役割

定

定 当初 中央 書館 設置 い 昭和 61 置

い 西庁舎 物 業務 行 い 街地再開 民共

再開 設 16 新 完 大手

和 移転 う 開館 業務 行

物 階 階 島 文書館 現用文書 保管

中 役 地 書庫 持 定

定 島 文書館 業務 組織 企 総務局 総務課 属 組

織 行 情報 資料 行 情報 島

情報 開 個人情報保護 総括 審議会 務局 業務 行 い

資料 当 文書 録 資料 管理 利用 供 業務

行 保 文書 引 保管 業務 担当 い

定

定

 広島 公文書館 所蔵 原 復興関係資料定

歴史資料定

○渡辺定 島 文書館 蔵 原 復興 資料 い

明 い 大 資料 行 資料 刊行物 写 いう

明 い 思い 用意 うい
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資料群 あ いう 明 思い 了 い 定

定 資料 役 文書 個人寄贈資料 資料 的 文書 大

四 思い 定

定 役 文書 最初 文書館 設立 文書 島 併

島 役 保管 い 文書 併 時 保 限 経

庁舎 倉庫 民館 保管 い 島 引

文書館 保管 い 定

定 原 被害 主要 文献 島県 定 原 資料 昭和 47 行

紹 い 島 文書館紀要 第

昭和 60 行 紹 時間 あ

覧 い 定

定 主 う 展示 見 い 思い

あ 大林 戦時 害保護法 件 写 1 い 文書綴

あ 中 罹 者処遇 件 いう 地方 務 長

部警察署長 各 長 文書 大林

あ 戦 者 簿 昭和 20 務 件綴 中 うい 支援 行

いう う 文書 い 定

定 温品 役 文書 務 書類 中 あ

東 戦 死者 簿 い あ 狩 罹

者 入状況報 綴 昭和 20 10 罹 者 入状況報 等 務 件

綴 う 照会 回答文書 原 被害状況 伝え

最近 併 湯来 砂谷 文書 中

うい い 定

定 役 文書 ういう目録 写 作

戸山 木 役 文書目録 狩 役 文書目録 大林 役 文書目録

地 作 い 見 い 類 民

生 兵 いう 原 被害 文書 あ 務

雑件 い 務 件綴 いう 例え 地方 務 警察署

依頼 あ 照会 い 回答

いう 原 被害 い 録 い あ 定

定 役 文書 ういう目録 あ いう 配 主要

資料 いう両面 役 文書目録 目録 作 状況 報

参照い 思い 定

定 個人 団体 寄贈 資料 い 明 い 都

築 男氏 資料 弓 彦氏資料 斗 氏資料 うい 資料 い 定

定 都築 男 資料 島新 資料

活 起 紹 い い 都築 男 生 い 暁

生 番 い い 思う 島 原 症研究 父 言わ

方 原 投 時 東京帝国大学 学部 教授 い い

30 陸 調査隊 東大調査団 率い 島 入 原 症 い 初 体系
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的 論文 方 定

定 文部省学術研究会議 原子 弾 害調査研究特 委員会 学 会会長

被 者調査 学者 原 症 療 論文 表

連 国最高 総 部 交 被 者 療 展 信 力

注 定

定 資料 島 文書館 寄贈 紹

島新 定 資料 い い

資料 借 島新 掲載 仲

堀 誠 生 う 都築 生 遺族 資料 島 永久 保管

い いう希望 あ 昭和 56 島 寄贈 資料 容

原 投 直 被 者 療 原子 弾症 調査研究資料 被

直 島 情報 被 者調査 結 学術研究会議 運営資料 報 会

配 資料群 全体 645 件 定

定 目録 島 文書館紀要 第 都築資料目録 写

645 件 い 検索 う 理

島新 定 資料 目録 い 目録 島新 定 資料 写

方 寄贈い 前 目録 い 掲載 い 資料 食い

い あ 島 文書館 蔵 い 覧 い

紀要 目録 使 い 方 い 思い 定

定 資料 原子 弾被 者 療 策案 写 いう

昭和 20 島県 依頼 行わ 講演会 前 原 症

療 い 策案 い う 被 者調査票 言 い

昭和 20 10 21 い 調査票 写 い 定

定 調査票 い 実 個人情報 載 い いう 目録

中 様式 出 い い 容 載 あ 調査票 非 開 扱

い 利用 い いう あ 手 見

い う い い 思 定

定 弓 彦 資料 弓 彦 資料 原 投 島 入

師 弓 勲 資料 弓 勲 陸 少 昭和 20

西部 派遣 調査隊 員 島 入 新型 弾 死傷

原因 被害状況 救護 策 調査 研究 行わ 件 資料 あ

全 主 学面 原 被害 録 い 定

定 出 い 昭和 20 13 付 島空襲被害調査報 写

いう 打 原稿 昭和 20 11 30 付 陸

学校臨時東京第 陸 病 原子 弾 依 島戦 学的調査報 謄写

うい い 贈資料目録 寄贈

方 前 資料 暦 掲載 い 目録 掲載

見 い 定

定 い 斗 資料 斗 原 投 当時 幟 国民学校 生

団疎開 児童 書い 持 島 文書館
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遺族 息子 寄贈 展示 疎開

定 明寺寮 贈資料目録 03-001 時 資料 定

定 投 い 島戦 児育 写 昭和 20

23 冊 い 斗 奥 良 戦 児

育 い いう 持 い 思わ

わ 寄贈 い い 贈資料目録 19 行

紹 定

定 藤 千 氏 資料 いう 69 件あ 藤 千

島 職員 島 和 念都 設法 立 島 和 念

等 担当者 わ 方 寄贈い い 資料 中 島 和

念都 設法 程 和 念 等 資料 含

出 い 特 戦 地 島復興 請願 写

いう 国会 請願 う いう動 あ 時 請願書 案 定

定 和 念 設計応募作品 写 健 藤

写 枚組 和都 設構想試案 い い

最近 開 開始 昭和 24 26 健 藤

千 浜 長 書簡 い 資料

贈資料目録 島 文書館紀要 第 23 紹 定

定 寺 忠 資料 寺 忠 島出身 方 法 家 い

い 島 和 念都 設法 立 当時 参議 議 部長

文案 作 わ 寄贈 い 資料 中 島 和

念都 設法 第 案 第 案 原稿 写 10 資料

い 原稿 島 文書館紀要 第 11 石 紀

興 生 紹 い 寺 長崎 長崎国 文 都 設

法案 立 わ い い うい 資料 含 い

資料 文書館 贈資料目録 行 島 文書館紀

要 第 23 覧 い 定

定 矢 憲 資料 70 件 あ 矢 憲 社会

教育課長 秘書課長 務 職員 方 児童文 会館 設

い 社会教育課長 い 時 島社会 業婦人会 育 戦 無縁仏

供養塔等 立 戦 児 容 設 子寮 設 わ

うい 含 資料 い 島 文書館紀

要 第 11 紹 い 贈資料目録 紹 定

定 任都栗 資料 195 件 任都栗 会議員 議長 務 方

和 念都 設法案 立 力 方 知 い い 資

料 主 原 療法 改 原 特 措置法 陳情書 議会 国

機 団体 活動 録 資料 島 昭和 63 開催 談会 原

被 者 策 歩 寄贈 任都栗 資料目録 昭和 63

行 冊作 見 い う 定

定 い 島 復興青 運動資料 234 件 あ 寄贈 戦
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青 運動 主要 職員 わ 勝 博行

昭和 21 29 書簡 議 録 務 簿冊 大会 原 都

青 交 会 原 被 復興 大 役割 島 青 運動 資料

い 島 復興青 運動 資料目録 行

あ 見 い 定

定 山木茂 資料 山木 学生時 社会運動 わ 方

昭和 35 島県社会運動 執筆 執筆 程 全国的 調査

資料 開 い 社会労働運動 調査 研究 役立 い い いう

昭和 59 島 文書館 寄贈 社会運動資料 郷土 書

般 書 わ 2,393 件 い 山木茂資料目録 昭和 63 行

いう 定

定 家豊 資料 あ 島 社会労働運動 労働者文学活動 参

方 社会労働運動 原資料 雑 蔵書 22 島

職員労働組 島 文書館 寄贈 容 1945 1951 社会

労働運動資料 1952 1980 文 文学活動 和運動 資料 含 い

文書 書簡 書 地方文学

家豊資料目録 昭和 59 行 中 検索 う い 定

定 うい 個人 資料 配 主 資

料 中 簡 明 紹 裏面 個人 目録 い 覧

表 付 参照い 思い 定

定 資料 紹 い 資料 いい

程 文書 刊行物 写 原資料あ い 複製資料

島原 戦 資料 島戦 復興 業 資料 新修 島 資

料 あ 定

定 中 研 番近い 島原 戦 資料

い 島原 戦 期間 昭和 37 46

時 あ 各地 学校 設 い い

調査 行 ういう 返 調査表 含

定

定 島原 戦 和 念資料館 資

料 当初 和 念資料館 保管 い 写 い 衛生 報

写 11 う 四角い枠 あ 島 和 念資

料館蔵書 あ 和 念資料館 う 保管 い

携わ 職員 異動 伴い 資料

移動 業務 文書館 行う

保管 い 中 昭和 25 島 募 原 体験

原稿 あ 様 文書館 保管 定

定 中 主要 資料 島原 戦 定 第 巻資料 島県 定 原 資料

写 報 いう 開 体的 戦 録

第 第 島県 戦 直 録 鈴木 寄贈い
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い 県 職員 竹 郎 雑 帳 中国 管 部 衛

生 報 山 寄贈い い 防空 あ 写 11 定

定 資料 い 見 い 目録 理

務用 作 相談い 見 い

う 思い 原 戦 資料 1,151 件あ

中 原 複製 い あ 理

異 件数 う数 思い 定

定 島戦 復興 業 資料 276 件 い 昭和 63

間 島戦 復興 業 時 資料

主 複製資料 刊行 終わ 委員会 解 伴

い 研究会 島 文書館 資料 引 現 仮 理中 い

う状況 い 見 い う 目録 用意 い い 務用

い い 応 思い 定

定 新修 島 資料 い 務用

作 見 い う 状況 理

特 来 理 い 定

定 最近 島 戦 島 被 50 周 定 戦

島 定 街 暮 50 あ 写 中心

写 接写 い い 持 定

定 的 文書 い 明 い 的 文書 いい

島 文書 保 限 経 中 文書館 的 文 的資

料 価値 あ 断 担当課 議 引 い 番

使 昭和 23 復興審議会 件 書い あ 文書綴 写 12

島 復興審議会 昭和 21 長 問 言答 機

設置 件綴 定

定 復興審議会 昭和 23 解 間 開催 会議 資

料 要 文書 綴 い 会議 容 島新 定 資料

復興 活 紹 簿冊 中 大部 活

見 い う い 活用い 思い 簿冊

いわ 件 目録 簿冊 中 文書 入 い いう 細 目録

理 い い 務用 目録 あ い

ういう文書 あ いう照会 い 応 能

定 島 和 会 件綴 う 冊 い

島 和 会 昭和 22 和祭 開催 設立 会長 浜

長 念 昭和 22 い 昭和 23 企 書類 始

昭和 28 和祭 件綴 あ 定

定 中 昭和 25 島 和 会 件 写 13 綴

和祭 開催 あ 文書 厚 い

容 島新 定 資料 紹 見 い

開用 件 目録 作 務用
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件 あ 照会 応 能 定

定 像 い 島 東部復興 務 資料 い

式 引 手 終わ い 東部復興 務 業務

引 い 理課 仮 理 い 状態 文書館 方

改 最終的 引 行う い 応簡 目録

あ 問い わ 応 思い 来 降 理

い 思 定

定 原 被害 直接 わ い 思い 復興 程

資料 いう う 捉え あ 思わ 資料 都 計

面 航空写 紹 い 定

定 都 計 面 島 作 縮尺 3,000 地形

併 作 引 い 地域

う 昭和 30 い 地形 あ 縮尺倍率 非常

高 い 期的 作 い 地形 変 い

資料 活用 思い 定

定 島 域地形 原 目録 20 行定 写 14 中 ういう

あ 検索 う い 見 い いう あ

階 閲覧 相談い 閲覧 複写 定

定 航空写 写 15 航空写 地形 作 撮 い

全 いうわ い 文書館 引 い 戦 番

い 昭和 32 11 中心部 写 航空写 い 務用

目録 覧表 う あ い 地域 あ

い 問い わ 応 定

定

行 資料定

○渡辺定 行 資料 行 資料 いい 島 作 入手

計 書 調査報 書 行 概要 概要 設概要 報 戦 間

出 紹

い 島 勢要覧 写 16 い 最初 定

定 行 資料 島 番 え 類

文書館 階 閲覧 見 い 原 被 者 策

いう番 付い い 和 都 計 Ｋ

理 Ｋ い 類 棚 あ 閲覧 主 最

近 開架 い 窓 言 い い 書庫

出 見 う い 定

定 現 行 資料全体 23,607 件 あ 中 原 被害被害 策

類 い 237 件 和 念資料館 含

和 類 い 632 件あ 目録 18

目録 作 い 現 館 出力 見 い

う い 定
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定

刊行物定

○渡辺定 い 刊行物 島 刊行物 寄贈 購入 入手

書 地 新聞 25 時 4,530

い う 原 和 出 1,180

件 い 目録 19 機 配 い

20 降 出力 見 い 目録 館 え付

応 変わ 定

定 書 原 体験 写 17 中国新聞社 出 あ 原

資料 あ 閲覧 中 通 資料

設 い 原 見 い う 定

定 中 うい 被 直 容 写 う 写 18

和 念 設 設直 い あ 2,700 件 いあ

う 89 件 い うい 原 和 う

あ 像 い 出 い いう あ

像 種類 89 通 あ いうわ 実 種類 あ

わ い いう 定

定 地 戦前 い 昭和 21 12 島 職員共 組 行

島復興都 計 街路 配置 写 19 い い

複製 展示 時間 あ 覧

い 思い 刊行物 うい 資料 定

定 階閲覧 込 い 見 い 行 資料

階 閲覧 込 い い 見 い 定

定

写真定

○渡辺定 い 写 写 個人 供い い 島 報課

報 撮 中心 程

あ 現 2,000 あ 件 枚

い う 明 い 2,000

い 報課 35 3,000 搬 1,400

い 写 7,300 い い 定

定 報課 撮 写 あ 和 念 いう

写 20 い い 報 行 時期 昭和 25 昭和 27

い 写 あ 和 原 死 者慰霊式並 和 念式 い

写 写 21 あ 定

定 報課 写 特 類 理 例え 和 念 設 あ ―

慰霊碑 あ ― 念式 ― い 類 振

ういう写 あ いう 写 目録 報課撮 写 22定 18

行 見 い 目録 覧 写

見 い 言 い 見 い う 定
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 個人 方 撮影 写真 島 駐 英連邦軍 兵士 方 あ い

ン 撮影 戦後 島 史 主 紹 い 中

当 あ ほ 和大橋 建設 術者 わ 瀬良茂

所蔵 写真 中 和大橋 造 い あ い 橋 高欄 模型 作

い 時 写真 うい 接写 い い

資料 保管 い あ  

 ほ 原 被災写真 いう 島壊滅  被 ン写真

昭和 56  島原 被災撮影者 会 行 いう写真 あ 掲載

写真 複製 ン 保存 和 念資料館 あ

所 保存 う 寄贈い い 写真 い い ういう

係 い 思い  

 

３ 広島市関連 他部署が所蔵 る資料 

○渡辺 島 部署 持 い 資料 連 あ 文書館

島 役所 保存 保存 10 保存 永 保存 文書 保存 中間書庫 機能

主管課 所定 手 経 い 中 原 係

資料 都 計 復興 係 文書 含 い 文書管理方法 保存 限

あ 文書館 保管 いう方針 あ 常的 業務 使用

い 作成 わ 主管課 保管 い 文書館

100 文書 あ わ 各課 保管 い あ  

 把握 い 健康福 局原 被害対策部 被 者調査資料 あ

被 者健康手帳 申請 係資料 い あ 都 整備局 都 計

課 都 計 文書 面 都 整備局 整理課 東部復興 業 係文書

あ 生課 和大通 供木運動 係 あ 議会

務局 調査課 議会 議 録 委員会 録 い ほ 教育委

員会 管轄 学校 中学校 高等学校 い 設 疎開 あ

学校 独自 調 原 被害 調査 録 い い  

 うい 各課 設 持 い 資料 い 例え 文書館 中 保管

あ 状況 あ 閲覧 い 各課 諾 得 い 必要 あ

各課 開 Ｋ 言 場 見 い

い 直接 各担当 相談 い  

 ほ 博物館 書館等 保管 資料 既 明 聞

い 思い 和 念資料館 被 資料 現物 溶 瓶 あ

焼 焦 服 あ い 民 い 原 写真 文献

資料 い  

 国 設置 島 係 設 管理運営 行 い 国立 島原 死没者

追悼 和 念館 遺影 被 体験 島 立中央 書館

被 係 書 雑 体験 いわ 刊行物 い 島文学資

料室 いう部 あ 峠 原民喜 い 被 係 詩

書い 作家 自筆原稿 い  
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定 文書館 蔵 い あ い 設 蔵 い 原 復興

和 文書 概要 定

定

定

○渡辺定 いう 最 文書館 課 含 い

文書館 聞 何 理 いう言葉 耳

いう あ 目録 作 開方法 問 持 い 状態

文書館 蔵 原 復興 資料 い あ 資料 入手経路

役 文書 個人寄贈資料 類 々 冊子 目録 作 い 定

定 あ 方 あ 目録 い

現物 複製 大 い いう細 い情報 漏 い

あ 利用 方 十 情報 供 う 体 い

問 考え 定

定 い 25 構築

中 理 類方法 見直 機能 活用 役 文書 個人寄贈資料

的 文書 個 冊子目録 検索 い 資料 断検索 う

い 計 い 目録情報 要 資料 い 最終的 開 実

現 い 考え い い 国立 文書館 唱

館 断検索 機能 付 検討

算 確 い 着実 い い

定

定 理資料 あ 文書館 東部復興 務

300 箱 含 2,500 箱程 的 文書 引 い

い い段階 理 資料 あ 役 文書 中心 理

着手 役 文書 理 段落 い 状況

手 付 的 文書 い

理 行 い う 考え い 手始 来 東部復興 務 資料 着手

う 考え 定

定 う 理 開 問 生 あ 資

料 含 個人情報 う扱う いう問 あ 被 復興 資

料 個人 間 交わ 文書 多数含

地域 民 個人情報 含 い 文書 慎 扱い

得 い 面 あ う 思い う 何 開

いう う 時 経 開基準 い い段階 理

い 中 個人情報 開 問 い 見直 い い 考え 定

定 第 島 役 設 保 文書 情報 把握 文書

館 い 課 あ 回 報 あ 島県 定 原

資料 島新 定 資料 紹 い 資料 文書館 蔵 い

い 確 中 課 持 い い 十 情報

把握 い い 気付 う あ 役 全庁
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学校 含 被 復興期 中心 文書 保管状況 調査 行 文

書館 原物 複製 体 必要 あ 識 い

い い段階 着手 い 考え 定

定 再 文書館 戻 感 23 11 東 大震

あ 宮城県 島 う 壊滅的 被害 あ

復興 いう 島 復興 被 い う 注目 い

最近 島 原 害 復興 資料 い 照会 展示 出

利用 請 増え い 傾 あ 定

定 特 健 生誕 100 当 いう 和 念

資料 い 美術館 博物館 展示利用 研究者 論文執筆

照会 依頼 い い 定

定 うい 島 文書館 持 い い 注目 い 部 あ

利用 容 変 生 い 前 勤 い 時 局

出 社 い 利用 目的 戦前 復興期 写

和 念都 設法 和 念 和大橋 資料

資料 い 利用 請 多 いう 憶 あ 定

定 感 特 研究者 学生 論文執筆 調査 目的 門

的 深 調 い いう問い わ 増え い いう 特 戦 都 計

復興 理 い う い 照会 増え い 通常 閲覧

解決 う 資料 生 文書 見 い い う

い 問い わ 増え い いう あ

理資料 理 目録 い う 着実 行 い い 感

い 定

定 被 復興 和 い う 資料 研究者 方 大 非常 用

資料 時 島 非常 大 島 歩 伝え 資料群

文書館 2,500 箱 資料 理 目録情報 開

研究者 学生 般 方 使 い う 体 え 役割

い 思 い 定

定 館長 あい 長い い

い 多々あ うい 課 少 理 資料 確実 保 供

設 長 い い 思 定

定 回 う 報 機会 え い い 自館 状況 見返

課 明 う 思い ういう機会 え い

う あ う い 定

○石田 渡辺 長時間 う あ う い 定

定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 終了 定
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めに 広島市公文書館 概要 

広島市公文書館 

沿革  
 

昭和52 1977 4月 広島市公文書館設置 市立中央

書館内  

昭和61 1986 1月 西庁舎 現在地 移転 

昭和61 1986 4月 市史編 保存文書引継・管理

行政資料管理等 事務 移管 

昭和61 1986 6月 公文書公開制度開始 

成8 1996 10月 個人情報保護制度開始 

成16 2004 7月 市街地再開発事業 建設

大手 和ビ 移転 
2 

 
科学研究費助成事業 

広島における核・被 く学研究基盤 形成に

関 る研究報告会 
 

成25 2013 2月28日 広島市公文書館 
 

主幹 事 歴史資料係長 渡辺琴代 

広島市公文書館 1 
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２ 広島市公文書館 所蔵 る原爆･復興関係資料 

広島市公文書館 

1 歴史資料 
・役場文書 
・個人寄贈資料 
・市史編 資料 
・歴史的公文書 

2 行政資料 

3 刊行物 

4 写真 
 

4 

広島市公文書館 概要 

広島市公文書館 

組織 
企 総務局総務課 出 機関 

 
 

公文書館長 

行政情報  

歴史資料  

正規職員 名

非常勤職員 名

主幹 事 行政情報 長  

主査  

主事  

主幹 事 歴史資料 長  

主査  

主事  

非常勤職員  

3 
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役場文書 

広島市公文書館 

検索手段 役場文書目録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
6 

写真

役場文書 

広島市公文書館 

合併 広島市  
旧 村 役場 保管し  
い 公文書等 

 
 
 
 
 
 
大林村役場文書 3757 
戦時災害保護法一件 
昭和20 度 

 

5 

写真
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都築正男氏資料 

広島市公文書館 

 
 

広島新史 資料編 昭和 発行

8 

個人寄贈資料 

広島市公文書館 

個人 団体等 寄贈 資料 

 都築正男氏資料 
 弓 正彦氏資料 
 斗桝正氏資料 
 藤本千万太氏資料 
 寺 忠氏資料 
 任都栗 氏資料 
 広島復興青 運動資料 
 家豊氏資料 
 山木茂氏資料 ほ  

 
 

7 
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都築正男氏資料 

広島市公文書館 

 
 

広島新史 資料編 昭和 発行

10 

写真

都築正男氏資料 

広島市公文書館 

 
 

広島市公文書館紀要第

昭和

9 

写真
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都築正男氏資料 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
被 者調査票 
原子 弾災害調査事項  
昭和20 10月 
表  

12 

写真

都築正男氏資料 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
原子 弾被災者 対す  
治療対策案 昭和20 9月 

 
 11 

写真
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弓野正彦氏資料 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
広島空襲被害調査報告 
昭和20 8月13日 

14 

写真

都築正男氏資料 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
被 者調査票 
原子 弾災害調査事項  
昭和20 10月 
裏  

13 

写真 ‐
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藤本千万太氏資料 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特別戦災地広島市復興 進 
関す 請願 請願書 
昭和23 12月 

16 

写真

斗桝正氏資料 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
広島戦災児育成所日誌 
昭和20 ～23  

15 

写真
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市史編さん資料 

広島市公文書館 

市史編 過程 収集し 文書 刊行物 写真等

オ ジ 資料や複製資料 
 

 広島原 戦災誌編 資料  
 広島戦災復興事業誌編 資料     
 新修広島市史編 資料  
 広島新史編 資料 
 街 暮 し 50 - 説戦後広島市史編 資料 

 

18 

寺光忠氏資料 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
和記念都市建設法案 
第一次案 昭和24  

17 

写真
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歴史的公文書 

広島市公文書館 

保存 限 経過し 文書 
中 公文書館 歴 
史的文化的資料 し 引 
継い も  

 
 
 
 
 
 
復興審議会一件 
昭和21 ～23  

20 

写真

広島原爆戦災誌編さん資料 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
衛生 報  
中国軍管 軍 部 
昭和20  

19 

写真
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都市計画図面・航空写真等 

広島市公文書館 

 都市計 面 
広島市 作成す  
縮尺 /3,000等 地形  
 

 

 
 
 
広島市域地形 原 目録 
収録範 昭和37 ～ 成8  

22 

写真

歴史的公文書 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
広島 和協会一件 
昭和25  

21 

写真

― 163―



2 行政資料 

広島市公文書館 

広島市 作成 ま 入手し 計 書 調査報告書

行政概要 設概要 広報紙等 
 

 
 
 
 
 
 
 

広島市勢要覧 昭和21 度 22 度 24 度 
 24 

写真

都市計画図面・航空写真等 

広島市公文書館 

 航空写真 
 
 
 
 
 

 
 
広島市撮影航空写真 
昭和32 11月23日 

 
23 

写真
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刊行物 図書 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
原 体験記  
広島 和協会 
昭和25 発行 

26 

写真

3 刊行物 

広島市公文書館 

広島市以外 刊行物等 寄贈・購入 入手し

も  
 

 書 

 絵  

 地  

 新 聞 

25 
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刊行物 地図 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島復興都市計 街路網公園配置 昭和21  
28 

写真

刊行物 絵  

広島市公文書館 

 
 

 
 
 
 

広島市 ケ 原子 弾

被害 相生橋付近 

広島市 ケ 原子 弾

被害 白島方面 望ム 

27 

写真
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広報課撮影写真 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｉ5-3 整備 あ 和記念公園 昭和27 5月1日撮影 

30 

写真

4 写真 

広島市公文書館 

・広報課撮影写真 

・航空写真 

・個人撮影写真 
市民 
広島 進駐し 英連邦軍兵士 撮影し も  
復興事業関 者 撮影し も  

・広島原 被災写真 
写真集 広島壊滅 掲載写真複製ネガ・プ ント 

29 
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広報課撮影写真 

広島市公文書館 

検索手段 写真目録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

32 

写真

広報課撮影写真 

広島市公文書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｉ1-1 昭和27 度原 死没者慰霊式 び 和 念式 

 昭和27 8月6日撮影 
31 

写真
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3 広島市関連 他部署 所蔵 る資料 

広島市公文書館 

 他課保管 公文書 現用文書  

・健康福 局原 被害対策部 

・都市整備局都市計 課  

 
 博物館・ 書館等 保管す 資料 

・広島 和記念資料館 

・国立広島原 死没者追悼 和 念館 

・広島市立中央 書館 

    
 
 
 
 
 

 

33 
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主要 歴史資料 

市民からの寄贈資料

永濱家文書 971 件 
… 幕末 明 け 広島藩、広島県

文書等 
・ 家豊氏資料  4,582 件 
… 県内社会 労働運動関係資料 

・山木茂氏資料  2,393 件 
…  社会 労働運動関係資料 

・任都栗司氏資料  195 件  
…  原 被 者援護活動関係資料 

・広島市復興青年運動資料 234 件 
…  原 被 後 復興期 け 青 運動関係資

料 
・都築正男氏資料  645 件 
…  原 投 直後 被 者 療及び原子 弾症

関す 調査研究資料 
・新藤兼人氏資料  130 件   
…  自筆映 シナ オ、著書 

・矢吹憲道氏資料 70 件 
…  昭和初期 社会事業、原 被 後 救援活動、

広島児童文化会館 創設関係資料 
・寺光忠氏資料  40 件 
… 広島 和記念都市建設法 制定過程関係 
資料 

・藤本千万 氏資料  69 件 
…  広島 和記念都市建設法 制定過程関係

資料 
・大儀正 氏資料 420 件 

 …  主 土地 土木事業 関す 旧安芸郡中山村

役場文書 
中山地区社会福祉協議会資料  321 件 
… 主 明 前期 地租改正 関す 旧安芸郡 
中山村役場文書 

・草津南町総代資料 148 件 
… 大正期 昭和 22 ま 内会

青 会等関係資料 
・坂本忠之氏資料 87 件 

…  明 末期 昭和 23 ま 矢賀 内会関

係資料 

 
 

・山田隆 氏資料 87 件 
    …    …  戦時中 防空関係資料、昭和初期 30

け 広島市 広報 税 国民健康保険

関係資料  
・谷口盛行氏資料 43 件 
…  第１回国勢調査(大正９ )関係資料 

・横山雅昭氏資料 113 件 
… 江戸時 後期 田郡相田村 関す 図及

び但馬国出石郡伊豆村 相田村へ 病人

村継送 文書 
・登 清氏資料 492 件 
…  旧高宮郡岩 村 近世 明 初期 け

文書  
・原田威 氏資料 55 件 
…  明 昭和初期ま 旧安佐郡安村村会関

係資料、 田高等小学校 運営し いた学校組

合関係資料  
・弓 正彦氏資料 7 件 
…  原 投 後 入市した陸軍軍 少佐弓 勲

氏 主 学面 原 被害 関す 記録類 
・前田良孝氏資料 9 件 

…  日中戦争関係写真 101 枚 、昭和初期 広

島逓信局発行 書状、文書  
・下前一郎氏資料 122 件 
…  明 中期 昭和 20 ま 旧 田郡園村

政関係資料  
・斗桝正氏資料 216 件 
…  戦中戦後 学校関係資料 

・高 泉氏資料 5,085 件 
…  戦後広島 演劇活動 関す 資料 

・輝本親孝氏資料 824 件 
…  戦後広島 演劇活動 関す 資料 
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２ その他歴史資料

戦前 広島市関係 
行政ポスタ 、チ シ 
市街地図 
広島 所等  
版 広島 所 明 27  
福 芳郎 伯 スケッチ  

す横丁 挿し ほ  
市街地撮影写真 
戦後 広島市関係 
戦後復興過程資料 
政 指定都市移行時 文書及び行 
政資料 
市街地撮影写真 
小倉豊文著 後 記録 各国語版 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 歴史資料目録作成状況

個人寄贈資料目録

分 収録件数 
家豊資料目録 4,582 件 

山木茂資料目録 2,393 件 
任都栗司資料目録 195 件 
広島市復興青 運動資料目録 234 件 
受贈資料目録  1,230 件 

目録 2,214 件 
写真目録(広報課撮影分) 4,530 件 
受贈資料目録  1, 030 件 
広島市域地形図原図目録 2, 719 件 

 
２ 役場文書目録 

目録  収録件数 
戸坂村役場文書目録 3,976 件 
大林村役場文書目録 3,964 件 
狩小川村役場文書目録 4,187 件 
志屋 戸山 木村外役場文書目録 2,333 件 
瀬 村役場文書目録 4,391 件 
日浦 船越村外役場文書目録 1,969 件 
温品･矢 ･熊 跡村外役場文書目録 6,453 件 
日市 外役場文書目録 1,834 件 

役場文書目録補遺編 1,939 件 
役場文書目録補遺編  1,497 件 
瀬 川 熊 跡村役場文書目録 1,197 件 
安古市 矢 役場文書目録 788 件 
安芸 役場文書目録 1,939 件 
祇園 船越 役場文書目録 704 件 
安佐 可部 役場文書目録 1,608 件 
白木 役場文書目録 617 件 
高陽 役場文書目録 263 件 
砂谷･ 水内･水内村外役場文書目録 1,688 件 

計 41,347 件 
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№ タイト 作成時期 資料情報 資料番

昭和 月 日 アメ カ軍撮影航空写真

昭和 度広島市防空計 原 戦災誌資料

広島市大避難実 要領 庶務一件綴 昭和

狩小川村

ﾘ ﾌﾚ ﾄ

罹災証明書 個人寄贈

受贈資料目録

-

疎開日誌 光明寺寮 全体 月 日部分 度 個人寄贈

受贈資料目録

ト -

昭和 月 日 戦災死者名簿 川内村 戦災死者名簿 昭和

木村 川内

村

諭 昭和 月 日 広島県知

戦時災害ニ関ス 書類 昭

和 度

河内村

昭和 月 日 アメ カ軍撮影航空写真

戦災記録 第 広島県 - 原 戦災誌資料

学校日誌 福木国民学校 昭和 度

学校日誌 福木国民学校

昭和

温品村

罹災者処遇ニ関ス 件＜ 佐地方 務所長 可部警察署長

→各 村長＞

戦時災害保護法一件 昭

和

大林村

送付書 受領証 - -

戦時災害ニ関ス 書類 昭

和 度

河内村

広島市ニ対ス 救護物資ノ供出方ニ関ス 件

＜ 佐地方 務所→各 村長＞

庶務一件 昭和 大林村

戦災地向焚出状況 - 広島罹災者ニ対ス 給食状

況＜狩小川村長→可部警察署長宛＞

罹災者受入状況報 綴

昭和

狩小川村

戦災者ノ越冬ニ対ス 防空頭巾供出ノ件＜河内村長→婦人

会長 幹部宛＞

戦時災害ニ関ス 書類 昭

和 度

河内村

罹災者受入状況報 ＜狩小川村長→可部警察署長＞

罹災者受入状況報 綴

昭和

狩小川村

広島市空襲被害 人的 調査方之件＜可部警察署長→各管

巡査＞

罹災者受入状況報 綴

昭和

狩小川村

戦災者等調査報 方ノ件＜狩小川村長→ 佐地方 務所

長＞

罹災者受入状況報 綴

昭和

狩小川村

昭和 十 月 日原子 弾に る人的被害及び一か 後

の状況調査綴

広島市調査課 原 戦災誌資料

昭和 十 月 日原子 弾に る被害状況調 昭和 十

一 月十日調 調査票

日本学術振興会

都築資料 -

昭和 十 月 日被 に る建物被害状況等調査綴 №

№

広島市調査部 原 戦災誌資料

広島復興都市計 街路網 園配置図 昭和 月 広島市共済組合発行 図書 -

原子 弾投下直後の 鎮 府長官の指令 都築資料 -

原子 弾被災者に対する治療対策案 都築資料 -

所謂 原子 弾症 に就 特に 学の立場か の対策 総合 学 第 巻第 都築資料 -

中国新聞 昭和 月 日 都築博士談話

中国新聞 昭和 月 日(都築博士談話

原子 弾に る広島市の損害に就 日本 新報 第 都築資料 -

原子 弾災害調査研究特別委員会委員の辞令 都築資料 -

原子 弾災害調査 項 昭和 月死亡例 表 裏 都築資料 -

広島市 文書館ロビ 展 被 直後か の記録 展示資料
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№ タイト 作成時期 資料情報 資料番

広島市内各学校ニ ケ 集団的原子 弾災害状況

昭和 月調査

都築資料 -

昭和 十 月 日原子 弾に る広島市民の人的被害

等調査統計書 手書

か 都築資料 -

広島地 等死亡率線 昭和 都築資料 -

学術研究会議原子 弾災害調査研究特別委員会に る第

一次研究慨報

都築資料 -

原子 弾に る障害の研究経過につい

広島 学 第 巻

別刷

都築資料 -

＜写真＞研究車輌 トロイ の内部 都築資料 -

＜写真＞広島市庁 の調査団記念写真 都築資料 -

広島 長崎の原 災害

広島市 長崎市原 災害誌編

集委員会編 岩波書店発行

図書

原子 弾災害調査報 集 第一部 第 部 日本学術会議編 発行

図書 -

図書 -

広島新史 資料編 広島市編集 発行

原 体験記 原稿 原 戦災誌資料

原 体験記

広島市民生局社会教育課編

広島 和協会発行

原 戦災誌資料

原 体験記

広島市原 体験記刊行会編

朝日新聞社発行

図書

中国軍管 令部発表 大佐古一郎著 原 戦災誌資料

移動演劇さく 隊原 殉難記 乃木 雄著 原 戦災誌資料

 私の 見たもの フ ッ 著 原 戦災誌資料

広島原 戦災誌 全 巻 広島市編集 発行
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定 小 池   聖 一  氏

  い    せいい   広島大学文書館長

  広島大学文書館所蔵 和関係資料 い  

 月日 成 「』(「01」) 月 「『 日

 会 場 広島大学文書館館長室

 出席者 石田 春、落葉 裕信、川  徳幸、小池 聖一、小宮山 夫、西本 美

     川 弘、 岡 敬 

  

 附属資料  

  資料  報告用 ワ ン

 報告

．広島大学文書館 概要

大学文書館 類型

○石田定 第 回 研究会 始 い 思い

定 文書館長 生 報 願い 生

願いい

○小池定 島大学文書館 蔵 和 資料 い 基 的 い

大 大 文書館 い 思い

定 文書館 16 設置 大学 文書館 類型 文書

館型 いう法人文書等大学 文書 中心 纂 程 設置

番多い 創立者 視型 例え 社大学 新島

襄 念館 慶應義塾 研究 いう

窓会 応型 いう 蹊大学 蹊学 料館

定 島大学文書館 時 纂 50 あ 森戸文書

研究会 あ 中心 程 時 大学 資料

文書 設 文書型 念頭 置 基 文書

大学 資料 付 設計 い

定 窓会 応 いう 窓会 最初 念頭 置い

校 会 設立 当 設計 基 的 大学文書館 四類型

全 含 機能的 設計 島大学文書館

定 類 い 機 組織 付属 機 個人文書

設立 あ 大統領 資料
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基 的 校 寄贈 例え 文庫 いう形態 文庫形態 持

い 文書館 機 持 い 録 文書 移管 う

開 個人 団体 文書 理 開 い いう 形態 あ

島大学文書館 基 的 大学文書館設立 四類型

類 全 要素 いう複 的

設計 実 う 運営 い

広島大学文書館 組織 仕事

○小池定 現状 館長 顧問 副館長 運営委員会 あ 文書

文書 あ 大学 資料 あ

特 文庫 い 文庫 いう いわ いう

当 う 務補 員 い 研究員 調査員

いう い わ

定 実 いう 多岐 わ い 容 島大学 いう感

い う 文書館 学 精 保 いう役目 あ

定 文書 大学運営 参 法人文書 管理 開 文書管

理 現 文書管理 い 文書管理法 文書等 管理 法

いう法 指 機

全館的 地域 献 業 開講 校 会

窓会 援 等 あ

定 大学 資料 う 大学 資料 理 保 開 主務

教育 研究 い

定 教育 教養教育 授業 島大学 島大学

いう授業 大学 文書企 管理演習 行 い

高大連携 業等 あ

定 研究 高等教育 文書館学 学 文教 策研究等 基 的

研究 い

定 結 文書 立 大学 方 大学 資料

立 基 的 研究 教育 機 方 性 文書館 置付

全学 教育研究組織 い 立 総務 いう 大学 務

局 直属機 いう い 業務 的 意味 い 持 い

大学 管理 運営 教育 研究 方 行うわ 両属的

定 業務 いう あ わ 大学

方 性 教育 方 性 省 い 意味 連環

い う 考え い 大学管理 運営機 寄 研修 文書管理業務 実 廃

棄 滑 いう う い う いわ 個人文書 理

開 研究 開講 寄 展示 校 会 寄 いう

回 連 理 基 的 運営

い う 考え い

定 文書管理法 総理大臣 指 機 国立 文書館
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等 いう 国立 文書館 宮 庁 宮 文書館 務省 交 料館

あ 銀行 融研究 銀 銀行金融研究

東 大学 大学 京都大学 戸大学 島大学 大学 大学文書館等

大阪大学 わ 大学 総理大臣 指 機

わ

定 う 中 文書館 案 文書 管 機

全体 う 機 部 基 的

総理大臣 指 機 あ 大学 資料 う 資料 文書管理

法 第 条第 基 文書類 いう わ わ 学術的資料

文書管理 特 文書 あ 意

味 自 理 開 考え い

定 実 特 文書 開

い 例え 森戸辰男 文書 理 い い 大牟

い い いう資料 間 理 わ

あ 学術的資料 いう 法 第 条第

類 い

定 実 言 う 大学 う う 方 い 東 大学 大阪大学

大学 法人文書 個人 持 い 資料 寄贈 特

文書 う 扱い 開作業 停 大変

ういう意味 考え い 府 担当 相談

意味 う い い 考え い

． 和関係文書 概要

広島 和 相

○小池定 和 文書 概要 入 実 和 文書 いう

文書 管 い 移管法人文書 中 あ 大学 資料 蔵

い 個人文書 中 含 い 特 大学 資料 蔵 い 個人

文書 中 和学術文庫 森戸辰男 念文庫 梶山 之文庫 中

あ 大学 資料 蔵 個人文書

あ う 類 中 和 文書 あ

定 中心 和学術文庫 実 和学術文庫 程 被

島 和運動 被 者援護活動 文書 理 開 いう

当初 意識い

定 島 和 相 考え 資料群等 置 象個人 立 見

い 基 的 初 学長 森戸辰男 いう 固 性 性 視

基 的 消極的 和論者 置 い う 固

性 いう 和 置 思い い 積極

消極 い う 固 性 いう 概念的 ういう

中 実 金 当初 和 固 性 い

積極的 和 視 姿勢 変 い い 森戸 生
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固 性 性 方 い 性 視 姿勢 変 い

い 思 い

定 う ういう う 言い 金 いう

人 積極的 和 いう いわ 移民 民 いう う 被 者

問 扱え 扱う 目 方 移 行 原因 あ 思い

定 島大学 表 森戸 いう 衆議 議員

辞 島大学長 就任 あ 衆議 会議 中 島 固 性 い

い 復興 被 いう 立 捉え

親米 米 立 捉え 程 中 いう 固 性 性

あ い 消極的 和 う 相 移 い い 思 い

定 う 中 島県 い 和 いう あ 程 島 固 性

意識 消極的 和 置 う 思 島 和

いう被 者行 和行 いう 被 者 和 島 固 性 視

島県 島 和 い 差異 生 い あ 意味 最終

的 統 い いい 辺 い いう方 性 実態

必要 い 思 い

公文書室所管移管文書

○小池定 う 相 あ 中 島大学文書館 蔵 資料

いう い 原 死 者 慰霊行 飯島学長 時 基

的 熱心 始 和 学研究 和問 研究

和 学研究 案 あ 和 学研究 い 程 原

射線 学研究 設立 程 大学改革 出 例え

学 精 理念 形 程 いう 和 問 必 出 法人文書

あ 中心 い 考え 言え 島大学 和運動

いう 大学人 会 中心 い わ

定 実 渡 覧 い 和 移管文書 覧 いう

持 い あ 意味 原 死 者

慰霊行 中心 い 思

大学史資料室所管個人文書

○小池定 枚目 見 い い 文書 文書館 蔵原

和 文書 覧 配 書い あ 文書館 蔵 い 枚

いう

定 最初 理学部 物学教 持 い 森戸学長 時 和 念頭

復興 唱え 世界各国 物 種子 い 種

子 苗 え い わ 復興 いう立 大学 構

木 え 理解 資料

定 番目 増 文書 いう い 中国新聞

う 中 中心 和学術文庫 和学術文庫 17 11
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設置 設置 背 大牟 文書

定 大牟 文書 大牟 稔 男大牟 聡 総 学部 窓会 出張展

示 会い 時 論 委員 坂 利

う 大牟 紹 い 大牟 聡 島大学

総 学部 出身 窓会 席 実 資料 あ 自 人

理 始 う 理 い 何 手伝 いう

あ い いう 大牟 資料 理

定 回 大牟 稔 自宅 行 復 回

目 書斎 床 見え いう い地 う 資料 質的

理状態 資料

定 資料 理 楽 大牟 人柄 300 い

金 出 特 中国新聞社 職 金 出

原稿料 垣 出 伊藤博文 い 出

ういう意味 掘 調査 い あ 面

定 大牟 文書 掛 岡 生 程

金 文書 い 文書館 蔵 金 文書 山

子 持 う 中央 書館 あ い

山 子 持 資料 僕 伺い 持

い 中央 書館 移管 い 現 金 利博 文書

出来

定 和学術文庫 いう 前 付 森戸辰男 生 和文庫

得 い 森戸辰男 生 種子 世界各国

和 和文庫 書館 設置 初

応 和学術文庫 いわ 大 者 中心

戦 島 い 和 問 等々 わ 人 資料 理 開

いう 和学術文庫 前 付

定 和学術文庫 う 大牟 文書 始

見 大 者 大 者 和問 方々 資料

中国新聞社 金 利博 中心 謂 金 学校 方々 中心

資料群 方法 紹 調査 いう方法

岡 生 う い いう方法 方法 理

い

定 実 類 見 い 中国新聞社 金 学校 い

う いう 番 金 資料 言 う 山

子 持 資料 寄贈 う 島 中央 書館 持 い 移管

いう い

定 岡敬 生 文書 基 的 韓被 者 朝鮮人 韓国人被 者

和 言 生 程 中心 資料

定 大牟 稔 資料 大牟 資料 第 目録 出 第
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第 あ 表的 沖縄被 者問 原 頭症

会 岡 生 原 展示問 資料 大 入

定 大牟 い い 資料 入 中国新聞社

都 い資料 入 写 裏 中国新聞

禁 出 書い あ 入 ういう意味 全部持

いう 資料 う 理 開 い

寛子 文書 資料 方留学生

定 最近入 理 始 い 増 文書 増 文書

いう 和 いう 中心 移民 う 移民 いう

中国新聞社 出 資料 中心 17 箱あ 理

始 段階

定 大 者 いう 言い 理学部 物学教 蔵資料

定 久間澄 生 資料 いう 原水禁世界大会 資料 全体

28 箱あ 箱 あ 抜 い 基 的 い

い 状態 い 仮 理状態 終わ 目録 作

段階 入 い

定 落 俊郎文書 落 生 現 大教育学部 教授 い い

和運動 資料 資料 中心

定 西允 生 資料 いう 和 学問 大学人 会 資料 401

う 理 終わ い 開 いい 思 い

定 久保良敏 資料 原 研 暁 移管 中原 子

資料 方特 留学生 資料

定 実 いう 言い 例え 澄 共産党 県

議 い 労働者党 作 方 島大学附属 出身 いう

あ 資料 蔵

定 豊 清 資料 あ 蔵 明確 い 著作 含

ういう い い

定 大牟 文書 入 い 手健 文書 手健 文書 あ

手健 山 被 者援護活動 始 い 程

定 被 者援護法 原子 弾被 者 援護 法 被

者援護法 中心 役割 担 社会党参議 議員 浜

浜 資料 あ 浜 資料 多い

あ 書籍 中心

定 文書 27

戦 島 中心 写 写 877 文書 170 52 いう

定 紀 文書 朝 新聞社 者 い 方

島支局 居 金 淑 う 自 資料 生

い 言わ

定 中 父 資料 入 い 父 盟通
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信社 者 近衛番 い 方 あ

資料 入 い 例え 島 原稿 書籍

書簡 あ 朝 部 報 い 基 的 い

定 資料 いう 山

あ 文書 澄 文書 和学術文庫

入 現 和学術文庫 手 置 あ 基 的

和学術文庫 中 資料群

定 特 文庫 森戸 生 資料 あ 森戸 生 国 復 相当

盟 あ 会設立 起人 人

会 国 委員会 委員長 就任 自 和 大学 いう

島大学 学 精 作 方 あ 和 言

森戸 生 和 資料 草稿 原稿 基 的

定 梶山 之 資料 心中 いう

前 例え いう う 原 傷害調査委

員会 い 書い 書 原稿

表 原稿 あ 入

定 梶山 金 復書簡 梶山 う 金 書簡 あ

金 中 梶山 書簡 中心 い いう 復

い 考え い 梶山 いわ 金 学校 人 い

言 原 書運動 業資金 供者 ういう う

う 資料 あ

定 実 梶山 通 いう動 あ

( 愛 被 都 ～新資料 語 作家 梶山 之 世界～ NHK 金

25 7 26 午 8 時 )

定 実 理 い 数 見 い 17

箱 いう う 基 的 理 終わ い あ 目録 時

目 直 い 録 終わ い 開 い

開 い 大牟 文書 部 開 いう

開 い 大牟 文書 千 い 森戸 全部 わ

近 ういう 開 う

々 開 い い いわ 理 開 い い 思

定 計 いう いい 実 現 方針 立 い状況 蔵

非常 隘 資料 資料 いう あ 資

料群 比較的短期間 和 資料 い 段

落 い 考え い 状況 見 い 言え 落 着い

多 い いう状態 思

定 島大学文書館 和学術文庫 隘 い あ

置い 開 置い い 時期 入 考

え い
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定 細 質問 い

い い 思い

 質疑応答

○石田定 生 あ う い

定 い 質疑応答 う 入 い 思い 自 質問

願いい

○小池定 あ 体的 見 う いい 思い 中身 見 い

思 い

定 杉谷冨 いう染色作家 あ いう あ

時 亡 家族 いう 作 島大学東雲校舎

あ 被 物 木造体育館 廃 使 作 必

飾

定 和 物品 いう 原 慰霊碑 碑文 書 雑賀忠義 生( 島大学教授)

色 全部 枚 い い 文書館 展示 い 雑賀 生 色

英 英語 い い 特 特 的 現 碑文 英

い 英語 慰霊碑 う fault い

文書館 雑賀色 error い 雑賀 生 英文学者 error

いう 資料

定 あ 島高等学校 被 鐘 預 国泰寺 原 大楠 あ

梶山 之 父 島 設部長 倒

国泰寺 大楠 断面 当 う い 文書館

あ

定 見 い 思 原 写 少 い 移管 中

ういう気 い

○川 定 い 文書学 いう 学問 中 ういう 置付

○小池定 僕 い 文書学 いう 僕 言 い わ

い 人 言 い い 文書 生 程 い 研究

う 文書 作 い いう 程 析

類 研究

定 学 いう学問 あ 役 あ 文書 文書

う 評価 文書 文書館 移管 開

いう学問 方 文書学 いう学問 あ 文書学

いう い文書 ういう う いう学問 基 的 様式論 機能

論 あ ういう文書 給 あ ういう形態 書

い いう様式論 文書自体 う 役割 担う いう機能論

定 近 入 文書 方 いう う 様式論 入

近 入 文書 数 増え 様式 類 能
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機能論 中心 再 理 機能論 中心 再構

時 文書 機 策文書

策 作 程 中 派生 文書 再 理 文書学 策

程 基 文書 生 程 いう 文書 類 い 学問 いう

定 何 意味 い いい 程 評価

意味 い 変わ 文書 置付 理解

学 学 基礎 念頭 置い 自 研究 自 研究

いう 研究 基 基 研究 考え いわ

文書 評価 いう意味 い 文書学 いう

基礎 う 考え い 学問

○川 定 あ 目 番 島 和 相

島 島県 個人的 感想 言え 被 地 島

いう う 固 性 呪縛 う 島 あ う

県 あ う あ い わ わ 含 うい 固 性 呪縛 い

う 状況 Johan Galtung 消

極的 和 積極的 和 議論 いえ 消極的 う 思い 和学

概念 いう

あ 意味 性 いう 言う 消極的 和 いう

非常 純 考え 固 性 性 固 性 破 う いう

いえ 破 い い う 思い 和構築 いう

少 う

○小池定 和構築 う う

○川 定 う う

○小池定 自身 少 概念的 い 思 い うい

う森戸 生 変 程 見 い 復興 いう概念 あ 島県 う

い 復興 いう概念 森戸 生 見 被 者 固 性 復興 峙

わ う 時 復興 う 要視 わ

定 象 的 原 森戸 生 原 保 消極的 あ

復興 妨 固 性 強調 あ 復興 害

いう 想 森戸 生 持 ういう いう 固 性

復興 いう う 立 性 う 移行 理解 い

定 方 金 島 固 性 彼

問 心 い 民 問 力 問 いう

い 部 あ ういう 見 い 特 あ 考え い

○川 定 う 軸 必要 いう わ

○小池定 ええ 軸 わ ういう う 設 いう 固 性

いう 見 い いう 金 森戸 峙

え 考え い 表的

定 端的 いえ 金 持 い 部 性 いう言い
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方 い 例え 国 現

HIROSHIMA 移 い 必要 あ HIROSHIMA 表

岡 生 思 い

定 いう消極的 和 い い 解 あ 思い

戦 い いう状況 いう 国 的 いう

ういう 島県 和 いう 固 性 言い

見 い 性 いう 消極的 和 思

報 書 作 固 性 強調 い 島 固 性 いう

前段階 実態 出 い い

○川 定 戦 い 兵器 い い社会 世界 差 当 和

いう う う 消極的 和概念 いえ 島 固

い 消極的 和 う 思う 極 あ

いう 積極的 和 う 軸 考え

見え う 気

定 島県 目指 う い 中身 い

う 置 う

○小池定 目指 い 性 方 方 行 う い い

考え い

○川 定 島 和 固 性 わ あ

○小池定 和 言 見 い い い

最近 完全 固 性 視 あ

自身 意識 性追求 い

○川 定 明 面 い 思う 標 長会議 目指

来 う い い う 希望

○小池定 ええ 希望 来 固 性 持 性 い

う 標 混然 体 島 和 いう 世界 和

いう 持 行 い 当 い い う 思い

いう 気味 いう感

定 島 和 いう固 性 固 性 いう 言え

目 窓 い い 見 う 余計 良 い いう

状況 あ い 考え い

定 回 知 構想 う ういう 融

い いう 混然 体 中 島 和 いう 想

い いう う 念頭 置い 立案

○川 定 い う あ 固 性 い 脱 言う

性 い いう い 大

○小池定 ええ

○川 定 う い い

○小池定 和 研 島大学 和 学研究 う 解決

和構築 解決 和構築 当 和 い
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う 言

○ 岡定 固 性 いう 被 体験 う

○小池定 被 体験

○川 定 端 付い 脱 い

い 連 い

○ 岡定 あ

○小池定 い 程 思う

○川 定 あ い 金 い い い

○小池定 固 性 い う

○川 定 長 あ 個 移民

い

○小池定 僕 辺 置い いう 彼 い い 要素 あ 例え 金

地域性 いう あ

○ 岡定 い い 考え

○小池定 ああ う 軸 当

○ 岡定 う う う う 捉え い

○小池定 標軸 固 性 性 積極的 消極的 う 何 軸 あ

○ 岡定 軸 時間 経

○川 定 和学 概念 入 う 和学 概

念 入 消極的 来 積極的 来 う う

あ 島 和観 いえ 固 性 消極的 和 似 い

う 気

○小池定 島 和 いう 来 被 者 いう 社会的 弱い

構造的 暴力 象 わ 構造的 暴力 象 う 人

援護 い いう方 性 当 積極的 和 い 思

わ

○川 定

○小池定 金 被 者 構造的弱者 考え 思い 金 方

性 構造的 暴力 いう立 岡 生 あ 思い 構造

的暴力 いう 想 積極的 和 移行 い 考え い いわ

被 者 い いう 金 考え方 思う 岡 生 い

わ 被 者 いう 島 固 い いう 見 理 考

え い いう 性 持 得 部 流 い い

定 ういう考え方 島 固 性 積極的 和 間 溝 あ

溝 埋 い 島固 和 言わ い 積極的 和

移行 い い いう 特 う 思 い い

○川 定 例え 島大学 和 目 いえ

○小池定 固 性 積極的 和 立
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○川 定 目指 い 性

○小池定 状況 大 いわ う

思想的 起

○川 定 う う う考え 距 見 いい 思い

○小池定 ええ

○川 定 固 性 仮 国 いう 考え 金 いう

ういう 置 い

○小池定 金 いう 薄 い 感 金 いう 地域性

製鉄 心 持 宮 常 あ 山 含 う

いう人間 地域特性 問 心 あ

定 う 民 問 いう構造的暴力論 う 移

い 彼 原 構造的暴力 見 い 部 あ 思い

方 固 性 い 常 意識 原 書運動 い わ

ういう部 あ

定 島県 島 県 明確 和 概念 あ 僕 思 い い

焼 直 い う 思う 島 固 性 差 い

いう意識 僕 県 和 あ う 思 い 棲 う い

う 棲 消極的 和 移行 得 い 言

いう 当然 島 長

いう 固 性 性 移行 い 考え い 僕 思 い

○川 定 県 置 い い 思い 森戸 島大学 中

あ う 思い 県 大学 比較的目指 い 方 性 近い 思う

○小池定 県 大学 似 い 問 県 和復興

教育 いう い 和構築 い 教育

言 大学 問 視 い 方 性 い

教育 いう 大学 あ 県 い 言わ

○川 定 面 い う 軸 理 う 気

○小池定 急 作

○川 定 い 思い 面 い

○小池定 生 う 能力 あ 作 相当時間

○西本定 方 1970 い 明 例え 金 利

博 聴 現 中国新聞 局 100 人い 金 利博 聞い 99

人 who's who いう 知 い

定 人 ういう人 何 99 人 who's who 生
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あ 実 慶應大学 最初 調査 和研

○川 定 中鉢 美

○西本定 ええ 資料 入

○川 定 ええ

○西本定 被 者調査 いう 出 慶應 う

思 あ 義理 い い

思 生懸 ああ う 思 あ 資料 いう

中鉢 いう 慶応大学 生 いう 慶応 熱心

定 あ 最初 厚労省 20 時 実態調査 橋 う 長崎

石 忠 う い い 慶応 立 消え いう 中

鉢 いう人 い 弟子 人 い 橋 石

い 橋

○川 定 う濱谷 晴 辞 終わ う

○西本定 う う 濱谷 い い 被団 原水 被害

者団体 議会 職員 女性 人 自 唱 何 東 会 東

京都被団 世 ああいう人 い 彼女 確 橋 出身

定 考え 長崎 1980 い 島 般 人 手

言 島 非常 良 僕 前 気 い

橋 響 思い 濱谷 鎌 最初 島 教え

請う い 倒的 島 長崎 差 あ 島 長崎 原 証言 出

い い 間 長崎 う 言葉 う

定 岡 目 前 あ 岡 いう人 出

長崎 島 等 いう言葉 人 い あ

大 あ

定 例え 失礼 番 Ｋ 島 出 長崎

富久 出 言 い 容 中身 い

定 前 思 う 島 長崎 被 者調査

橋 性 あ 激 いう 長崎 い あ

い 長崎 い い 原 巡 言語 高 い 考え 高

い い 島 当

○小池定 思考 停 僕 思 い 長崎 島 い いう

初 段階 決 的 い あ 要 落 う 浦 地

衆 死 いう あ

○ 岡定 長崎 島 心 いう 心 い あ 思う

○西本定 長 勉強 い 島 聞い い う い

大 長崎 い 原 研 中国新聞 いう言い方 要 長

崎 いう ういう い 原 研 中国新聞 い 長崎新聞 見

い 長崎大学 大 い ういう 要 自 生懸

信 い い 激 言わ い い う
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いう いう う 言い方 い

○ 岡定 い 心

○川 定 例え 石 連 研究 ういう役割 担 仮 原 研究

いう 学 面 言え う少 長崎大学 原研 う

う少 世 強 思い

○ 岡定 僕 言い 島大学 あ 固 性 無視 い

い いう 原 研 置付 軽視 い 極言 大 特色 あ (原

) い い い 言

○小池定 い 原 射線 学研究 端的 言 研究中心

○ 岡定 軽視 い 言 いい いう思い

○川 定 西 社会学的 石 響 いう 少 あ

ういう う 学 連付 考え

島 考え 1990 う少 前 あ

血液 中心 う い 積極的 研究

社会 知

○ 岡定 山 俊

○川 定 い う 思い

○小池定 う 国 的 知 い 島 長崎 言

長崎 国 知 決 的 い 島 比 島 国 的 知

高 高 島 国 社会 親和性 持 う持 う

性 方 性 う

定 長崎 いう 国 文 都 和 入 い い 長崎

国 性 確保 う 固 性 主張 要 い

いう 置 方 い いう あ 遅 い

固 性 いう 長崎 う 強調

定 逆 言う 来 固 性 性 連携 い い い

い いう い 島大学等 思想的 い い

い い い あ い 固 性 いう い 華

い いう う 力 い い

○川 定 島 僕 来 原 研 い

○西本定 原 研 い

○川 定 確 い 設 い い い 原 研

い 感 あ 大 実 被 永 い 無い物

い 永 い い いう 決 的 島

定 朝長 男 朝長 父 永 主 脈々 原

うい 的 い 島 いわ 蜂谷

彦 い い いわ 療

定 僕 あ 意味 長崎 う うい い 背 い

う 気
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○西本定 固 性 いう 県 う い い

昭和 22 23 中国新聞 刊 う

定 確 島 う い時期 性 いう 国 性 付

い い いう 方 う思う 島 断

いう 人 いう 非常 身近 感 い 戦前 移民県

親族 い いう 要 ワ 救援物資

う 肯 的 捉え い いう あ 世 大

顔 いう う 言 い

定 働 世 何 いえ い 持 い

中国新聞 職員募 いう あ 給 いい いう

出 350 時

定 長崎 原 資料館 青来 館長 い 芥 賞 彼

い 長崎 人 い 方 浦 隠

あ

 長崎 被 体験 書 人 現 原 語 い

う 地 いう あ

○ 岡定 世界

○西本定 島 峠 大 洋子 書い あ

大 健 郎 い 来 人 書 い 1990 い 自 書

前 林京子 い い 人 批 書 始 竹山 いう歌

人 う 全国的 長崎 時間

定 自 芥 賞 島 長崎 書 い 言

自 力 い 生懸 長崎 い い い

長崎弁 あ 島 う

い世界 長崎 あ い

定 聞 自 長崎 いう 島 非常 い 島

倒的 わ い 長崎 いう 島 う 世界 島

い 世界 長崎 い 何 い 長崎 いう あ

い いう 長崎

○小池定 う 中 う 資料 原 資料館 意識 原

資料館 中心 降 いう 僕 意識

時 降 資料自体 う 僕 思わ

○西本定 あ 言わ

ワ 島 行 資料 あ

いう う 言 確 1990 半 い 研 原 研

島 会議 い い 間 あ 立 消え

ワ 行 持 い 資料 いう

全然 い い い

定 例え 大 文書館 開 目録
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原 研 ワ 者 配 見 あ

○川 定 ああ 原 被 者

○西本定 う う 大全体 ういう 最 う

○小池定 基 的 時期 原 研 い 時 国 射線情報

いう あ 情報 和 研 文書館 いう

者連携 業 組 い 共通性 連携 い う いう動 あ

定 原 研 う い いう あ

ういう い いう 和 研 う 部的 和構築中心

い 移 良 う

定 和構築 いう学問 あ あ 的

あ 復興 いう

いわ 戦 あ あ 島 復興 いう 共通

概念 思 い 全然 う 僕 思い 統 機構 あ い

い あ

定 戦 い う いい 決 い わ ういう 考え

問 学問的 い 思うわ

定 実 う 資料 いう 研究 和 研 中心 い

う いう う いう 和 研 再構築案 いう

和 研 見直 いう あ 学問的 い いう方 和

研 いう

定 学長 許 理 簡 性

い あ 案 固 性 意識 和 研 限 全方

い い いう意識 僕 あ ういう姿勢 軸

いう 起案 許

○川 定 固 性 島 和 いう 縦 長 和 研 あ

脱 う いう い

○小池定 う い 性 う いう 的 言い

いわ 国家 方 性 わ 学問 う 限

いわ 特 11 降 方 性 あ 当然 わ

定 大学 う 立 研究者 立 いう う

う い い

和 研 あ 僕 思 中 資料 含 共通性 持 う

いう 者連携 意 あ

定 和 研 僕 い 限 い 和 研

永 的 いい う 僕 思 い 原 研

思い

○西本定 原 研 あ い

○川 定 い あ 作
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○西本定 全然 い い

○川 定 う い あ 資料 い あ 出 い

○西本定 新聞 表 い あ 出 う終わ

○川 定 終わ う あ 金 あ あ 研 金 全部

込 中国新聞 朝 売

定 各新聞社 い 課金 う 思 い

う 言わ 条件付 1970

原 いう条件 各新聞社 了解 う

い 新聞 い 中 漏 い あ 思い

○小池定 人 い い

○川 定 い い

○小池定 特 原 研 原 研 ういう管理者 人 い い い

い 面 管理 い 人間 い い

○川 定 中鉢 う 結局 い 人 辞

資料 行 困 原 研 いう 組織 い わ

あ 程 い 前 湯崎 稔

水 清 い わ 僕

人 い 原 研 社会学 ういう

○小池定 原 研 社会学系 いう 基 的 い 和問

研究 いう案 あ 原 研 問 出 い 研 原 研 いう

原 研 中 人文社会系 入 い う いう い

定 和問 研究 流 和 研 いう 実 原 研 中

社会 学系 要 い いう意見 強 い 和 研 附置研究

目指 附置研究 原 研 う あ いう

あ 附置研究 大 要 い いう あ う

定 者 例え 射線研究 い い 線 研究

あ う 択 中 い

大学自体 国立大学法人 中 い い 流

う

○川 定 原 あ い 被 資料 島大学 中 え あ

逸 い いう 原 研 原 被 書 必 算 立

い 増え い 7,000 い あ 湯崎

資料 含 相当貴 あ 文書館 置い 資料 あ 和

研 あ 和 研 い 中央 書館 譲 あ

島大学 中 見 逸 い

定 落 い 意 うい 落 資料

含 う 番いい

思う 最初 者 業 あ

○小池定 ワ いう 考え い 和 研 再構築
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あ 中 役割 変わ 思う 和 研 研究教育 中

いう い う 例え 文書館 いわ 基 いう

う ういう 中 役割 担 変わ

書館 いいわ 資料 いう 文書館 門 文

書館 いう 思い

○ 岡定 原 文書

○小池定 文書館 う う い う 理 い

理 要員 い い い

○ 岡定 言葉 い う い

い い

○川 定 い わ

○ 岡定 う

○小池定 文書館 う 限界 あ 大 いう限

界 あ わ

○ 岡定 あ わ い い 冊子 い 変

○小池定 ういう

○ 岡定 捨 う 思う

○小池定 生 ういう 捨 全部う

いいわ

○ 岡定 あ 捨

○小池定 う 捨 要 問 全部 例え 生

全 必要性 いわ あ い いあ 生 書 込

あ い う 価値 あ ういうあ 方 中

い いう 能 全部 いい 捨

う いい う 理 岡 文書

中 入

○ 岡定 い 要 和 原 雑 い う

要 い 原 被 者 手 あ う う いい 僕 思 い

あ 捨 捨 い

○小池定 雑 い いう い 和学術文庫

和文庫 いう 森戸 500 冊 いあ

○ 岡定 個人 冊子 い 運動 機 い

あ

○小池定 あ

○ 岡定 い い あ 含 う いう

○川 定 ういう 山 う あ

定 中鉢 資料 う 最初 島 依頼 あ 原 資料館

あ い いう 預 言わ 適

あ 結局う 目録 作

○西本定 あ 被 調査 和 研 寄贈 書い あ
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○川 定 あ 和 研 い 最終的

○西本定 中鉢資料 個 実態調査 う

○川 定 世 出 い あ 全部 実 入

○ 岡定 前 書い あ う

○川 定 全部書い あ

○川 定 例え 西 言 う 復 調査 初期 段階 被 者調査

うい 調査 出 うい

う 感 理 保管 う

○小池定 来 個人情報保護法 あ 情報 開法 あ

ういう 門機 例え う い 預 う 当 いい

思い

○川 定 う

○西本定 持 い

○小池定 開 文書 う 管理 基 的 非 開 う

開 要審査 いう 部 開 要審査 いう 文書

う 開形態 い い

○川 定

○小池定 開 い

○川 定 逆 和 研 性格 開 い 持 い 意味 い

定 ういう組織 い

○小池定 ういう 持 的

機 う いい う い 文書館 う いい う 思い

多い

○川 定 結構多い 段 20 箱 気持 原 部 預 い う

○西本定 当時 確 2011 12 う 中鉢資料

○川 定 う う あ 断 あえ

○西本定 僕 被 者調査 いう慶応大学出 会

わ い限 い 目 鱗 落 感

○川 定 慶応 要 い 張

○西本定 原 部 断 ういう 想 い

○小池定 い 理 簡 開 い資料 う い

無駄

○西本定 中鉢 調査 的 あ 要 国 金 最初

実態調査 学者 的 い

○川 定 あ原 部 持 い

○小池定 来 原 部 持 う 原 部 持 い い い資料

う 入 来 島 文書館 持 番いい

う
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○西本定 前 い 思い

○川 定 う い う あ 列

い

○ 岡定 箱 見 笑

○西本定 国 初 いわ 実態調査 出 被 者 生活実態調査 原票

う い社会学 言 大学 書館 勉強会

全然原 い い資料 い

始 何 い 最 資料 島大学 和 研

あ いう あ

○川 定 時 原 部 黒い雨 社会調査 い 時 行

い 行 い いう い わ わ 寄贈 い

和 研 寄贈 目

録 金

○小池定 研究資料 使え い あ 使え い

い い 文書館 いう 基 的 般 開 情報 開機 般

開 前

○西本定 例え い 当 者 人 要 被 80 90

う 者 い い う 全部 資料

○川 定 例え 何十 例え 中鉢 言え 氏

全部出 い わ 何十 い

○小池定 前 い

○ 岡定 前 言う

○川 定 人 い

○小池定 段階 断

い 全部 開 いい いう い いう あ

あ い

定 あ 差配 いう あ 僕 ういう差配 言う

文書概念 理 開 開 い 多い 学術資料 いう

学術 開 いう 個人 寄 い わ 文書館 うい

う

○川 定 通 著作 い い 50 い

○小池定 30 文書 30 基 的

○川 定 個人情報保護法 個 時限

○小池定 個 時限

○川 定 個人情報保護法 引 い

○小池定 露骨 引

○石田定 時間

○小池定 う あ う い

定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 定 終了
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広島大学文書館所蔵

和関 資料に い

広島大学文書館

館長 小 聖一

1.広島大学文書館の概要

成16 4 設置

大学文書館の類型

(1)機能的分類

公文書館型 史編纂型 創立者 創

立経緯 視型 窓会対応型

(拙稿 大学文書館のサ 戦略 情報の科学 技術 第58巻11号 2008 )

(2)米国の分類

機関ア イ 収 ア イ

広島大学文書館

タ ア イ 複 的存在
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/ /

現在の広島大学文書館

広島大学文書館の組織 事
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文書館 二 業務サイクル

公文書管理法下 おける新た 体制 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

業務組織 

移管 

文書館 書館 

内 総理大臣 

 

 

特定歴史 文書等 

 

歴史資料等 法第 2

条第 5 項 規定

基 文書類  

 

 

書 

歴史 文書等 

歴史資料等 法

第 2条第 5項

規定 基

文書類  

文書室 大学史資料室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013/12/16

3
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2. 和関 文書の概要

公文書室所管移管法人文書

大学史資料室所管個人文書

(1) 和学術文庫

(2)森戸辰男 念文庫 梶山季之文庫

(3)その

被 後の広島に け 和運動(被 者

援護活動)関 の文書を収 整理 公開

固 性

性

消

極

的

平

和

積

極

的

平

和

金井利博

広島に け 和の位相

金井利博

広島市の 和

広島県の 和

森戸辰男

ロ マの 和
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2.1.公文書室所管移管文書

原 死没者慰霊行事委員会関 (飯島学

長時 )

和科学研究センタ 関

和問題研究所 和科学研究所

＋原 放射線医科学研究所

大学改革関 建学の精神 理念等の

形成 程

2.2.大学史資料室所管個人文書

2.2.1. 和学術文庫

成17 (2005 )11 設置

設置の背 大牟田稔関 文書

森戸辰男に 和文庫 に対応

和学術文庫の内容

広島大学関 者

中国新聞社 金井利博 金井学校

収 方法

紹 調査 収 収
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中国新聞社(金井学校)

金井利博関 文書(寄贈 移管)

岡敬関 文書

大牟田稔関 文書 遠 寛子関 文書

小 増 関 文書

広大関 者

理学部植物学教室旧蔵資料

佐久間澄関 文書 落 俊郎関 文書

西允関 文書 久保良敏関 文書

中原道子関 文書

その

澄関 文書 豊田清史関 文書

山代巴関 文書 浜本万 関 文書

ﾞ ･ｼｪ 関 文書 内海紀 関 文書

の特 文庫

森戸辰男 念文庫 森戸辰男関 文書

梶山季之文庫
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1 

原子 線 被  

定 弘 

 

 

定 稿 島原子力 電 故 経験 通 島 投 原子 弾 射

線被害 再検討 い 原子 弾 射線被害 社会的文 的 響 いう観

接近 島 人々 う 把握 い 考察 い  

定 基 研究貧B週 島 被 学研究基 形 研究 い 原水

禁運動 民運動 研究 割 当 い 原水禁運動

わ 島 民運動 兵器廃 目標 掲 言う い

被 者援護 いう 要 実践的課 被 いう問

う え いう 要 来 い 被 線

測 自然 学的 原水禁運動 民

運動 評価 い 社会的文 的 置 抜 能 あ

稿 問 意識 原子 弾 被 いう問 社会的文 的 う 捉え

明 あ 定

定 被 被 学研究基 形 念頭 被 社会的文 的 把握

う 来 被 被 諸 料 え 置 直

稿 ＆B（（ 的機 手 文書 あ い 諸証言 来

全 視 研究基 形 新 資源

再 識 手 い 考え い 定

定 稿 四 容 立 い 最初 島 原 故 経験 踏 え

線 部被 要性 い 述 い 目 前

島 射線被害 再検討 い 目 再検討 素 島 体

的 い 例 最 稿 明 い  

 

Ｉ 線 内部被  

  福島 事故 提起  

定 2011 3 11 東 地方 洋岸 大 地震 津 襲

島 原子力 電 大 故 引 起 島原子力 電 故 人類 文

明 大 問 突 処 方法 解決 い あ

問 線 部被 問 あ 島 射線被害

研究 問 触  

定 線 射性物質 汚染 水 飲 食 物 摂
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人間 体 入 あ 原子 弾 起 高線 被

形態 う 線 被 引 起 現 線 射性物質 人間 細胞膜 遺

伝子 深 え 明 見

人 学者 あ Abram Petkau 博士 因

効
1  

定 島 被 肥 舜 郎 師 い 効

心 払 最近 射性降 物 種 あ 黒い雨 い 人々

心 線 被 心 示 い 島 原 投 直

降 黒い雨 い 最近 島大学原 射線 学研究 大瀧慈教授

大 研究 展 い
2  

定 近 原子力 電 故 い 膨大 細 研究 刊行
3

英語文献 語 文献 含 い範 研究者 手 5,000

論文 い 力 大変 要 例え 国

原子力機 IAEA 故 死者 4,000 人 計

国 的 研究 100 人近い死者 出 い 示 い

調査 人体 入 射性物質 様々 深 響 生 出 示

新 い 心臓疾患 妊娠 害 死産 流産 児病 含

い  

定 人類 文明 来 いう観 見 線 部被 人体 例え 汚

染地域 あ 種 虫 い 生態系 破壊 動物相 物相 破壊

全 人類 大 響 考え 震 直 盛 用い

府 表現 借 う 射線被 直 深 響

い い 長期 被 全 的 意味  

定 生態学的 観 見 島 原 故 射線 険性 識

い 文明 生態系 均衡 保 い 生 体 い 明 特

生態系 戻
4

生 物質 理解 処

い  

                                                  
1 Ralph Graeub, The Petkau Effect: The Devastating Effect of Nuclear Radiation on 
Human Health and the Environment, Revised Edition, Four Walls Eight Windows, New 

York, 1994.定 著 肥 舜

郎 竹 理 人間 環境 射能 威― 島原 射能汚染 考え

― あ 書 2011 あ  
2 大瀧慈 研究 表者 原 被害者 害 社会 学的研究 学研究

業 研究 報 署 基 研究 A 2009〜2011  
3 Alexey V. Yablokov, Vassily B. Nesterenko, Alexey V. Nesterenko, and Janette D. 

Sherman-Nevinger as consulting ed., Chernobyl : Consequence of the Catastrophe for 
People and the Environment, Annals of the New York Academy of Sciences, Volume 

1181, Blackwell Publishing, Boston, 2009. 
4 前掲書 p.43  
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  ウ効果 

定 燐脂質 22 響 いう 論文 博士 体 入

線 射性物質 長時間 射線 細胞 深 響 え 証明

う 体 射線 創 出 照射

射線 比 100 1000 倍大 い 線 射線 活性酸素

創 出 細胞膜 傷 DNA え 射性降 物 風 運 土

壌 河 汚染 人体 起 あ  

 

II 再考 視点 

  再考 

定 来 原 投 被 研究 主 部 高線 被 焦 あ

原 投 直 様々 機 学的 調査 始

原 傷害調査委員会 Atomic Bomb Casualty Committee, ABCC 遺伝的 響 研

究 置い
5

参謀 部 原 投 直 新型 弾 調査 調査

団 組織 島 派遣 調査団 主要 ABCC

力 時 供  

定 ABCC 線 被 険性 い 否 い
6 1945 9 6 者会見

准将 被 地域 学者 調査団 調査

射能 響 全 い わ 表
7

府 原 的

響 い 象 薄 う い 結 的 留 射能 射性

降 物 人体 響 い 研究  

定 原 投 間 時期 被 地域 入 救援隊 人々 留

射能 浴 い 入 被 例 島 民 被 響 体験 見

い 射能 人体 響 恐 い
8  

 

  復興 再検討 

定 島 急 復興 1980 初頭 人 100 人 越え 戦

跡 復興 賞賛 い 島 故 実態 見 時 う

純 評価  

定 黒い雨 留 射能 研究 象 い 島

射線 測 確 う 疑問 あ 黒い雨 留 射能

識 い あ 原 破壊 地域 救援活動 極 険

                                                  
5 M. Susan Lindee, Suffering Made Real: American Science and the Survivors at 
Hiroshima, The University of Chicago Press, 1994, p.29. 
6 Ibid. p.12. 
7 笹 男 米 占領 原 調査―原 害国 ― 新 社 1995  p.54. 
8 Lindee, p.8. 
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あ 射線 浴 逆 射線 う いわ 射 遺体

物質 触 人々 深 留 射能 浴 考え

博士 う 深 射線 響 見 信

い 述 い
9  

定 島 水 急 復 当時 飲料水 状態 気 留

射能 水 土壌 汚染 い あ 黒い雨 降 注い 周辺 農

耕 穫 作物 都 供給 結 的 射線 濃縮 い

考え 被害 患者 療 師 直感的 射能 響

把握 い 彼 論理的 結 部被 険 理解 い あ
10  

 

III 再考 事例 

  似島事件 

定 島 原 投 直 部被 見 い 例 検討

い 最初 似島 恐 い 件 似島 島 心地 5km

瀬戸 浮 島 あ  

定 清戦 最中 あ 1895 4 初頭 似島 大 陸 検疫 作 始

6 開 式 行わ 10 441 隻 船 13

千人 兵士 検疫 実行  

定 1945 8 6 島 原 投 病 療 設 壊滅的 打撃

方 療設 い 薬品 あ 似島 検疫 症患者 運 込

設 結 似島 大 戦病 多 被 者 運 込

時 原 投 間 島 当局 似島 大 火葬 使用

決 結 似島 島 燃料 多数 遺体 運 込

 

定 少 原 焼 傷 い 数千人 人々 似島 運 似島 あ

薬品 あ いう 傷 療 死

あ 人々 食 物 飲 水 島 い歩い

地獄 う あ 殆 避 民 島 亡 い い わ

数 人 人々 遺体 燃 始 夜 瀬戸 い範 数 遺体

焼 火 赤 色 見  

定 燃料 底 遺体 焼 埋 う 作業

遺体 触 い 多数 人々 身体 調 え う 怖 作業員

遺体 埋 置 逃 い う 1947 10

                                                  
9 Ernest Sternglass, Secret Fallout, McGraw-Hill Paperback edition, 1981, p.48. 
10 肥 舜 郎 鎌仲 部被 威―原 劣 弾 ― 新書

2005 pp.35-42  
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埋葬 い い 600 遺体 見 あ  

定 射能 恐 師 似島 近 皮肉 島 職員

世界最初 原子 弾 犠牲 人々 慰霊 島 中

訪 時 多数 遺体 見
11  

 

  原子  

 突然 激 い 気 痢 皮 出血 歯肉炎 原 症 最初 候

あ 傷 見 い多 生 者 数 あ い 数 間 亡

atomic plague

12  

定 1945 8 9 陸 沿岸 赤痢患者 生 報 避病

設置 求 赤痢患者 療 師 射能 響 気 い い

民 忌 わ い病気 格闘 伝染病 語 い  

 

  ン ッタン計画 降下物 影響 気 い い  

定 1945 7 16 原 実験 行わ

計 任者 あ 将 う 報 行

 

 

実験 間 射性降 物 観察 調査 居

い 射性降 物 非常 深 潜 的 険 い
13 

 

定 計 い 射性物質 用い 大 戮 計 検討 い 1943

5 25 付 秘密書簡 射線 汚染

食物 50 人 毒物 え いう計 あ
14

う

計 部被 恐 い 響 見 い わ  

 

  AB（（ 広島 降下物 気 い い  

定 当然 府 設立 原 傷害調査委員会 ABCC 部

被 響 気 い い 実 ABCC 原 傷害調査 目 挙 い

あ  

                                                  
11 The Sydney Morning Herald, Tuesday 7 October 1947, p. 2. 
12 Lindee, ibid., p.11. 
13 瀬 解 計 人

体実験 学館 1994 p.309  
14 Barton Bernstein, Oppenheimer and the Radioactive Poison Plan, Technology Review, 

May/June, 1985. 
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定 1945 11 30 出 Atomic Bomb Casualty Reports No.14: Medical Report 

on Atomic Bomb Damage 第 章 射線 響 地域 入

い 響 いう 付 い 報 生物学的

生 い 否 確 調査 述 い  

定 表 見 う 心地 8km 石 現 島 伯 大

石 ABCC 民 黒い雨 浴 人 Category A う い人 Category 

B 響 調査 い 表 わ う 石 人々 中

山 臨床症状 見 症状 原 う わ い

調査 必要 あ 明 あ  

 

 

 

定 結 報 島 入 人々 射性土壌 射性物質

え 否 い 結論 い
15

調査 あ 人々

入 被 注目 射性降 物 響 無視 わ

い あ 部被 響 入 得

見 表  

 

                                                  
15 Atomic Bomb Casualty Reports No.14 –Medical Report on Atomic Bomb Damage in 

Hiroshima, 11.1945, p.156. 
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  あ 産婆 証言 

定 ABCC 妊娠 録 特 出産形態 利用 女性 被 者 出産

調査
16

当時 産婦人 者 様 産婆 出産 立 会う 多

あ 表面 あ 者 産婆 組織 ABCC 力

 

定 出産 形 確 報 産婆 ABCC

え い あ あ 産婆 証言 彼女 ABCC

実 報 あ いう 産婆 様々 形児 出産 体験 目撃

中 出産時 気 わ 翌 亡 う 例 あ

いう 親族 族 形児 い 望 い 産婆 う 親

親族 心情 死産 報 いう
17

親 親族 族 形児

い 望 う あ  

 

わ  

定 初期 原 傷害調査 調査 い 陸

大変大 役割 Atomic Bomb Casualty Report No.14 陸

学校 東京第 陸 病 師 作 報 い

占領 職員 学者 生物学的 調査 賞賛 い

部 報 被 者 学的調査 自 実行 必要 学的 知

識 観性 あ い 源 い い 見 い
18  

 面 指摘 考え 占領 見方

う あ う 陸 最 端 学知識 触 誇

思 い いう あ 彼 研究 い 着冷静 態 維持

い 目 中 理解 い 部被 傷

犠牲者 療 大 役割 いう あ  

定 被 者 社会的文 的 面 い 再考 大変興

味深い あ 山 民 原 症 業病 識 い 故

隠 う 式 情報 無 彼 射線被 何 意味

避 理解 い 回 産婆 師 行動

証 あ 彼 理解 方 臭 い

部被 いう 考え 時 多 要 情報 隠 い 実

い い 思わ  

 

                                                  
16 笹 前掲書 pp.115-131  
17 岡 子 産婦 被 被 体験 13 島 療

生 原 被害者 会 1990 pp.33-38  
18 Lindee, ibid., p.19. 
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付 稿 2012 12 14 慶應義塾大学 開催

学 学会第6回大会 the Sixth Conference for the Asian Society for History of Medicine  

報 基 い 作 報 英語 行 回報 書 掲載 あ

語 筆修 い  
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「貯貰貯 「貯貰」 動 課 定

水 定 和実定

 

 

定 研究 2010 2013 縮･ 廃 国 情勢･国 情勢 動

門家 析 論調 被 地･ 島 応 理

縮･ 廃 課 示 あ  

 

．「010 核 動向 課題 

1  

定 2010 世界 縮 兵器廃 動 測 要 節目

出来 あ 期 注目 最大 要因 5

開催 条 NPT 再検討会議 あ 前回 2005 再検討会

議 何 生 5 間 世界情勢 激変

縮 生 1995 2000 再検討会議 決 少

再確 少 世界 縮 前 期  

定 世界 兵器 95 保 米 2009 失効 戦略兵器削減条

START わ 条 結 兵器 削減 実現 期  

定 方 2 実験 強行 兵器開 疑惑 朝鮮

者問 浮 朝鮮半島 緊張 6 国 議再開 立

東 情勢 響 え い 中東 国 社会 背 濃

縮活動 兵器開 警 空

能性 現実味 議論 世界 情勢

追う 複雑 増 被 地 期 兵器廃 依然

い  

定 NPT 再検討会議 大統領 指 力 世界 情勢 う 響

え 変 振 返  

 

「 「010 ３５９ 再検討会議 成果 課題 

定 兵器 い世界 掲 米大統領 兵器廃 期 高 中

2010 5 国連 部 NPT 再検討会議 開催 64 目 行動計

盛 込 最終文書
1

全会 択  

                                                  
1 2010 Review Conference of the Parties to the Treaty on the Non-Proliferation of 
Nuclear Weapons, Final Document, Volume I, NPT/CONF.2010/50 (Vol. I). 
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う 行動 5 兵器国 組 縮 個 目標 全 種類

兵器 世界規模 削減 兵器 役割 減 兵器 使用 防 最終的 廃

う 策 議論 的 兵器使用 険 減 7 目 明 兵

器国 照 縮 捗状況 2014 NPT 再検討会議

準 委員会 報 う求  

最終文書 包括的 実験禁 条 CTBT 期 効 兵器用 性物

質生産禁 条 条 FMCT 期交 開始 要課

羅 1995 NPT 再検討会議 択 中東決議 盛 込 中東

非大 破壊兵器地 創設 国 会議 2012 開催 最終文書

支持 endorse  

定 回 NPT 再検討会議 黒澤満 大阪女学 大学教授 指摘

い 第 1 再検討会議 最終文書 初 兵器禁 条 い 言

第 2 米大統領 唱 兵器 い世界 いう目標

再検討会議 決議 文書 中 般的 入 い 第 3 米 会議直

前 新 START 条 署 兵器削減 期 高 第 4

大統領 主張 兵器 役割 減 い 再検討会議 米国 表

束 期 高 第 5 最終文書 兵器禁 条 連 国

人 法 遵 盛 込 国 人 法 観 縮 展望 開 能性

高 第 6 非 兵器地 設置 兵器国 力的 姿勢 示

2
踏 え 黒澤氏 縮 展 好 機会 述 い  

定 NPT 再検討会議 目的 NPT 3 柱 あ 縮 原子力 和利用

い 条 運用状況 あ 森 敏 殖大学 情研究 長 回

再検討会議 い 3 通 多 体的 行動計 意

最大 あ 評価  

縮 兵器国 2014 NPT 再検討会議準 委員

会 縮 組 報 う求 大 いう 方

国 求 国 原子力機 IAEA 査察 限強 義務

実現 兵器開 疑惑 持 い い 指 言 非 文書

盛 込 課 指摘 原子力 和利用 IAEA

査察 強 国 原子力 和利用 途 国

立構造 明 いう  

定 会議 通 局面 兵器国 非 兵器国 利害

得 方 妥 産物 あ NPT 体 国家利益

                                                                                                                                                  
<http://www.un.org/en/conf/npt/2010/> 
2 黒澤満 世界 ――NPT 再検討会議 結 踏 え 国 問 No.595
2010 10 2 3  
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い あ 国益 追求 冷厳 交 必要 あ 森 氏 述 い

3  

定 阿部信泰 国 問 研究 縮･ 長 回 再検討会議 い

会議 個 1995 再検討会議

中東決議 基 国 会議 2012 開催 支持 大

評価  

定 方 縮 行動計 い 縮 問 議論 再検討会議第 委

員会 議長 当初 廃 期限 行程表 盛 込 行動計 案

示 NGO 縮 派 国々 表 期 抱 兵器国 抵 容 薄

期 急 いう いえ 縮 主要 2014

再検討会議準 委員会 兵器国 捗状況 報 兵器全面廃

いう 転 決議 再確 兵器 使用 悲 人 的結

懸念 国 人 法 遵 表明 兵器 い世界 実現 縮 教育 奨励

文書 明 阿部氏 挙 い
4  

 

」 米大統領 核 策 核兵器 い世界  

定 兵器 い世界 え 国 社会 鮮烈 米

大統領 人気 2010 い 色あ 感 あ 米国 新国防戦略

策 表 米 間 新 START 条 意 NPT 再検討会議

縮 策 価 問わ い 出来 あ 当 兵器 い世界 実現

兵器 動 見 う  

 

『 国防計画見直 ６）７  

大統領 2010 2 1 就い 初 4 国防計 見直 QDR

表 4 1 国防長 国防戦略 包括的 見直 議会 出 交

全保 策 指針 文書 あ  

特 来 米国 国防戦略 あ 地域 処 多

様 威 応 転 あ 米 盟 盟 強 保

策 中 置付 米 再 行程表 実 米 長期間

駐留 再 確実 実 う  

QDR 四 優 課 掲 第 1 現 戦 勝利

体的 勝利 戦

縮 兵力 中 方針 第 2 防

                                                  
3 森 敏 2010 NPT 運用検討会議 課 情 2010 7 8
2 15  
4 阿部信泰 2010 NPT 再検討会議 評価 情 2010 7 8 16 29  
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4 

抑 米国 直接攻撃 防衛 潜 的 抑 暗 中国

念頭 置い い いわ 第 3 打破 多様 緊急 態 処

準 土攻撃 自然 害 処 弱 国家 支援 大 虐

処 多様 態 想 い 第 4 全 願兵 維持 強 米国

湾岸戦 前 兵 願 優 い 識 着

戦闘 泥 兵士 疲弊 中 改 願兵 維持 掲

5  

定 QDR 作 あ 検討 う 朝鮮 崩

壊 管理 能 あ い 兵器保 兵器 絡 能性

あ 戦略環境 視 入 い QDR 複雑 多様 威 あ 手

段 米国 処 う い あ 手段 中 当然 兵器 含

考え 視 入 国防戦略 中 大統領 掲

い世界 いう理念 余地 あ 得 う 疑問視 え い  

 

「011 度核兵器活動関連予算 

定 兵器 い世界 意欲 疑問 投

連 算 あ QDR 表 2 1 2011 会計 米国 府 算案 表

う 兵器活動 連 算案 総 70 億 前 比 10 増

 

定 算増 要因 蓄 兵器管理 現 保 い 兵器 維

持 視 改修 信頼性評価 解体 廃棄 含 兵器活動 連 算 4 1

地 実験 蓄 兵器 信頼性 全性 維持 研究

開 兵器研究 兵器製造 実験 投資 算 含

い  

定 大統領 演 中 兵器 い世界 時 世界

兵器 あ 限 米国 抑 力 維持 強調 い 国家 全保 局

者 う 算 い 兵器 信頼性 確保 兵器 削減

必要 主張 批准 遅 い 包括的 実験禁 条 CTBT 支

持 確保 必要 副大統領 述 い う 5

間 兵器活動 連 算 50 億 増え 見通 いう
6  

 

核態勢見直 ３５７  

定 方 い世界 模索 感 動

                                                  
5 高 国防戦略(2010QDR) 米 盟 情 2010 3 55 81

 
6 “Obama Budget Highlights Stockpile Work,” Arms Control Today, Vol. 40, No. 2, 
March 2010, pp. 47-48. 
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5 

4 6 米国 新 戦略 指針 態勢見直 NPR 表 国防総

省 策 議会 出 報 書 中 米国 兵器 保 目的 い

あ 米国 盟国 攻撃 抑 あ 限 兵器 使用 極限状態

限 い 非 国 兵器 使用 い 新 方針

打 出 生物 学兵器 兵器 使用 い 新 実

験 行わ CTBT 批准 力 盛 込  

定 通 世界 表 NPR 報 書 冒頭 演

大統領 写 掲載 報 書 い世界 念頭 置い い

強 い
7

豪 府 支援 足 縮

国 委員会 ICNND 2009 12 表 報 書 縮 最近

策 言 兵器 役割 勧 い 意識 う

NPR 報 書 米国 全保 戦略 兵器 役割 5 要 策 2 番

目 明
8

時 盟国 抑 力 堅持

い
9  

 

米 新 ８９A７９ 条約 

定 1991 米 間 署 第 1 戦略兵器削減条 START 1 2009 12

失効 立 米 間 START 条 交 行わ い 失効期限

2010 3 米 首脳 う 最終 意 4 8 米大統

領 大統領 署  

新 START 条 両国 条 批准 7 配 弾頭数 1,550

削減 弾 運 手段 800 基 削減 義務付 い  

定 実  前 2002 間 戦略攻撃力削減条 ワ条

結 米 方 2012 戦略 弾頭 1,700 ～2,200 削減

い 新 START 条 ワ条 比 削減 容 あ

評価 え う 運 手段 いえ 現 500 基

い い 500 基 削減 米国 案 い いわ 新 START 条

運 手段 増 能  

定 いえ 世界 兵器 95 保 米 両国 削減 実行 い限 縮

展 い 意味 米 意 歓迎 う
10  

                                                  
7 U.S. Department of Defense, Nuclear Posture Review Report, April 2010. 
<www.defense.gov/npr/docs/2010 Nuclear Posture Review Report.pdf.> 
8 ICNND 報 書 NPR 程 い 水 和実 兵器廃

4 報 比較 米国 響 和研究 第 35 2010 39 61 参照  
9 Morton H. Halperin, “A New Nuclear Posture,” Arms Control Today, Vol. 40, No. 4, 
May 2010, pp. 15-18 参照  
10 “New START to Be Signed April 8,” Arms Control Today, Vol. 40, No. 3, April 2010, pp. 
27-29; “New START Signed; Senate Battle Looms,” Arms Control Today, Vol. 40, No. 4, 
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6 

定 新 START 条 世論 う見 い 全 世論調査 VTsIOM

2010 5 行 世論調査 条 い 良 知 い 8 何 聞

い あ 37 初 聞い 52 回答 能 3 国民 容

周知率 心 党間 共産党 自民党 党 い

肯 的 捉え い 部 指 者 条 戦略 縮 意味

い 表 冷 態 あ いう
11  

 

核 拡散条約 ３５９ 再検討会議 

定 前節 述 う 5 国連 部 開 再検討会議

5 3 28 4 間 審議 経 最終文書 全会 択 閉会 期

大統領自身 出席 僚 国務長 出席

指 批 演 行い 米国 感 象  

定 兵器 い世界 NPT 強 え 大統領 意 回 再検

討会議 2009 準 委員会会 前 雰 気 い いう 戦

掲 前 兵器 含 あ 手段 戦う 標榜

2005 再検討会議 縮 議論 完全 背 い 好 照 あ

当時 米国 姿勢 2005 会議 何 決

終わ  

定 う 空気 中 回 再検討会議 1995 2000 再検討会議 縮

決 全 再確 新 縮 う 容 盛 込 最終文書

択 体的 容 非 国 求 い 期限 明示

縮計 米国 含 兵器国 削 2000 最終文書 比

大 展 見  

定 役割 総括 縮 期的 指 力 揮

いえ い 多国間 い 通 縮 い 議 要性

言え う 大統領自身 多国間 議 縮 いう

姿勢 い 意味 最大 保 国 米国 大統領

無視 い
12  

 

                                                                                                                                                  
May 2010, pp. 38-43 参照  
11 中良英 新 START 世論 情 2010 7 8 74 92  
12 大統領 2009 4 演 1 縮 い

縮会議 表部大使 氏 個 評価 兵器 依

削減 良(fair) 兵器 削減 良 CTBT 批准 力 落第(poor) 兵器用

物質生産禁 条 交 落第 NPT 体 強 落第 防 優(good)
い Paul Meyer, “Prague One Year Later: From Words to Deeds?” Arms 

Control Today, Vol. 40, No. 4, May 2010, pp. 64-68. 
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『 朝鮮 核問題 

 

朝鮮 兵器開 中 求 6 国 議 2008 12 首席 表者会議 最

再開 2009 5 朝鮮 2 目 実験強行 6 国連 保理

朝鮮追 決議 決 降 交 糸 い 2010 迎え 朝

鮮 米朝 再開 模索 動 見 い 緊張 高 出来

々 起 多 解決 困 動  

 

韓国哨戒艦 没事件 

第 3 26 生 韓国 哨 艦 件 黄 警

活動中 船体 突然 割 船 い 組員 46 人 犠牲

当初 韓国 府 故原因 断 慎 姿勢 示 い 韓国 米国 英国

門家 調査団 5 20 朝鮮 魚雷

攻撃 断 最終報 表 朝鮮製 高性能 薬 250 規模 魚

雷 哨 艦 船体 割 現 域 回 魚雷 部品 形状 部品

1 番 いう 表 朝鮮 いう
13  

李明博 韓国大統領 5 24 朝鮮 謝罪 者 処罰 求 間 人的交

流 交 停 含 策 表 朴仁国 国連大使 6 4 国連

保理 件 応 起 国連 保理 7 9 哨 艦 攻撃

非 含 議長声明 択 朝鮮 指 非 避 中国

慎 姿勢 崩
14  

定 朝鮮 魚雷攻撃 掛 2009 11 10 黄 起 韓国 朝

鮮 警 艇 銃撃戦 朝鮮 大敗 喫 経 混乱

国 引 締 あ い 者 見 金世 氏 付 強硬路

線 李明博 指摘 見方 出 い
15  

 

 金 恩氏 後継者  

定 朝鮮労働党 表者会 9 28 開 金 氏 男 氏 朝鮮人民 大

将 称 え 氏 党中央 委員会副委員長 中央委員 出

金 氏 者 朝鮮 力 移行 始 い

李鐘 立教大学教授 力 い 金 氏 応 者 近

族 総動員 支え 団指 体 的 面 あ 金 氏 力 検証

                                                  
13 塚 壮 韓国哨 艦 朝鮮 東亜 No.516 2010 6 71  
14 世界 部 激動 朝鮮 第 158 回 韓国 保理議長声明

世界 2010 9 183 190  
15 塚 壮 前掲 72  
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8 
 

い 全 1 人 引 世襲 移行 困 金 氏 健 問 あ 急

い 移行 準 足 否 近 族 団結 支え 得 い

う 指摘 い
16  

定 方 李英和 西大学教授 回 労働党 表者会議 開催 新体 展望

い 興味深い考察 え い 第 1 力 背 あ 金 総書

健 問 金 氏 2007 9 段階 初期段階 知症 あ

指摘 知症 行 断能力 執務面 行 見 いう  

第 2 朝鮮 部 改革派 派 力闘 繰 派

2006 2 射 1 回目 実験 2009 実験 通 え

行わ 強行 経 大混乱 派 部

任 追 労働党計 部長 処刑 100 人 粛清 いう

わ 頭 金 氏 義弟 改革派 筆頭格 張 氏 あ 労働党

表者会議 開催 主役 張 氏 金 氏 わ 役 張 張

張 宅 会議 あ 朝鮮 立 張 氏 中 新型

団指 体 あ 李英和氏 析 い
17  

 

 寧辺 ウ ン濃縮施設公表 対話 攻勢 

定 朝鮮 棄 第 2 段階 措置 朝鮮 3 設 無能

力 全 計 行う 2007 9 国 議 意文書 明

18
朝鮮 第 2 段階 措置 完了 い 棄 逆行 う 2009

5 地 実験 実 2010 6 国 議再開 立 い 緊張 い

 

定 う 中 2010 11 降 朝鮮 米国 求 攻勢 出 米

国 朝鮮 門家 問 門家 々 朝鮮 招聘 11 2 6

米国朝鮮半島和 担当特使 韓米経 研究 長 招

辺 設 見学 氏 設中 実験用軽

水炉 朝鮮 担当者 100 ワ 明
19

担当者 非 開 濃縮 設 辺 設中 あ 氏 漏

驚い 氏 壌 朝鮮 務省担当者 あわ

隠 う 氏 担当者 朝鮮 明性 高

                                                  
16 李鐘 久 中国 懐 入 朝鮮 体 世界 2010 12 75  
17 李英和 迷走 朝鮮 金 体 解 中央 論 2010 11 178

186  
18 務省 共 声明 実 第 段階 措置 仮 2007 10 3  
<http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/n_korea/6kaigo/6kaigo6_2kjs.html> 
19 世界 部 激動 朝鮮 第 162 回 動 米国 い 立

朝鮮 世界 2011 1 293  
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9 
 

歩 い 設 表 う迫 いう
20  

直 11 12 朝鮮 研究 長  

大学教授 招い 辺 設 案 設中 実験用軽水炉 見

氏 規模 25 30 ワ 2010 7 着 全 朝鮮

国産 術 2012 完 目標 いう  

氏 超近 的 濃縮 設 案 朝鮮 担当者 直前

氏 明 設 あ 氏 表 う

担当者 氏 設 2009 4 着 数 前 完

部 2,000 基 心 機 あ 目的 設中 軽水炉用 濃縮

製造 術 全 国産 濃縮 設

明 いう  

氏 間 2 濃縮 生産 能 設中 軽水炉 用

い 燃料 適当 高濃縮 あ 間 40 生産 能 兵

器 2 個 相当 いう
21

方 2007 6 停 5 ワ 原子炉 停

朝鮮 製造 型 弾 製造 行

い 候 見 いう
22  

定 2010 12  米 知 朝鮮 訪問

入 燃料棒 1 2 千 韓国 売 意 いう
23  

 

 突然 延坪島砲撃事件 

定 う 朝鮮 いわ 攻勢 最中 意 疑わ 出来 起

11 23 午 2 時 34 朝鮮 突然 黄 坪島 数十 砲弾 撃 込

兵隊員 2 人 民間人 2 人 死亡 件 起 金泰栄 韓国国防相 砲

撃 170 う 80 島 着弾 いう  

定 朝鮮戦 休戦 陸 境界線 2 非武装地 設 い

国連 朝鮮 間 意 出来 い い 国連 坪島

方限界線 NLL 設 島 確保 い 朝鮮 NLL

設 1990 降 島 境界線 主張 黄

韓国 朝鮮 間 1999 交戦 あ 競 い い い

                                                  
20 Nicole Finneman and Jack Pritchard, “North Korea Reveals Uranium Enrichment 
Facility and Light Water Reactor,” Korea Insight, A Monthly Newsletter of the Korean 
Economic Institute, December 2010, pp. 1-2. 
21 Peter Crail, “N. Korea Reveals Uranium-Enrichment Plant,” Arms Control Today, 
Vol. 40, No. 10, December 2010, p. 35. 
22 Siegfried S. Hecker, “A Return Trip to North Korea’s Yongbyon Nuclear Complex,” 
CISAC, Stanford University, November 20, 2010, pp. 1-8. 
<http://iis-db.stanford.edu/pubs/23035/HeckerYongbyon.pdf> 
23 塚 壮 砲撃 緊張終息 朝 模索 東亜 2011 2 68  
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朝鮮 陸地 直接砲撃 1953 休戦 来 初 出来
24  

実 砲撃直前 11 23 午前 8 時 20 朝鮮 韓国 黄 射撃訓

練 中 求 電 通知文 韓国 10 時 坪島周辺

射撃訓練 開始 いう 韓米 方 回 攻撃 緻密 計 意 的 挑

朝鮮 報 韓国 前 朝鮮 多連装 砲 18 門

岸 基地 移動 い 実 前 把握 い いう
25  

定 国連 保理 11 29 30 朝鮮 新 濃縮 設問 坪島砲撃

議論 行わ 非 声明 検討 中国 見 方 30

付 朝鮮 労働新聞 軽水炉 設 数千 心 機 濃縮

稼働 い 報 式
26  

定 間 緊張 い 懸念 中 韓国 府 砲撃 件 中断 い

坪島 射撃訓練 12 18 21 候 良い 1 再開 決

中国 府 強い憂慮 表明 朝鮮 将 会談 団長 通知文

時中 う警 韓国 20 午 1 時間半 わ 射撃訓練 実

朝鮮 朝鮮人民 最高 部 報 砲撃訓練 非 方 的挑 い

い 応 顧 価値 い 報復 い 示唆 緊張 う

段落
27  

定 う 2010 朝鮮 情勢 金 氏 体 作 中

朝鮮 硬軟両面 攻勢 国 社会 効 的 応 出来 引

い あ 中 11 10 朝鮮 連活動 国連報

書 表 朝鮮 国 的 武器 物資 引 1 億 獲得

弾 連活動 わ い

疑い 指摘 い
28  

 

』 ン 核開発疑惑 

定 IAEA い い 連 設 疑惑 2002 持

降 府 国 社会 警 無視 う 濃縮活動

大統領 2009 11 29 新 10 濃

縮 設 設 表明
29 2010 2 11 革 念 濃縮率 20

                                                  
24 世界 部 激動 朝鮮 第 163 回 緊張高 黄 世界 2011

2 281  
25 283  
26 284  
27 塚 壮 前掲 65  
28 Peter Crail, op. cit., pp. 38-39. 
29 David E. Sanger and William J. Broad, “A Defiant Iran Vows to Build Nuclear Plants,” 
The New York Times, November 29, 2009. 

― 218―

第二部　個別研究



11 
 

満 引 述
30  

定 2010 9 6 IAEA 務局長報 8 28 時 濃

縮 心 器 計 8,865 基設置 う 3,772 基 濃縮活動 行い

均 116 濃縮 生産能力 あ 5 2 8 6 間 376

濃縮 生産 報 物質 転用

い 検証 全 物質 和目的 確 い いう
31

方 5 31 付 IAEA 報 書 2,427 濃縮 蔵

い
32  

定 強硬姿勢 6 10 国連 全保 理 会 措置 盛 込

決議 1929 択 米国 EU 個

強 う 包 い 秋山信将 橋大学准教授 う

確 効 挙 い 策 転 う 明 あ

開 活動 兵器製造 潜 的能力

見 開 戻 困 米国

作戦 辞 い強硬論 頭 能性 あ 警
33  

 

 エ ン攻撃 可能性 

定 米国 攻撃 能性 指摘 い 2010

攻撃 能性 沙汰 う 米国 The Atlantic 2010

9 2011 7 連 設 攻撃 能性

50 析 掲載
34  

定 う 論調 目立 う 背 決色 鋭

強硬姿勢 あ 武装 国家 生

威 いう 立山良 防衛大学校教授 開

断念 能性 威 識 高 い

方 問 い 問 焦 当

始 厳 い 直面 い
35

強硬姿勢 強

策 う 析  

                                                  
30 Michael Slackman, “Iran Boasts of Capacity to Make Bomb Fuel,” The New York 
Times, February 11, 2010. 
31 秋山信将 主要国 ―― 保理決議 1929 降 動 中心

国 問 No.596 2010 11 20  
32 注 14 28  
33 27  
3434 Jeffrey Goldberg, “The Point of No Return,” The Atlantic, September 2010. 
<http://www.theatlantic.com/magazine/archive/2010/09/the-point-of-no-return/8186> 
35 立山良 策―― 威 大 新 問 国 問

No.596 2010 11 30  
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定 威 3 通 第 1 兵器開 第 2 第 3

武装勢力 あ

支援 あ  

定 第 1 兵器開 威 国連 保理決議 欧米諸国

個 歓迎 い 背 地 抹

大統領 言 開 え

攻撃 い いう強い 念

い いう 2009 国 調査 回答者 11 兵器

持 国 移 考え 答え いう  

定 国防相 武装 効 い 見 い

え 1981 原子炉 2007 9 連

疑惑 設 空 破壊 実績 持 攻撃

設 戦闘機 空 弾 攻撃 見

いう 攻撃 実 効 門家 見方 仮

攻撃 開 数 遅 あ 武装

追い 報復 招 結 中東 わ 状態 立山氏

述  

定 問 開 問 組 米

問 無視 い あ 兵器 保 非保 い

曖 策 見直 議論 米国 増え あ いう  

析 踏 え 立山氏 交 面 兵器開

問 自身 兵器問 いう 3 直面

い 攻撃 最 解 警 い
36  

 

ン国内情勢 ャ 権 

問 強硬姿勢 崩 う い い 永泰行 東京

国語大学准教授 国 情勢 背 析 い 永氏 2010 9

行 調査 前 比 国 人々 喧嘩 器物破損 増え

社会的 高 経 響 国 経 用 大

統領 否 的評価 増え 特 いう わ

大統領 強硬路線 い 終身国家 首 国 統率 基

策 決 最高指 者 師 支援 付 問

態 軟 能性 い 断言 永氏

結論付 い
37  

                                                  
36 32 37  
37 永泰行 国 情勢―― 穏 裏 あ 国 問 No.596
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【 エ 核兵器問題 

定 兵器開 保 い 国 社会 然 秘密 見

い わ 依然 府 式 肯 否 い 曖

策 い 背 1948 5 立 言 直

諸国 武力 立 国 府 系 民 立

兵器問 中東和 展 い あ 中東和

実現 解 機構 PLO  1993 意 結

国家 PLO 自 府

入 地域 暫 的 5 間撤 5 間 自 府 自 間

細 議 いう 2 意 い 両者 改善 2006

自 地 隣国 攻撃 実 崩壊

見 い 2008 12 2009 1

地 攻撃 人 PCHR 調 1,417 人 死

者 出 数千人 傷者 出  

定 う 経緯 踏 え 問 い 経 学者  大学中

東学研究 研究員 問 現状 い う 析 い  

定 的 いわ 意自体 和 最大

要因 最大 問 意 原文

地域 占領 いう表現 意 排 国 法 実

問 あ  

定 世界 4 番目 力 持 国 あ 2006 降 鎖 2008

侵攻 最大 目的 般 民 衰弱 民社会

抵 力 破壊 あ 地 破壊 再 最 20 億

必要  

定 狙い 自 あ 西岸 地 断 西

岸地 部的 断 経 的土 破壊 人 的 主

張 奪い 人 支援 象者 物 い 変え あ  

定 う 述 うえ 氏 問 国 社会 枠組 わ 国

法 国 解決 枠組 中 う 込 解決 い え

い
38  

定 地 攻撃 立 深 方

調査団体 2010 4 行 世論調査 占領地 人 う

複 民族国家 形 問 解決 支持率 前

20.6 33.8 増え 2 国家 解決策 支持率

                                                                                                                                                  
2010 11 3 10  
38 語 虚構 和 世界 2010 1 256 266  
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55.2 43.9 減 傾 踏 え 人 副

長 2 国家 解決策 破 主張 学者

氏 現状 い 興味深い考察 え い  

定 人 人 う 異 2 種類 人々 い 状況

個々 問 解決 う 状

況 解消 い 問 全 解決 う 間 い

あ 聖地 う 恒久的 解決方法 い  

定 人居 地 人 望 い 思

わ い 人自身 あ 療 社

会保 恵 失う 恐 い  

定 世界中 民族的 優 策 恥 知 追求 最 社会

あ 占領地 強奪 接 人 満 利 持 い

思 い 誤 考え 人 迫害 非 人 い

人 迫害 自 頼 い 考え い 人 う

考え 理解 い限 人 立 恐 理解 い  

定 う 述 うえ 氏 基 的 的方法 現状

人 い え
39  

定 策 い う 中島 晴 殖大学 情研究 教 兵

器保 意思 立直 抱 力 1967 第 3 中東戦

前 兵器 保 現 200 400 保 い 運

手段 1970 降 弾 戦闘機 え 方 無人機 入 検討

載能力 持 潜水艦 3 隻 載潜水艦 就航 い

型 弾 砲弾 い  

う 現状 析 踏 え 中島氏 現状保 い 兵器 破棄

能性 わ い 各国 戦略的優 性 維持

兵器 い 述 方 兵器 棄 条件

い 諸国 大 破壊兵器 開 保 い いう 容

容 入 歩 寄 現状 困
40  

 

】 日本 原子力発電 

定 利用 民生利用 用い 前者 兵器 者 語

原子力 あ い 原子力 和利用 表現 確

                                                  
39 聖地 部 世界 2010 7 266 
274  
40 中島 晴 兵器問 情 2010 7 8 66 73  
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民生利用 表 あ
41

島 長崎 被 体験

利用 結 般 民 険 引 起

民生利用 扱い 第 般 民 様 険 十 起

得 原 故 端的 示 い  

定 民生利用 険性 原 故 潜 い

い え民生利用 あ 鉱石 掘 原子炉用 燃料 濃縮 原子炉

燃焼 使用 燃料 再処理 高 射性廃棄物 最終処 連

持 険 隣 わ あ 扱い 間 え

故 起 険 人類 手 え い 大 被害  

定 原子力 策 原子力 電 設問 言い え 電

方法 択肢 問 え 問 議論

民 心 限 い いえ う  

定 民生利用 険性 問 2011 3 11 東 大震 伴

生 島第 原子力 電 故 注目 問

わ 個々 原子力 電 全性 い 原子力 策 問

燃料 策 い 青森県 中

い 使用 燃料再処理 高 射性廃棄物 蔵管理 濃縮

射性廃棄物 蔵管理 MOX 燃料 設 あ

立地 設 経緯 現 運営状況 見 数多 問 浮 彫

 

定 1969 藤栄作 議決 新全国総 開 計 基 青森県

周辺 3 用地 石油 造船 設 湾

原湖開 界 150 社 出資 設立 土地 会社

原開 株式会社 用地 始 1973 計 頓挫

1984 燃料 設立地 候補地 再浮 1994

濃縮 射性廃棄物 蔵 操業開始 缶

21 廃棄物 運 込 最終的 全国 原 300 運 込

当初 計 高 射性廃棄物 蔵 1995 操業 開

始 固 体 射性廃棄物 1200 蔵

大 2001 着 使用 燃料再処理 高 射性

廃棄物 固 体 設 試運転中 高 廃液 漏洩

17 回 竣 期 い
42  

                                                  
41 NPT 条文 和利用 相当 英語表 用い い

military 語 適 civil あ 利用 民生利

用 表現 あ  
42 鎌 慧 斉藤 半島 第 2 回 悲劇 世界 2010 2
106 115  
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問 う 燃料 計 細 実態 険性 国民 十 知

議論 い 国策 遂行 う 民社会 部 人

い 心 持 う  

定 燃料 計 い 設 現状 並 注目 高

射性廃棄物 最終的 半永久的 蔵 最終処 行方 あ 2000

立 特 射性廃棄物 最終処 法 最終処 法 原 使

用 燃料 固 体 地 300 深い地 埋設 決

2006 生 使用 燃料 固 体 算 2

最終処 自 体 募 い 明確 自 体

い中 原 20 基 立地 構想 あ 東京電力 東 電力 800

用地 青森県東通 地 部 誘 動

あ いう
43  

定 険性 人類 う い いう視 利

用 民生利用 現状 い 視 い 必要 あ う  

 

8 わ ――広島 長崎 役割  

定 大統領 兵器 い世界 縮 廃 NPT

再検討会議 開催 2010 被 地 島 長崎 期 高 島 長

崎両 長 2020 兵器廃 盛 込 議 書

NPT 再検討会議 択 和 長会議 通 積極的 活動 繰

兵器廃 国 世論 高 目的 両 長 島 長崎 開催

検討
44

再検討会議 議 書 択 起 盟国 実現

開催 い 地 賛否両論 あ 最終的 立候補

 

定 う 流 体的 包括的 容 盛 込

島出身者 あ 児玉克哉 大学教授 案 い 国 NGO

人地雷禁 条 立 ワ

弾禁 条 立 参考 被

者団体 国 NGO 非 保 国 中心 段階 追 兵器使用 威嚇禁 条

兵器開 禁 条 兵器廃 条 地球的非 地 条 立 う いう

容
45  

                                                  
43 鎌 慧 斉藤 半島 第 4 回 東通 定 汚染 来 世界 2010

4 81 92  
44 秋葉忠利 兵器 い世界 民 手 実現 ！ 能 縮問 資

料 2010 1 2 2 11 富久 兵器 い世界 実現 信 前掲

12 15  
45 児玉克哉 何 世界 2010 5 142 149
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定 島 長崎 う 期 あ う

意義 否 い 例え 縮 国 委員会

ICNND 第 4 回会 2009 10 島 開催

子両共 議長 会見 2025 兵器削減目標数 兵器廃 明確

期限 設 い 表明 秋葉忠利 島 長 大変 念 あ

表 会見 明確 期限 設 い い 厳 批

姿勢 確 い 兵器廃 求 被 者 被 地 気持 弁

あ 2020 兵器廃 いう目標 比 期限 遅いあ 言 否

いう硬直 姿勢 い  

定 島 長崎 最 意欲的 目標 掲 国 社会 言 当然 期

役割 あ 兵器 削減 廃 いう 方 い い 限 目標 数値 い

わ 連携 う 寛容 姿勢 島 長崎 求 う  

定 NGO 立 問 わ 崎哲 共 表 唯 被 国

いう言葉 方的 わ わ 唯 強調 特 経験 い

うい 世界 献 冷静 考え 述 い
46  

定 世界 目 稿 触 範 見 朝鮮

問 解決 容 い 利用 民生利用

険性 い 被 国 被 地 員 剣 考え

必 十 い 被 地 役割 世界

共通 目標 世界 粘 強 寛容 働 あ う  

 

 

．「011 核 動向 課題 

  

定 東 大地震 見 わ 2011 3 11 島第 原子力 電 津 襲わ

非常用電源 失わ 全6基 原子炉 う 1 機～3 機 炉心溶融 起

大 故 島原 故 い 議論 い

稿 縮 視 故 策 い 響 え い

う 絞 い 論調  

定 2011 いう 前 行わ 条 NPT 再検討会議 曲

最終文書 択 裏 終わ 縮 着実 歩

踏 出 問わ 原 故 世界 え 衝撃

あ 大 民生利用 原子力 利用 い

                                                                                                                                                  
 

46 崎哲 廃 構想―― 的好機 2010 う 組 世界 2010
5 137  
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捉え方 あ 民社会 被 地 縮 視 原

故 何 問わ い 明快 答え 見い 現状

いえ  

定 方 2009 4 演 兵器 い世界 え 米大統領

陰 見え 米国 実行 移 う い 策 検証 試 増

え 稿 2010 表 態勢見直 Nuclear Posture Review: 

NPR いう 策 策文書 い 析 議論 米国 検討

い 使わ い新 攻撃力 い  

定 9.11 時多 10 目 首謀者

容疑者 米特 部隊 害 死 国

組織 え 響 論 い 朝鮮 連

動 論調 い  

 

 原発事故 核エ 核軍縮 

原発事故 起 前 特  

定 島第 原子力 電 故 起 2 前 雑 世界 1 原 故

想 う 原子力復興 いう 険 夢 いう特 組 8 掲

載 中 多 論者 島原 故 問 視 う 要 指

摘 論 含 い  

定 原子力 策 門家 氏 部 家 伝

原子力 いう歌い文 わ 世界 原子力 電

電 伸 わ 再生 能 需要 高 あ 念

革 い 警 い
47  

定 飯 哲 環境 策研究 長 民主党 掲 い 2020 温 効

25 削減 再生 能 視 策 足 経 産業省

僚組織 あ い 電気 業連 会 経団連 電力会社 支え 原子力族議員 抵

骨抜 実情 析 い
48  

定 特 盛 い 原 運動
49

あ い 原 立地 膨

大 補 金 時 潤 自 体 原 自立 失 い 実情
50

あ

東 大震 島原 津 被害 暗示 う 電力 3

割 原 依 湾 去何 津 襲わ 島 廃棄物 蔵 い

                                                  
47 原子力 世界 2011 1 126 138  
48 飯 哲 新 環境 策 逆噴射 世界 2011 1 139

148  
49 梶 郎 揺 原 運動 世界 2011 1 167 175  
50 伊藤久 原 依 う脱 世界 2011 1 176 193  
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険 実態
51

報 い  

定 示 島原 故 あ 突然 降 わい 出来

者 間 原 連 深 問 明 い いう

あ  

 

原発事故後 主要論点 

定 3 11 東 大震 津 島原 故 生 あ 震

原 故 掲載 稿 い あ 廃 縮 視

原 故 問 扱 論考 意 少 い う う 視

書 論考 象 い 主要論  

定 鈴木 美氏 島原 故 被害 大 あ 中

家 原子力 者 原 維持 大 叫 者 い い 武装

能性 保持 理  

定 NPT 1970 署 批准 7 1977 あ 実 当時 藤

栄作首相 府 者 1964 中国 実験 武装 剣 検討

い NPT 署 前 1969 務省 部文書 NPT 参 否

わ 当面 兵器 保 い 策 兵器製造 経 的 術的

常 保持 肘 う い う配慮 方針 掲

い いう  

定 2005 原子力 策大 策 策 委員 人

再処理 操業 開始 使用 燃料 再処理 行う 理 再処理 国

的 貴 既得 失え 戻 い 利 あ 述

う 議論 武装 保持 あ 島原 故

う 意見 家 原 者 中 潜 い 鈴木氏 警 い
52  

定 石 洋 NHK 解 委員 島原 故 府 応 報 い

兵器国 共通 姿勢 う え 原 故 生直 故

策 部 立 情報 響 開始 迅

理 原 故 憶 冷え込 改善 生

世界 原子力 冷え込 懸念 いう  

特 いえ 府 原 故 原 輸出戦略

IAEA 原 全性 国 的 統 基準作 求 い

輸出 原 管理運営 燃料 使用 燃料 保管 任 持 管

理 狙い あ 国 的 原 管理 兵器国 P5 P5 許

                                                  
51 中生勝美 蘭嶼島定 津 島 蓄積 廃棄物 世界 2011 1 194 202  
52 鈴木 美 いう 標―― 策 転 世界 2011 5

178 179  
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部 国 限 う いう 兵器保 国 思惑 弁 い 石 氏 見 い
53  

定 家 中 原子力 電 原子力 策 問 確 理解

言 河 郎 衆議 議員 自民党 原子力 策 大 柱

い 燃料 破綻 い 指摘 い  

燃料 要 高 増殖炉 1970 30 完 言

わ 少 あ 50 い 言わ 全 機能 い い

高 増殖炉 燃 増え い 高 増殖炉 わ

燃料 あ 減 い 各

原 蔵 い 使用 燃料 杯 行 い 再処理 設

移転 再処理 高 射性廃棄物 地 数

蔵 最終処 設置 決 仮 決 地震

耐え 数 全 保管 う 保証 い  

定 う 述 河 氏 う 積 回 島

故 繋 見方 示 い
54  

定 島原 故 米 連携 動揺 え 見方 あ 昌克 共

通信 委員 米国 回 故 大規模 支援 決 背 要素

あ いう 第 米国 104 基 原 原 大国 国 原

新規 設 稼働 原 輸出 目指 い 島原 故 国境 越え 原

全性 投 島原 米国製 あ う 響 最

限 食い い 第 2 防 米国 NPT 体 要

NPT あ 兵器国 縮 力 防 非 兵器

国 原子力 和利用 保証 いう 3 柱 う 原 故 揺 い  

定 府 島原 故処理 誤 要素 響 え 実

府 十 故 応 米国 間 溝 生 米間 齟齬 生 い

氏 述 い
55  

 

日本 策 え 影響 

定 回 原 故 策 う 響 え 米国

大学 准教授 比較 学 理論 否

56
概念 用い 1950 策 概観 興味

                                                  
53 石 洋 原 故定 う見 世界 2011 5 182 189  
54 河 郎 定 策 転 い 世界 2011 6
84 85  
55 昌克 盟 襲 機 ――齟齬 誤算 米連携 世界 2011

7 109 111  
56 否 Veto Player 特 立法 現状 変更 意

得 必要 個人 団 う 意 え 否 限 持 個人 団
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深い結論 い い 准教授 策 否

総理大臣 原子力委員会 原子力産業界 通産省 経 産業省 都 府県知

電力会社… 第 増え 相互 複雑 絡 結 突然

兵器開 踏 困 あ 時 島原 故 教訓 脱原

う 原子力 策 大幅 変更 起 引 蓄

積 伴う現 原子力 策 う 析 い
57  

定 島原 故 社会 大 教訓 突 学 迅

策 改 困 准教授 指摘 現状 見 限 念

当 い 言わ 得 い  

定 方 原 故 機 和主義 あ 方 問い直 議論 起

い 和活動家 共 表 崎哲氏 戦 戦 和運動 批

的 振 返 回 故 教訓 踏 え 島 長崎 島 世界

求 被害者 声 被 体験 基 島 被害 最 NPT

わ 兵器禁 条 新 枠組 和運動 家 連携 地域

運動 自 体 連携 え い
58  

和運動 策 響 え う 問わ い

いえ う  

 

 米国 核戦略 

核態勢見直 分析 

定 米国 2010 4 表 策 文書 態勢見直 Nuclear 

Posture Review Report59 NPR 容 い 各国 研究者 析 門

掲載 主要 論 中心 紹 う  

NPR 米国 兵器 保 目的 米国 盟国 攻撃 抑 限

兵器 使用 極限状態 限 条 NPT 遵 非 兵器国 兵器

使用 い 新 方針 打 出 生物 学兵器 兵器 使用

新 実験 行わ 包括的 実験禁 条 CTBT 批准 力

盛 込 い  

定 米国 国 問 研究 研究 行

門 The Nonproliferation Review 2011 3 NPR

                                                                                                                                                  
指 George Tsebelis, Veto Players: How Political Institutions Work, New York: 

Russell Sage Foundation, 2002 参照  
57 Jacques E.C. Hymans, “Veto Players, Nuclear Energy, and Nonproliferation,” 
International Security, Vol.36, No.2, Fall 2011, pp.154-189. 
58 崎哲 和運動 来 あ 世界 2011 9 89 90  
59 Department of Defense, Nuclear Posture Review Report, April 6, 2010.  
<http://www.defense.gov/npr/docs/2010%20Nuclear%20Posture%20Review%20Report.p
df> 
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特 組 NPR 各国 策 え 響 析 中 大

学 教授 NPR 各国 縮 力

方 響 え 考え い 4 手段 必要 米国

各国 威 識 米国 任あ 保 国 縮

国 的規範 形 各国 響力あ 者 NPR 容

好意的 策 交 引

唱 い
60  

教授 指摘 各国 縮 力 2009 4 大統領

演 う 心情的 え 現実的 策 連携 必要 あ 示唆

いえ う  

定 NPR 個 兵器国 い 響 あ え 米国 並 大 兵器国

NPR 中 米国 米 間 新 START 戦略兵器削減条 通 2 国間

枠組 維持 懸念 米国 防衛 い 解決 姿勢

示 概 好意的 入 い いう
61 NPR 表 2010

4 6 新 START 署 4 8 2 前 あ NPR

新 START 意義 積極的 強調 容 い  

定 方 中国 応 概 懐疑的 う 2002 1 表 時

NPR62
中国 含 7 国 兵器 使用 非常 態計 立 い 比

回 NPR 中国 米国 兵器

削減 兵器 依 CTBT 批准 検討 評価

NPR 盛 込 米国 防衛 通常兵器 強 中国 兵器 抑 力

阻害 批 的 見 い いう
63  

定 米国 盟国 方 複雑 府 防衛

者 民 異 い米国 研究者 報 い

府 防衛 者 回 NPR 縮 追求 国 和 維

持 目標 強調 い 歓迎 面 兵器 威 い

非国家主体 強調 い 満 朝鮮 中国 いう国家

主体 兵器 威 問 考え い  

定 方 縮擁護派 民 回 NPR 兵器 使用 明 あ

                                                  
60 Scott D. Sagan & Jane Vaynman, “Introduction: Reviewing the Nuclear Posture 
Review,” The Nonproliferation Review, Vol.18, No.1, March 2011, pp.27-32. 
61 Pavel Podvig, “Instrumental Influences: Russia and the 2010 Nuclear Posture 
Review,” The Nonproliferation Review, Vol.18, No.1, March 2011, pp.39-50. 
62 Department of Defense, Nuclear Posture Review Report, January 8, 2002; 2002

態勢見直 容 い 水 和実 廃 ―― 10 動

論調 法 文 社 2009 91 92 参照  
63 Thomas Fingar, “Worrying about Washington: China’s Views on the US Nuclear 
Posture,” The Nonproliferation Review, Vol.18, No.1, March 2011, pp.51-68. 
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い 兵器 唯 目的 攻撃 抑 言 唯 目的 言 期

い 盛 込 失望 防衛 門家

使用 唯 目的 言 盛 込 朝鮮 生物 学兵器

米国 威力 損 う いう理 盛 込

い いう 府 回 NPR 起草段階 米国 府 前例 い

米間 前調 行 満足 引 維持 求 米

間 緊密 維持 望 い いう
64  

定 兵器 い世界 いう 目標 回 NPR い

響 持 う 和研究 長 2010

NPT 再検討会議 失敗 終わ 前回 2005 NPT 再検討会議 比較 応

着目 2010 NPT 再検討会議 各国 府 表 演 中

最 好意的 言 策 兵器 い世界 新 START

あ NPR 演 言 あ 響力 持 得 い い

示唆 い
65  

定 The Nonproliferation Review 特 中 NPR 9 国

大西洋条 機構 NATO 応 個 論文 掲載 い 兵器 役割

盛 込 回 NPR い 冷淡 厳 い態 中国

いう 兵器国 最 NPR 批 的 自国

国 的 地 全保 維持 的 兵器 要

置付 い
66

中国 大統領 縮 策 米国 覇 維持

入 当 手段 見 い
67

自国 策 中国 威 土

立案 縮 策 響 い
68

国防 策 担当者 米国 意思 縮 世論

米国 屈 い
69  

定 回 NPR 前回 NPR 比 兵器 役割 縮 面

見 え 起草 段階 多 国 策担当者 議

                                                  
64 Ralph A. Cossa & Brad Glosserman, “Extended Deterrence and Disarmament: Japan 
and the New US Nuclear Posture,” The Nonproliferation Review, Vol.18, No.1, March 
2011, pp.125-145. 
65 Harald Müller, “A Nuclear Nonproliferation Test: Obama’s Nuclear Policy and the 
2010 NPT Review Conference,” The Nonproliferation Review, Vol.18, No.1, March 2011, 
pp.219-236. 
66 Harald Müller, “Flexible Responses: NATO Reactions to the US Nuclear Posture 
Review,” The Nonproliferation Review, Vol.18, No.1, March 2011, pp.106-109. 
67 Thomas Fingar, ibid., p.58. 
68 S. Paul Kapur, “ “More Posture than Review”: Indian Reactions to the US Nuclear 
Posture Review,” The Nonproliferation Review, Vol.18, No.1, March 2011, pp.69-83. 
69 Michael Krepon, “The Limits of Influence: US-Pakistani Nuclear Relations,” The 
Nonproliferation Review, Vol.18, No.1, March 2011, pp.85-101. 
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調 試 う う 姿勢 行動主義 国 調主

義 特 い う 大統領 当

2008 11 挙前 米国議会 超党派 委員会 各国 府 範 議

調査 行 う 動 背 あ いう
70  

定 国 縮派 民 厳 い評価 NPR 縮 策 う

模索 背 い  

 

通常兵器 迅 グ 攻撃 計画 

定 兵器 い世界 え 米国 方 兵器 用い

地球 短時間 う 打撃 え 新兵器 開 い 2010

2 国防総省 表 四 国防戦略見直 QDR 中 明  

文書 戦力強 6 領域 米 土防衛 非 部門支援

乱鎮 作戦 国 能力 困 環境

攻撃 抑 打破 大 破壊兵器 阻 空間 効 的作戦

挙 い う 能力 手段 通常兵器 迅

攻撃 Conventional Prompt Global Strike CPGS 構想 試作品 実験 行う

明 い
71

構想 世界 い 目標 中精

高い非 兵器 防衛能力 突破 迅 打撃 え う あ

 

定 地球 短時間 う 打撃 え 攻撃能力 大陸間弾

ICBM) 潜水艦 射弾 SLBM) 射程距 1 超え

1 時間 目標 到 戦略 兵器 担 CPGS 構想 能力 非

新兵器 防衛 門家 動 注目 い
72  

定 米国 ICBM 載 弾頭 中精 時 射弾頭 半数 半

着弾 距 1950 E 3.7 現

配 中 110 いわ 中精

弾頭 破壊力 目標 破壊 能 弾頭 規模  

定 射程距 短い精密誘 兵器 中精 高 1980 巡航

中精 10 1990 米 実用

使わ い GPS 用い 誘 弾 JDAM 中精 10 いわ

う 術 1991 湾岸戦 降 攻撃 着 う

定  

                                                  
70 Scott D. Sagan & Jane Vaynman, “Conclusion: Lessons Learned from the 2010 
Nuclear Posture Review,” The Nonproliferation Review, Vol.18, No.1, March 2011, p259. 
71 Quadrennial Defense Review Report, p.33. 
72 能勢伸之 岡部い 無意味 超 文藝春秋 2011 1
374 382  
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う 中精 目標 破壊 必要 弾頭 破壊力 規模

精密誘 兵器 射程距 短 巡航 1600

程 飛行時間 2時間 射程距 長 攻撃 時性 持 SLBM

ICBM 精密誘 兵器 攻撃 能 弾頭 通常弾

頭 載 目的  

米国 現 空 構想 体 あ う 空 長距

非 弾頭 載 精密誘 行う 通常弾頭 載型打撃 (CSM: 

Conventional Strike Missile) 開 あ SLBM

通常兵器 計 い いわ  

CSM 構想 弾頭 わ 通常弾頭部 錐形

い 角形 HTV 2 超音 滑空飛翔体 検討 弾頭 部 硬 い

金属製 細長い弾体 弾体 大

形 通弾 10 載 BLU 108 検討

い いう
73

防衛省 CSM 役 弾 流用

弾 明確 異 い弾 兵器 混 防 い

う CSM 構想 兵器 新 戦略兵器削減条 弾頭数 運 手

段数 限 いう
74  

定 う 非 兵器 開 大統領 え 兵器 世界 実現

世界 和 献 う 国 的 縮 課

兵器 使用 兵器 役割 叫 防衛 書 米国

CPGS 開 兵器 依 減 能力 え い

米国 CPGS 開 快感 示 2010 国家 立

威 通常兵器 兵器 使用 留保 述 い
75  

定 米国 CPGS 開 世界 和 非 非

世界 新 課 直面 う あ  

 

                                                  
73 前掲 379  
74 防衛省 23 定 防衛 書 58  
75 能勢 岡部 無意味 超 381  
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 ン ン 死 国際  

定 国 組織 指 者 9.11 時多 10

目 2011 5 1 近郊 隠 家 米 特 部隊

害 6 16

指 者 ワ 副 任 声明 表

死 組織 活動 米国 作戦 い 響 え う  

定 米国 大学 教授 組織 え

最大 響 激派 世界観 底 変え 視 象

侵攻 連 世界 者 米国 移 いう

聖戦 目 活動 行う 聖戦

戦士 数多 統 う

死 部 激 能性 あ いう  

定 方 何 人 戦士 訓練 構 員 数 人程 減少

いわ 行 担 教 人員募 黙

大義 支持 教 調者 数 人 能性 あ 教授

う 述 え 構 員 1 人 う 作戦

指 者 害作戦 効

基地 無人機攻撃 情報 必要 い
77  

定 黒瀬悦 売新聞ワ 特派員 米国 う 門家 見方

米国 組織 戦略 無人武装 察機 積極活用 少数精鋭 特

部隊 視 作戦 視 作戦 長期 わ 見

通 壊滅 米国 強固 意 示 い いう
78  

                                                  
76 防衛省 22 定 防衛 書  
<http://www.clearing.mod.go.jp/hakusho_data/2010/2010/colindex.html> 
77 死 消滅 中央 論 2011

7 148 155  
78 黒瀬悦 追跡 十 ―― 必要 中央

論 2011 9 87  
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定 米国 強硬論 強い 社会 部 第

見方 厳 い 析 あ 山 昌之 東京大学 誉教授

最近 あ 春 いう現象 背 9.11 10 間

行 中東 世界 構造変動 民意識 変 あ 世界

民 米 掲 胞 婦女子 巻 込

嫌 感 募 い いう う 変

非暴力 社会運動 2011 圏 6 国 行わ 世

論調査 支持 2003 衰え い  

実態 踏 え 山 教授 復興 国家 運営

教 教 体験

社会 模範 主張 い
79

米国 強い 組織強硬論者 う 実

態 視 入 あ う  

定 方 宮 静岡県立大学准教授 策 い 戦 解

決 う 方針 明 限界 あ 含 国 社会 震源地

い 国々 的 経 的 力 い う払 い う

述 戦 賠償 多 留学生 入

良好 感情 醸 展 え

国 青 招い 教育 術訓練 案 い
80  

 

 朝鮮 軍事攻撃 新体制 

定 2010 11 23 韓国 黄 あ 坪島 朝鮮 砲撃

韓国 兵士 2 人 民間人 2 人 死亡 兵士 16 人 民間人 1 軽傷 件

朝鮮 意 い 憶測 い  

1 見方 9 朝鮮労働党 表者会 大将 称 え 党中央 委員

会副委員長 中央委員 出 者 金 氏 力基 固 実績

いう 測 あ 指 役 韓国 府 疑わ い

金英哲 人民武力部 察総局長 あ  

金 氏 13 17 留学 国 金 総 大学 砲

兵学部 業 砲射撃戦術 長 朝鮮当局 金 氏 砲撃 鬼才 伝

い いわ
81

金 氏 学中 彼 自宅 赴い 家庭教師

講義 授 強硬派 知 金英哲氏 あ 坪島 砲撃 金

                                                  
79 山 昌之 十 ―― 死 者 中央 論 2011 9

70 78  
80 宮 国 社会 い 交 vol.5 2011 1 54 61

 
81 朝鮮 氏 像 伝 民衆 信 ワ 2011

12 13 <http://www.asiapress.org/apn/archives/2011/12/13130722.php> 
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氏 力 掌握 必要 手段 彼 計 い 韓国 門

家 疑 い いう
82  

定 う 憶測 裏付 う 韓国出身 作家 氏 砲撃 件

翌 金泰栄 韓国国防相 国会国防委員会 件 主 朝鮮陸 第四

団長 金格 察総局長 金英徹
83

あ 述 い
84

坪

島 砲撃 陸 第四 団第 33 師団 第 34 師団 岸砲部隊 金格 第四

団長 朝鮮 部 強硬派 知 1983 10 韓国人 僚

計 21 人 死亡 件 首謀者 人 言わ  

定 朝鮮半島 西 置 黄 朝鮮戦 国連 境界 あ

方限界線 NLL 設 朝鮮 NLL 1999 来 NLL

付近 域 韓国 朝鮮 衝突 い い う 衝突 原因

い 朝鮮 端 誤 あ い 中枢 人間 忠誠

心 出世欲 起 言う見方 強 2011 3 韓国 哨 艦

件 11 坪島砲撃 件 金 主犯 力 あ いう  

定 朝鮮戦 休戦 降 朝鮮 韓国 攻撃 掛 来 般 民 あ

胞 居 地域 攻撃 禁断 意識 間 あ 回 え

禁断 朝鮮 破 金 健 問 限 時間 金 弱

力基 強 思惑 氏 述 い
85  

定 う 見方 朝鮮 韓国 論評 部 見 朝鮮

交交 わ 経験 あ 米国人 門家 見方 示 い  

定 米 国務省 1992 1997 朝鮮 交 携わ C

国 教養大学教授 NLL 自体 1953 朝鮮戦 休戦

締結 国連 総 韓国 朝鮮 相談 陸 非武装地 西端

想像 線 黄 引 NLL 方 あ 坪島 朝

鮮 岸線 13 国 法 朝鮮 領 あ いう

韓国 府 NLL 境界線 見 朝鮮 当初

う要求 国連  

背 黄 1999 衝突 い い 氏 2008

3 28 降 朝鮮 韓国 NLL 周辺 行動 行う 繰 返 警 い

韓国 府 警 軽視 い 両方 驚 捉え

                                                  
82 武 彦 坪島砲撃 黒幕 金 家庭教師 文藝春秋 2011 1 110 117

 
83 人物 い 金英哲 金英徹 両方 表 哲 徹

表 철 人物 思わ  
84 砲撃 親米 揺 韓国 中央 論 2011 1 102

 
85 前掲 107  
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い 中 朝鮮 2009 11 10 13 12 21 立 NLL

行動 行う 示唆 特 12 21 部 砲撃訓練 行う 船

艦船 全 策 う警 い いう  

背 2008 金 総書 脳 中 作 起 倒 降 部

言 大 金 総書 い 優 響 あ

氏 金 総書 最優 体 維持 金 力

あ 見 い
86  

 

 ン 核開発疑惑 

定 開 疑惑 国 社会 立 2011 1 21 22

国連 保理 5 国 え 6 国 議 行わ

意 6 8 副大統領兼原子力庁長

中部 あ 製造機能 濃縮 20 近郊 移転 2012 3

中 製造能力 3 倍 引 表 8 16 訪問

全保 会議書 議 前 姿勢 示

段階的 和 案 示 大統領 案 歓迎 表明

 

依然 濃縮活動 姿勢 9 14 国 原

子力機 IAEA 例理 会 強い懸念 盛 込 議長声明 表

11 8 IAEA 連活動 務局長報 書 理 国 出

87
中 2003 装置 開 活動 行い い

能性 あ 2010 10 18 2011 11 1 間 1,787 ㎏ 濃縮

製造 2007 2 製造 開始 来 濃縮 含 計 4,922

㎏ 保 い 明
88  

定 報 書 付属文書 兵器開 能性 い 触 兵器用

高濃縮 製造 縮型 兵器 術開 保 中距 弾

弾頭 載 計 い 能性 示唆 い  

定 報 書 11 8 IAEA 理 国 配 前 写 入手 い 府

兵器開 証 示 い い 主張 大統領 報 書

之弥 務局長 米国 手 非 強

                                                  
86 C 第 2 朝鮮戦 避 交 Vol.5 2011 1 134

143  
87 Director General, IAEA, Implementation of the NPT Safeguards Agreement and 
relevant provisions of Security Council resolutions in the Islamic Republic of Iran, 
November 8, 2011, (GOV/2011/65). 
88 4,922 ㎏ 濃縮 用い 兵器 兵器用高濃縮 製造

能 計 あ David Albright et al., ISIS Analysis of IAEA Iran Safeguards 
Report: Part 1, ISIS Report, November 8, 2011, p.1. 
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連 活動 い 述 11 18 IAEA 例理 会

疑惑解明 う求 決議案 択 米国 12 31

原油 輸入 国 金融機 米国 自 課 法案 立 い  

定 武装 警 議論 盛 あ 仏戦略研究

団 席研究員 武装 欧 湾岸諸国 え 威 え 大西洋条

機構 NATO 抑 防衛 強 国 防

い 述 い
89  

定 方 英 教授 ワ 員教授

府 疑惑 瀬戸 策 展開 会談 応 見

交 示 案 否 時間稼 時的 国 的 力 わ 交

意 い 実 濃縮 術 戦術 い

う 交 術 国 的 支持 得 NPT 利 保持 原

子力開 支持 あ 計 支持 い いえ い 指摘 開

国 経 懸念 開 勢力 い

いう
90  

定 米 研究 中東研究部長 米国

力 1980 来断 国交回復 通

策 開 棄 失敗 述 米国

中東 革 連動 基 産業 国 的 投資 禁

厳 い 力 策 転 い 主張
91  

定 国 社会 開 疑惑 効 的 打開策 打 出 い い 中

濃縮 蓄積 利用 敷居 懸念 国

社会 強硬論 高 い 手段 い う  

 

 日本 問題 

日米関係 あ 方 

定 1951 開 講和会議 60 周 迎え 2011 米

米 盟 う捉え 議論 1953 渡米 来 米国 研

究 来 入 昭 大学 誉教授 いわ 盟 い 大

国間 盟 結 国 あ い 仮想 国 戦略 作

い 現象 あ 国家 国家 戦略的 結

                                                  
89 Bruno Tertrais, “A Nuclear Iran and Nato,” Survival, Vol.52, No.6, December 
2010-January 2011, pp.45-62. 
90 Wyn Q. Bowen & Jonathan Brewer, “Iran’s Nuclear Challenge: Nine Years and 
Counting,” International Affairs, Vol.87, No.4, July 2011, pp.923-943, 
91 Kenneth M. Pollack & Ray Takeyh, “Doubling Down on Iran,” The Washington 
Quarterly, Fall 2011, Vol.34, No.4, pp.7-21. 
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いう あ 国 秩序 維持 限 献 え い あ う

述  

定 米 長 い 国家 時的 戦略的利害

国家 民社会 実業界 学界 芸術 NGO

両国 結 来 いう 20 世紀

世紀 言わ 米国 越 経 力 米国 民主

自 義 等 考え 社会 開 性 あ 1960 う

価値観 世界各国 世界  

1970 降 世界 環境汚染 避 民 移民 増

国家 応 い現象 増え 最近 春 島原 故

国家 力 無能 信頼 如 示 い 新 国 秩序 形 中心

国境 越え 民社会 あ  

う 述 入 氏 異 民族 教 人種 入 多様 開 的

社会 作 自然環境 保護 力 入 新 い世界秩序 築 力 あ

主張 両国 初等 高等 民教

育 要 学者 教育者 学生 交 大 あ 将来世界 大部 国

民 全保 環境 避 民 教育問 力 う 米 盟

展的 解消 当面 各国 巻 込 洋地域 共 体 米

述 い
92  

国 米 盟 論 多 全保 防衛面 視 門家 家

的 威 念頭 置い い う 入 氏 指摘 う

伴う新 問 解決 枠組 供 米 築

いう議論 必要 あ う  

 

沖縄普天間基地問題 

定 沖縄 米 間基地 移転問 県 移設 求 地 自 体 民 辺

移転 府 間 溝 埋 様子 い 米 基地 74 中

沖縄 県民 担軽減 差 解消 求 声 繰 返  

定 2009 9 就任 鳩山 紀 首相 間基地 国 県 移設 総 挙

明言 2010 5 28 米 全保 議委員会 辺 基地 設 意

93 6 辞任  

地 沖縄 研究者 鳩山首相 批 県 国

                                                  
92 入 昭 現 世界 米 中央 論 2011 10 76 85  
93 Joint Statement of the U.S.-Japan Security Consultative Committee, May 28, 2010, 
by Secretary of State Clinton, Secretary of Defense Gates, Minister for Foreign Affairs 
Okada, Minister of Defense Kitazawa. 
<http://www.mofa.go.jp/region/n-america/us/security/scc/joint1005.html> 
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掲 実現 準 覚 全 い 既 路

線 僚 思う あ 主張 い
94  

方 府 立 近い 門家 沖縄 経 振興策 い

担 差 解消 言 防衛庁 務省出身 森 敏

殖大学 情研究 長 米 基地 自衛隊基地 共 使用 大 新

担軽減策 案 い
95  

体的 う 容 含 沖縄駐留米 活動 訓練機能 限

土 移転 国 自衛隊基地 設 米 使用 国 米 設 自衛隊

使用 う 米 基地 管理 運営 基 的 自衛隊 担当 米 基地

用 業員 自衛隊 用 地 自衛隊 設 米 訓練 活動

え 米 訓練 設 改  

定 地 民 満 抜 的 解消 案 い い い 府

う 体的 軽減案 剣 必要 あ う  

 

米国 原 投下 誤 認  

定 米国 大学 校 長谷 毅教授 校 最高 栄誉 あ

2010 全大学研究賞 賞 賞 念 行わ 島 教訓― 去

現 講演 要 刊 中央 論 2011 2 掲載 長谷 教

授 講演 中 米国 島 長崎 原 投 誤 あ う

求 長谷 教授自身 論文 講演 述 い

言 あ  

定 長谷 教授 原 投 倫理的意義 問う 意 的 避

米国 9.11 戦 突入 見 珠湾攻撃 原

投 洋戦 想起 原 投 倫理的意義 現 問 考察

余儀 いう  

定 米国 原 投 当論 米国 原 投 土決戦 択肢 原

投 無条件降伏 いう仮 立 原 投 土決戦

死 人 米兵 救 信 い 実 言

維持 盛 込 連参戦 響力 考慮

言 署 求 いう 択肢 あ 大統領 意 的

長谷 教授 述 仮 否 仮 い 降伏 原

連参戦 原 投 当論 否  

定 第 2 世界大戦 米国 当初 無差 撃 蛮行

非 米国全体 無差 撃 容 無差

                                                  
94 新崎盛暉 脱 沖縄依 全保 世界 2011 10 194  
95 森 敏 米 盟 深 課 情 2011 1 52 53  
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撃 原 大 戮 移行 原 投 当論 社会全体 支持

い 最大 理 原 目標 使用 いう自己欺瞞 決 珠

湾 いう復讐 念 あ 長谷 教授 析  

定 米国 戦 国主義 打 破 目的 義 戦

あ 原 投 戦 遂行 義 行 あ 倫理的意義

疑わ 得 い う 述 長谷 教授 い 言葉 活

う 言 講演 締 い  

わ わ 民 島 長崎 原 投 誤 あ 素直

世界 兵器 使用 唯 国家 兵器 い世界 確立

頭 立 力 信 島 長崎 去 教訓 あ

現 教訓 あ 思い
96  

大統領 任期中 被 地 島 長崎 訪問 う あ い 訪問 欲

い いう声 島 交 縮問 者 間 囁 い 中

米国 原 投 誤 いう長谷 教授 直截 言 社会

う う 大統領 被 地訪問 能性 原 投 謝

罪 求 否 いう問 考え 言 響 え う  

 

 わ  

定 島原 故 突 民生利用 あ 利用 あ

人類 い う 深 険性 能性 あ いう

あ 島 長崎 原 投 意 的 破壊 用い 開

者 想 超え 険性 被 者 い 島 原 故 被害者

中 う 険性 人 出 来 い い 縮 来 目

的 戦 用 兵器 減 人類 い

険性 人類 環境 あ う ういう視 回 震

津 原 故 教訓 理 あ  

定 NPT 再検討会議 前 2010 打 変わ 2011

最大 兵器国 米国 朝鮮 縮 面 希望

抱 動 あ 見 大統領 指 力 色あ 声 あ

聞 中 米国 長 研究者生活 入 昭 長谷 毅両教

授 論考 背 異 両教授 抱 社会 希望 期

い 前 気持 感  

定 東 大震 島原 故 復興 遅々 い い う

縮 停 前 希望 見出 引 歩

                                                  
96 長谷 毅 島 教訓―― 去 現 中央 論 2011 2 202 213
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い  

 

 

．「01「 核 動向 課題 

  

定 迎え 被 67周 前 縮 連 最近 主要 出来 振 返

米大統領 兵器 い世界 え 2009 4 演 3 あ

条 NPT 再検討会議 2 あ 面 出来 い

島第 1 原子力 電 故 1 あ 経  

演 廃 大統領 熱意 世界 民 興奮

方 NPT 再検討会議 縮 原子力 和利用
97

目標 課 議論  

島原 故 原子力 和利用 適 管理 誤 恐

険 再 識 演 翌 朝鮮 実験 強行

民生用 転用 行わ 廃

縮 原子力 和利用 全 逆行 出来 あ 国

社会 警 無視 濃縮活動 懸念 料 多い  

定 う 去 3 世界 多様 出来 経験

い 明確 解決策 得 い い 中 2012

11 米国 大統領 挙 行わ 最大 焦 兵器 い世界 掲 4

前 大統領 再 う 方 国 社会 引

廃 縮 原子力 和利用 課 剣 組

求 い  

う 識 稿 2012 世界 直面 縮 現状 課

い い 角 論 見 い  

 

「 「010 ３５９ 再検討会議 提起 課題 

定 縮交 最 要 え 米 自 決 う 2

国間 縮 兵器国 非 兵器国 含 世界 多 国 参 多国間

縮 あ う 最大 5 1 開催 NPT 再検討

会議 あ  

 

３５９ 何  

定 簡 NPT 容 性格 い 指摘 い 式 称 兵器

                                                  
97 原子力 和利用 い 筆者 民生利用 いう表現

確 考え 稿 例 前者 表現 用い  
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条 Treaty on the Non-Proliferation of Nuclear Weapons: NPT 2010

6 現 締 国 190 国 主 非締 国 い

兵器 保 い 見 い  

条 目的 第 1 わ 米 英仏中 5 国 兵器国

98
兵器国 兵器 防 第 2 縮 第

6 条 各締 国 誠実 縮交 行う義務 規 い 第 3 原子力 和的

利用 第 4 条 1 原子力 和利用 締 国 奪い得 い 利 規 原子力 和

的利用 術 転用 防 第 3条 非 兵器国 国 原子力機 IAEA

査察 義務 規 い  

NPT 立 前 1960 初 米大統領 1970 保 国

20 い 25 増え 懸念 1960 中国 1964 実

験 行
99

米 中心 NPT 起草 準 い

超大国 い 米 占 あ 最 懸念

業国 い 西
100

原子力 和利用 米国

原子力産業 国 支配 意 指摘 い  

 

 過去 再検討会議 成果 

定 2010 再検討会議 全会 最終文書 択 中 1995 2000 再検討

会議 簡潔 見 う  

定 1995 再検討会議 主要 決 条 無期限 長 縮 原則

目標 文書 原則 目標 中東 非 中東決議

択 あ 兵器国 特 的地 永久 批 的 非

国 原則 目標 文書 包括的 実験禁 条

CTBT 交 1996 完了 性物質生産禁 条 交

期完了 非 兵器地 条 大 目 盛 込 う CTBT 1996

立 効 い  

定 方 2000 再検討会議 最終文書 全会 択 中 1995 再検討

会議 原則 目標 盛 込 容 展 CTBT 期 効

条 5 締結 兵器国 廃 明確 束 13 目 措

置 盛 込  

 

 

                                                  
98 第 9 条 3 兵器国 1967 1 1 前 兵器 装置

製造 国 いう い  
99 中国 当初 NPT 批 的 批准 冷戦終結 1992  
100

当初 盟 慎 条 批准 効 6 1976 97 番

目 盟国   
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 「010 最終文書 内容 

定 2010 再検討会議 択 最終文書 計 40 う 結論

行動 勧 19 31 全会 択 容 中 縮

原子力 和利用 計 64 目 行動勧 1995 中東決議 行 盛

込 行動勧 1995 2000 再検討会議 最終文書 展

容 え 回初 兵器禁 条 要性 兵器 非人 性

言 1995 中東決議 行 目 含 中東諸国

中東非 非大 破壊兵器地 設立 会議 2012 開催 勧

 

 

」 「010 再検討会議後 動  

定 2010 再検討会議 2 経 最終文書 起 容 う 兵

器禁 条 兵器 非人 性 中東会議 3 新 い課 浮 あ

動 見  

 

 核兵器禁 条約 

定 兵器禁 条 立 目指 動 1996 国 的法 家

兵器禁 条 起草 翌 国連 出 来 い い 最近 潘基

文 国連 務総長 2008 表 縮 5 目 案 第 1 目

案 回 再検討会議 最終文書 潘基文 務総長 案 留意

言う形 盛 込  

定 最終文書 原案 兵器国 2011 兵器禁 条 含 縮

手段 い 議 開始 2014 国連 務総長 兵器

う会議 招 いう 容 兵器国 留意

格 いう経緯 あ  

定 潘基文 務総長 兵器禁 条 含 5 目 案 各国 府

各国 国会議員 NGO 精力的 え 2010 8 現職 国連 務総長

初 被 地 島 長崎 訪問 国 的 民運動 兵器廃 国

ICAN 2012 1 表 報 書 世界 143 国 兵器禁 条

交 開始 賛 態 保留 22 国 26 国 いう 2012 5

開 NPT 再検討会議準 委員会 中国 府 表 兵器禁 条 交

適 時期 開始 述 民 島 長 会長 和

長会議 153 国 地域 5296 都 盟 条 交 開始 署 運動 行

い  
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 核兵器 非人 性 

定 2012 国 的 新 潮流 生 あ 16 国 5

NPT 再検討会議準 委員会 兵器 非人 性 着目 廃 え 共 声

明 表  

相 2010 NPT 再検討会議 兵器 非人 性 え 演 行

部 あ 赤十 国 委員会 総 時期

各国 交 演 原 投 直 島 薬品 赤十 国 員会駐 表

師 活動 触 兵器 国 人 法 え  

定 う え 縮 熱心

共 声明 表 2013

春 兵器 非人 性 国 会議 開催 決 い  

念 被 体験 持 最 非人 性 理解 い 共 声

明 参 参 国 わ い い  

 

 中東会議 

定 1995 NPT 再検討会議 中東決議 択 来 課 い 中東 非

非大 破壊兵器地 創設 会議 い 2010 再検討会議 最終文書

2012 開催 勧 う 2011 10 開催地

議長 務 補 決 2012 12

開催 準 い 最大 問 中東各国 威 置付

実 保 国 濃縮活動 い 参

う あ NPT 盟国 中東

厳 批 国 あ 実 戦状態 あ 大

統領 挙 情勢 会議 開催 行方

い  

定 中東決議 米国 英国 3 兵器国 共 案国 1995

NPT 再検討会議 案 2010 再検討会議 最終文書 3

共 案国 国連 務総長 議 中東会議 開催 う勧 い

響力 持 米国 響力 持 国

国 社会 支援 必要 う  

 

『 権 核 策 

定 NPT 再検討会議 世界 縮 動 最大 兵器国 米国

動 あ 2009 演 連 兵器 い世界

和賞 賞  

方 2010 4 米国国防総省 表 策 文書 態勢見
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直 NPR 米国 盟国 抑 力 堅持 兵器 近

明 兵器 役割 い あ 米国 盟国 攻撃 抑 限

生物 学兵器 兵器 使用 い方針 打 出 NPT 遵 い

非 国 攻撃 能性 戦略 運 手段 3 柱 大陸間弾 潜水艦

弾 戦略 撃機 維持 明 演 裏 大胆 縮

踏 込 い現実路線 い  

定 策 見 要 思わ 米 間 新 戦略兵器削減

START 条 通 削減交 米国 兵器 算 あ 見

う  

 

新 戦略兵器削減 ８９A７９ 条約 

定 START 条 1991 7 米国 連 間 署 連 崩壊

1994 12 効 条 1994 当時 米国 1 1000 連

2 9000 保 い 弾頭数 6 千 削減 撃機

運 手段 1600 削減 義務付 現地査察 検証手段 盛 込

い START  

START 弾頭数 3000 3500 START 2000 2500 削

減 米 方 模索 2001 米 う 連

START 脱 言 START 効 わ 米

新 2002 5 戦略攻撃力削減 SORT 条 ワ条 署

2012 弾頭数 1700 2200 削減 義務付 検

証手段 決 実効性 疑問視  

方 START I 検証 条 決 2009 12 5 失効

検証 え 新 START 条 結 必要 迫 い  

定 う 経緯 経 2010 4 署 新 START 条 効 7 配

弾頭数 1550 戦略 撃機 実 弾頭 配 運 手段

700 基 非配 含 800 基 削減 容 2011 2 効  

い 懸念 指摘 い 戦略 撃機 載 弾頭数 1 機

1 計算 実 複数 弾頭 載 い 現実

2000 弾頭 保 能 米国 い 防衛 条 規

象 う い 米国 象 象 含 いう立

見解 い 米 条 批准 あ 1 削減交

大統領 求 決議 択 米 間 見解 相 削減交 害

う  

府 支援 足 縮 国 委員会

ICNND 2009 12 表 報 書 米 戦略 戦術 含 あ
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種類 弾頭数 千 削減 う勧 い う 国 社会 声 2

大 超大国 米 答え 任 あ  

 

 米国 核兵器予算 

定 米 2009 12 新 START 条 批准 省国家 全管理局

NNSA 兵器活動 Weapons Activities 算 う十 間 支出

う求 決議 択 前 算 見 2005 2010 均 均

64 億 2010 5 府 う十 間 800 億 算 計

11 862 億 方修 均 見 86 2 億 前

35 増 あ 2012 2 省 表 2013 算

う 5 間 均 77 8 億 方修 い 前 高い

い い  

兵器 い世界 掲 新 START 条 兵器削減 着手

議会 引 兵器 連 算大幅増 引 え 新 START 条 批准

格好  

定 府 議会 出 報 書 増 理 態勢見直 明

兵器 近 兵器 限 抑 力 維持 人 確保

い 兵器活動 算 象 主 蓄 兵器 維持

管理 兵器研究 実験 製造 兵器 研究開 戦力 運

手段 維持 あ 数回 臨界前 実験 兵器 近

兵器 い世界 性 問わ い  

 

』 世界 核兵器 動向 

定 世界全体 兵器 状況 う い 自国 兵器 保 数

機密 あ 世界 研究機 表 値

2010 NPT 再検討会議 わ 米国 英国 初 保 兵器 数

部 表 米国 弾頭数 5113 英国 弾頭数 225

あ 2008 大統領 演 中 弾頭

数 将来的 300 述 い 弾頭 種類 数 配 非配

表 い 兵器国 互い 明性 高 う 信頼醸

縮 展 効 手段 う  

定 参考 各国 兵器保 数 覧表 掲 兵器

国 和研究 SIPRI 2011 鑑 用い SIPRI

米国 問 門 原子力 学者雑 The Bulletin of the Atomic Scientists

表 い SIPRI 計数 異 あ え 米国

5000 2012 4430 2012 300 2008 中国
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178 2011 60 80 2000 75 200 2002

い  

定 SIPRI 2011 現 世界 2 弾頭 方

戦 世界 弾頭数 計 移 掲載 い 原子力 学者雑 世界

弾頭 総 計 4 1995 3 2004 2009

2 2010 現 17995 計 い 1995 降 1 減

数 9 5 減 1 削減 数 縮

う いい 人類 英知 問わ い  

 

各国の核兵器の推計保 数 度版 I I 鑑に  

国  配備核弾頭 非配備 予備 解体待ち核弾頭 計 

米国   

ロ ア   

英国   

ン    

中国  

イン   

タン  

イ エ   

朝鮮 ？ ？ ？ 

計   

 

【 東 非核兵器地帯条約構想 

定 周辺 東 朝鮮 動 縮 大 課

い 朝鮮 2009 2 目 実験 強行 2011 12 金 総書

死 息子 金 力 移譲 2012 4 実験 朝鮮

実験 行う 動 目 い  

う 緊張 わ 朝鮮半島 含 東 非 兵器地

設 う いう構想 最近相 い 案 い 背 非 兵器地

創設 案 信頼醸 全保 機能 いう意

案 含 い い 紹  

 

 金子熊夫氏 提案 

定 交 金子熊 氏 1997 朝鮮半島 38 線 あ 門店 中心 半 2 千

東 非 地 条 構想 案 象国
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完全 領土 入 韓国 朝鮮 湾 領土 部 入 中国

地域 基地 持 米国 韓国 朝鮮 湾 非

兵器国 地域 わ 中国 米国 兵器国 英仏 議

書 わ 全 戦術 兵器 撤去 いう 容  

要 兵器国 非 兵器国 攻撃 い いう 消極的 全保証 供

中 威 韓 米国 要 あ 朝鮮

あ い 明 兵器 通常兵器 十 応 述 い  

 

 エン コッ 氏 東 限定的非核兵器地帯構想 

定 大学国 戦略 術 策 長

1990 東 限 的非 兵器地 構想 唱 い 構想 特

限 的 いう言葉 あ う 象 兵器 非戦略 戦術 兵器

限 象 兵器国 米国 中国 領域 全 部 領域

非 象 いう限 え い  

定 条 当 国 う 兵器国 米国 中国 想 非 兵器国

韓国 朝鮮 想 い 兵器国 非 兵器国 全

当 国 批准 条 効  

定 象 地 何 改 第 案 金子氏 案 朝鮮半島非武装地

中央 半 2 千 形 範 第 2 案 含 楕 形

改  

定 禁 象 兵器 究極的 全 当面 非戦略 戦術 象

象 択 兵器国 委 いう 条 当 国 期

的 会 主催 東 限 的非 兵器地 創設機構 設立 唱  

 

 全星勲 鈴木 治郎両氏 」 国非核兵器地帯構想 

定 2003 韓国統 研究 KINU 全 勲氏 電力中央研究 鈴木 郎氏 連

韓国 朝鮮 3 国 非 兵器地 構想 表 中 両氏

朝鮮 韓国 理 国 社会 開 疑惑 抱 い 法的

束力 持 3 国非 兵器地 設置 相互 信頼 高 地域 和

繁栄 環境 設 土 将来的 東 非 兵器地 大

案 い  

定 象範 体的 容 い 韓 門家会議 開催 煮

朝鮮 え 議 いう  

 

 梅林宏 氏 構想 

定 民 NGO 立 運動 梅林宏 氏 現 長崎大学 兵器廃 研究
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長 1996 東 方式 非 兵器

地 構想 案 韓国 朝鮮 非 兵器国 地理的 非

兵器地 構 周辺 米国 中国 兵器国 わ

消極的 全保証 供 含 義務 う いう 容 あ  

2004 条 案 韓国 NGO 共 作 表 い 主要 特

指摘 前文 地域 被 地 被 者 韓 朝被

者 含 明 文 盟国 頼 全保

策 棄 兵器廃 義務 被 実相 縮 教育 行う義務 課

消極的 全保証 供 議 書 条 文 明 議 書

兵器国 地域 通常兵器 攻撃 え 禁 い  

定 構想 朝鮮 最初 非 兵器国 わ 想 い

う実現 い 示 い い  

 

 チ 研究所 韓日非核兵器地帯 構想 

定 韓国 米国 研究 2010 降

韓 非 兵器地 構想 案 ワ 的 開催 い

英語表 Korea-Japan Nuclear Weapon Free Zone あ South Korea 表

い い 研究 Korea 韓国 指 明 い  

定 研究 東 米国 供 大抑

え 朝鮮 兵器依 地域 力的 全保 作 出

必要 構想 朝鮮 兵器 価値 兵器解体 力 強

段階 朝鮮 非 兵器国 わ 門戸 開 明 い  

定 米国 抑 戦略 い米 交問 評議会 氏

研究 2011 11 東京 開催 東 全保 ワ

基調講演 朝鮮 開 断念 6 国 東 包括的 和

全保 条 締結 必要 条 朝鮮戦 完全 終結 常設 全保

議会 設置 非 兵器地 設置 盛 込 述 い  

東 非 兵器地 い 支持 韓国 朝鮮 非 兵器国

わ 米国 中国 兵器国 消極的 全保証 盛 込 議 書

わ いう案 案  

定 朝鮮 含 朝鮮半島 非 あ 理想的 いう見方 般的

氏 う 含 逆 注目 人 増え い 興味深

い  

 

】 わ  

定 う 縮 世界 現状 大統領 熱狂 冷
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理想論 追う 2010 NPT 再検討会議 意 実行 米 間 削

減 含 中東 朝鮮 東 信頼 築

個 問 解決 いう 現実的 強い 力 求 い  

定 来 理想主義的 思わ 兵器 非人 性 着目 え

いう動 被 国 中心 中堅国家

始 問 前 府 打診 米 盟

縛 被 体験 あ 縮問 自己規 国 言う

国 社会 い い  

定 方 被 地 長崎 新 試 長崎大学 中 2012 4

兵器廃 研究 長崎県 長崎 地

全面的 支援 開設 長 梅林宏 氏 NGO 指 者 問

い 言 識者 研究員 問 門家 兵器廃

特 研究機 世界 初 いう  

2012 4 5 2015 NPT 再検討会議 準 委員会 開

研究員 現地 飛 う 会 模様 信

被 地 怒 島 長崎 言わ 廃 縮問 い 現

実 交 踏 え 析 言 素地 い 捉え

島 長崎 連携 新 目指 必要  

 

 

．「01」 核 動向 課題 

  

 

大統領 ン演説 

定 米国 指 者 四 縮 展 体的 案 行 2013 6

19 米大統領 門 前 4500 人 聴

衆 前 演 米国 戦略 弾頭 削減 計 示

調 求 交 あ 明 実現 米 弾頭数 1,000

前 減 3 桁 減 英国 中国 交え

5 国 削減交 能性 見え 来 久 明 い いえ う  

定 縮 展 い い 現状 国

和研究 SIPRI 行 い SIPRI 鑑 2013 2013 1

現 世界 兵器保 総数 17270 前 1700 あ 減少

実質的 弾頭 減 米 両国 削減数 米国 300 1500 中

国 増 傾 あ  
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国 配備数 未配備 貯蔵 解体待ち 計

米国

ロ ア

英国

ン

中国

イン － －

タン － －

イ エ

朝鮮 ？ ？ ？

計

各国の核兵器の推計保 数 １ 現在

出典： I I YE K 

 
 

朝鮮 ン 核開発 

兵器 険 減少 い い 朝鮮 2011 12 金

総書 死 力 男 金 第 書 開

い 2012 4 人 衛 打 目 長距 弾

射 打 失敗 12 朝鮮 地球観測衛 打

表 米 人 衛 見 物体 確 韓国国防省 黄

回 骸 打 使わ 射程距 km 弾

2013 2 12 朝鮮 目 地 実験

裏 行 表  

定 3 国連 保理 朝鮮 実験 非 大幅 強 決議

国 社会 強 4 朝鮮 最高人民会議 抑 力 報復攻

撃力 強 盛 込 法 択 兵器保 既 実 強硬路線

い  

定 方 国 社会 背 う 濃縮活動 い

国 原子力機 IAEA 2013 5 22 表 報 書 中部

濃縮 設 設 濃縮 5 濃縮

8960kg 濃縮 20 高濃縮 324kg 製造 いう 弾 個 製造

必要 高濃縮 250kg 前 超え 武装 険 現実

行動 検討 能性 指摘 い 報 書

高濃縮 部 研究炉燃料 使わ 兵器転用 能 高濃縮 保

182kg いう  
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定 6 14 行わ 大統領 挙 2005 来 2 期 8 間大統領 務

強硬派 氏 わ 最高 全保 委員会 務局長

当 新 開

行動 険 高 術 物質 流出 能

性 あ う 氏 穏健保 派 西 諸国 改善 求 い いわ

策 変 見 う 注目 い  

 

直面 課題 

定 世界 直面 縮 課 総論的 既 保 国 巻 込

縮 展 朝鮮 開 阻 国家 非国

家主体 防 あ  

定 指摘 稿 2013 時 筆者 要 考え い 個

問 い 第 1 演 再 兵器 い世界

米大統領 縮 策 い 第 2 新 国 的潮流

あ 兵器 非人 性 え 動 い 第 3 2010 条 NPT

再検討会議 最終文書 2012 開催 う勧 わ 期 中東

非大 破壊兵器地 設 会議 中東会議 い 第 4 府 縮 策

い 第 5 被 地 島 長崎 試 い 新 模索 い  

 

1 「 期目 権 核軍縮 策 

定 大統領 演 憲法 規 2 期 8 限 任期 4

兵器 い世界 少 近 い いう意欲 現 いい う  

大統領 就任 1 目 2009 4 演 兵器 い世界 実

現 え 世界 熱狂 憶 新 い 2010 中間 挙 党 民主

党 大敗 少数派 辛う 半数 回 程 大統領

厳 い議会運営 強い い 縮 策 2010 4 米 間 新

戦略兵器削減 START 条 署 米 弾頭数 1,550 削減 決

国 社会 求 い 包括的 実験禁 条 CTBT 批准 議会 実

現 議会 力 新 START 条 批准 引 え 兵器 算 大幅増

縮 逆 態 い い  

定 中 演 久々 大統領 い演出 行わ 6 19

いう 付 60 前 1953 東 生 民蜂起 東 全体

念 西 1954 1990 統 い 6

17 2 壁 設 2 1963 米大統

領 当時 西 演 自 え 民 語 叫

聴衆 熱狂 6 25 近い 付 あ  
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定 大統領 演 中 盛 込 自

民 語 義あ 和 要性 繰 返 述

う 語  

定 義あ 和 兵器 い世界 実現 全保 追求 意味

大統領 強 米国 兵器 数 役割

十 配 戦略 削減 米国 盟国 全 確保 強力

信頼性 あ 戦略抑 維持 能 冷戦時 態勢 脱 削減

交
101  

定 新 START 条 2011 2 効 7 弾頭 1,550 削減

い 国 社会 米議会 縮擁護派議員 削減

能 声 強い 府 支援 縮

国 委員会 ICNND 報 書 2009 12 米 戦略 戦術

含 あ 弾頭 千 減 う勧 い 回

言 配 戦略 千 程 減 容 あ 縮 前 あ

民社会 削減 望 声 出 う  

 

発 伴わ い核実験 

定 米国 冷戦終結 1992 降 新 兵器 製造 伴う 実験

時停 い 老朽 蓄 兵器 性能 維持 目的

省 蓄 兵器管理計 Stockpile Stewardship Program

国家 全保 局 NNSA 2000 設置 5 研究機 伴わ

い実験 実 四半期 実験概要報 表 い  

定 実験 大 統 非 兵器実験 束実験 臨界前 実験

細 13 実 2013 1 表 四

半期報 実験 総数 1504 回 用い 臨界前 実験

1回含 い 臨界前 実験 用い 実験 6回実  

臨界前 実験 2012 12 5 Pollux

地 実験 設 行わ 通算 27 回目 当 臨界前 実験

実験 行わ 蓄 兵器 性能 維持 実験 米国 学 術 主催

賞 獲得 優 術 用い 述 あ 臨界前 実験 31 間

像 You Tube 投稿 音声 見 米国 臨界前 実験 行

う 島 長崎 自 体 議 電報 い 実 罪

感 全 い いう 実態 う
102  

定 国立研究 Z 融 実験装置 用い 強力 X

                                                  
101 米 ワ 掲載原稿 筆者抄 ｡ 
102 http://nnsa.energy.gov/mediaroom/pressreleases/pollux120612 
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線 照射 近い超高温 超高 状態 作 状

態 試験 実験 2010 11 初 実 来 3 8 回実

い
103 2013 第 1 四半期 い Z 実験 40 回 う 2 回

使用 使用 1 回当 8g いう
104

島

長崎 臨界前 実験 補完 新 実験 自 体 議 電報

い  

 

Z NNSA  

 

「 核兵器 非人 性 

 

定 兵器 い世界 筋 兵器 削減 経 廃 目指 方

法 う 方法 兵器 使用禁 あ 兵器禁 条 支持

動 少 い 兵器禁 条 国 社会 論

兵器 非人 性 え 動 数 急 い  

 

赤十 国際委員会総裁 演説 

定 2010 4 20 赤十 国 委員会 部 あ 総

各国 交 兵器 廃 使用禁 え 原 投 直

島 十 薬品 救援活動 赴い 赤十 国 委員

会駐 表 被 劇 述 引用  

 

国際赤十 赤新月運動代表者会議 決議 

定 2011 11 26 開催 国 赤十 赤新 運動 表者会議

兵器廃 決議 択 兵器 使用 壊滅的 非人 的結

論 兵器 使用 禁 廃 え 容 赤十 国 委員会

30 国 赤十 社 赤新 社 賛  

 

                                                  
103 中国新聞 2013 3 13 朝刊  
104 中国新聞 2012 9 23 朝刊  
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３５９ 再検討会議準備委員会 1【 国声明 

定 2012 5 2 開催 NPT 再検討会議準 委員会

16 国 赤十 国 委員会 国 赤十 赤新 え

賛 形 兵器 非人 性 兵器 廃 非 法 え 声明 表

被 国 声明 わ  

 

国連総会 」『 国声明 

定 2012 10 22 開催 国連総会第 委員会 前述 16 国

新 18 国 え 34 国 兵器 廃 非 法 え 容 声

明 表 声明 わ  

 

核兵器 非人 的影響 関 会議 

定 2013 3 4 ―5 府 兵器 非人 的 響 国

会議 主催 会議 127 国 表 国連 赤十 国 委員会 NGO 参

会議 兵器 人 面 環境面 え 響 学的 議論

目的 出席者 交 師 学者 NGO 500 人 超え 保

言 い 参 NPT 5 兵器国 韓

国 席 国連 盟国 半数 参 裏 終わ いえ

う  

府 会議 参 交 え 表団員 朝長 男 赤十 社長崎

原 病 長 中熙 原水 被害者団体 議会 被団 務局長 派遣

両氏 学 立 被 者 立 証言 行 謙 務省 管理 縮課

長 唯 被 国 兵器 非人 的 面 十 識 い 述

兵器廃 時間 要 段階的 見方 表明
105

前述 兵器 非人 性 声明 積極的 支持 い

国々 比 全般 慎 姿勢 う え う  

議長 務 相 議長総括 兵器 使用 被害者 十

救援 能 あ 時 長期的 壊滅的結

響 国境 越え 地球全体 大 結 指摘 回開催国

出 引 会議 決  

 

３５９ 再検討会議準備委員会 】】 国声明 

定 2013 4 24 開催 NPT 再検討会議準 委員会 77 国

                                                  
105 朝長 男 ―Humanitarian Impact of Nuclear Weapons 

兵器 非人 的 面 出席 縮研究 電子 第 4 2013 4 4
7  
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兵器 非人 的 響 共 声明 表 前 16 国声明 34 国声明 比

新 会議 い 言 付 え 方 兵器 非

法 文言 兵器 全面廃棄 求 容 い 目的

賛 国家 う 狙い う 賛

配慮 報 あ 会議 あ 共 声明 賛 国

数 2 倍 増え 依然 府 わ い い  

定 流 見 限 兵器 非人 性 え 国 的 潮流 確実 増え い

兵器 非 法 文言 兵器禁 条

見え 方 府 潮流 線 行

動 主 国 2015 NPT 再検討会議 見据え 行動

表明 い あ 兵器 削減 廃 筋 非 法 筋 両方

見据え 行動 期 い  

 

」 中東会議 

定 1995 NPT 再検討会議 来 課 あ 中東非 非大 破壊兵器地 創設

会議 中東会議 2010 NPT 再検討会議 最終文書 2012 中 開

催 う勧 務 議長役 12

開催 準 い 11 突如 中東会議 期 通信社

世界 報 者 落胆
106  

開 実 保 国 NPT 非 盟 参

う 懸念 い 戦 要素 指摘 い 会議

招 者 米国 英国 国連 務総長 期決 米国務省

議 会議 方式 国 中東 現状

期 理 挙 方 英国 2013 開催 い

国連 務総長 2013 い時期 開催
107 2013 6 時

開催 い い  

定 1995 来 中東非 非大 破壊地 設立 会議 求 い 中東 諸

国 満 大 2013 4―5 開催 NPT 再検討会議準 委員会 4

29 表 中東会議 期 強 議 声明 表 会 全

席  

 

『 日本 核軍縮 策 

定 交 唯 被 国 府 縮 策 国 社会 信

                                                  
106 George Jahn “Mideast nuke talks called off,” Associated Press, November 10, 2012 
107 Kelsey Davenport & Daniel Horner, “Meeting on Middle East WMD Postponed,” 
Arms Control Today, December 2012, pp.22-23. 
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頼 勝 得 い 断 料 前述 兵器 非人 性

え 潮流 姿勢 う  

定 方 府 自 縮 姿勢 示 い

2010 9 立 縮 NPDI いう

非 兵器国 10 国 国家 あ 主

首長国連邦 わ

い 計 6 回 相会 開 2013 NPT 再検討会議準 委員会 CTBT

期 効 6 作業文書 出  

定 兵器 非人 性 声明 わ う い 府 姿勢 国 NGO

批 相 い い 4 第 6 回 相会 兵器 使用

非人 的 響 深い懸念 表明 い 会議 会議 開

催 出 NPDI 参 国 あ 出 歓迎

表明 NPDI 米 削減 い 非戦略 含 全 兵器

象 米国 批准 CTBT 期 効 求 中

東会議 期 い 遺憾 意 表明 期開催 え い  

定 NPDI 縮 意欲的 いわ 民主党 時 足 2012 12

自民党 交 縮 策 問わ い 中 倍首相 相

島出身 岸 文 氏 起用 倍首相 信条 保 中

派寄 見 岸 相 保 流 宏 会 流 汲 岸 派 会

長 穏健保 信条 伝え 相就任 面

島出身 務大臣 縮 積極的 組 い い

2010 8 6 民主党 菅直人首相 唱 始 非 特使 者

いえ 非 特使 自 案 2013 6 28

縮 教育 民社会 連携 視 い いわ 2014

島 NPDI 相会 開催 決 い  

定 民社会 米国 依 い 故 大胆 縮

策 踏 出 い 見 批 縮 策 枠

越え 策 打 出 島出身 相 価 問わ う  

 

』 被 地広島 長崎 試  

定 最 被 地 島 長崎 新 試 い 簡 触 い  

 

広島県 広島 連携 

島 島県 島 連携 問 組 いう 地 長い間見

始 い 最大 新 い県知 長 誕生 あ  

定 湯崎英彦県知 2009 11 当 2 国 和
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構想 趣 人類初 原子 弾 破壊 復興 地

兵器廃 復興 和構築 課 い 国 和実現 組

島 役割 構想
108

構想 基 2013 3

国 問 研究 縮 委 保 国 計 19 国

縮 組 績表 表
109 2013

7 米国 中国 韓国 問 門家 東 縮 い

う 開催  

定 湯崎知 前 島県 問 島 任 国 理解 国 力 和

組 般的 湯崎知 就任直 問 組 決意 示

自 体 組 いえ 縮 現実 何 響力 え

目指 い  

定 方 島 被 地 自 体 いう使 い 長 団法人 島

和文 島 和 念資料館 連携 被 者問 兵器廃 目指

和行 積極的 組 島県 連携 希薄 1980 4

指 都 格 降 傾 強  

定 2011 4 長 当 県知 長 会談 久 実

現 両者 力 築い い 長 島 役割 被 実相

解明 被 体験 絞 縮 国 交 自 体 あ 注文

い 考え う 当 8 6 和 念式 長 和

言 被 者 手 募 い 被 者 高齢 被 体験

懸念 い 踏 え 2012 被 体験伝 者養 業 開始

自 被 体験 証言 証言者 伝 者 民 募 半

あ 計 13 回 研修 実 人 育 初 伝 者 137 人 証言

者 32 人 応募 あ  

定 う 県 和行 民 望 い 県 和担当

部局 職員 派遣 う 務 連携 い

島方式 着 う期 い  

 

長崎大学 ７道（３A 活動 

長崎 注目 い 2012 4 足 長崎大学 兵器廃 研究

RECNA 積極的 活動 あ  

足直 NPT 再検討会議準 委員会 国連総会 積極的

派遣 縮 交 第 線 現 う 細

                                                  
108 島県 http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/peace/ 
109 島県

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/232/hiroshimareport.html 
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掲載 い 交 会議 細 模様 新聞 十

伝わ 縮問 精通 研究者 会議 論 背 連資

料 添付 解 い
110  

策 言 東 非 力 入 東 非 兵

器地 包括的 米国 韓国 豪 研究者 NGO

門家 招い 国 ワ 2012 12 2013 6 韓国 開催

 

長崎県 長崎 長崎大学 地 被 者団体 地 全面的 支援

背 感 被 地 士 連携 深 う  

 

 

初出 覧 

 

．「010 核 動向 課題 水 和実 10 NPT 最終文書 択 流 変わ

──2010 動 論調 島 和 念資料館資料調査研究会定 研究報

第 8 2012 9 57 73  

．「011 核 動向 課題 水 和実 原 故 策 変え ――

2011 動 論調 島 和 念資料館資料調査研究会定 研究報 第 9

島 和 念資料館資料調査研究会 2013 8 43 59  

．「01「 核 動向 課題 水 和実 廃 最近 動 国 思

惑 47 ･ 2012 8

4 20  

．「01」 核 動向 課題 水 和実 縮 現状 問

第 59 2013 8 4 20

 

                                                  
110 RECNA http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/ 
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調査 原 報 定

石 定 春定

．研究 動向 

 

定 原 報 研究 い 析 象 時期 蓄積 大 差 あ

わ 占領 昭和20～27 象 研究 多 積 い

講和 立 昭和 27 降 象 研究 相 的 少 い状況 あ 析

視角 占領 講和 立 大 異 稿 便 象時期 行

研究 大 紹  

 

占領下 対象 研究 

定 占領 連 国 占領統 滑 行う 検閲 報 統

実 当 期 象 研究 う 情報統 う 原

被害 実相 報 いう 明 う い  

定 占領期 検閲 い 浦総 (No.25) 研究 管見 限 初見 あ 浦 検閲

実態 言 程 原 報 統 例 紹 方 袖 林 郎(No.24)

研究 原 投 直 講和 立 期間 象 原 報 焦 あわ

析 い 投 直 戦時中 検閲 実

伝え 出来 言 諾 米 駐 時期

力 空地 生 比較的自 実 報 占領 駐 報

統 検閲 始 再 原 被害 実相 報 いう流

い 新聞 雑 析 象 え い 当 期 原 報 体系的

論考 い  

定 う 浦 袖 研究 文献 あ 1970

半 国立 文書館 占領 料 開 開始 々 新

実 明 い (No.7) 占領 検閲 機構 運用 析

原 検閲 実態 初 体系的 明  

方 堀 清子(No.3 4) 文庫 蔵 い 書籍 雑 新聞 析

時 検閲 資料 調査 方 立 原

連 検閲 実態 明 主 析 象 書籍 あ 必 原

報 わ い 占領 検閲 著者

自己規 混 い 原 象 検閲 行わ わ い

いう 実証的 明 当 期 原 報 特 考え

要 あ  

― 261―



2 

堀 清子 研究 出 物 手 検閲 中心 あ

GHQ/SCAP い 占領 策 言 摘 主務 民間諜報局 CIS

主 析 象 い GHQ/SCAP 民間諜報局 CIS

報 規 民間情報教育局 CI E あ 原 報 い 考え

新聞 出 検閲 要 あ 情報 報 方 性 統 報 規 い

析 い 思わ  

う 原 問 連 報 規 い 念 体系的 行研究

い わ 藤淳(No.6) 著書 第 6 章 言 い 程 あ 筆

者 CI E 資料 調査 形 資料 い  

定 う 占領 検閲 い 解明 原 被害 報 規

い 実態 あ  

近 繁 敦子 (No.1) 連 国 言動 析 占

領 検閲 面 明 わ 原 投 現地入 連 国

相 的 自 立 あ 思わ

あ 彼 国 報 統 兵器情報 秘 いう義務 課

い あ 戦時中 人的 悲 い いう自主規 あ

響 原 報 原 症 原子 弾 兵器 威力 中心 行わ

明  

原 報 直接 い 原 投 時 島 活動

い NHK(No.2) 録 い  

 

講和独立後 対象 研究 

定 当 期 原 報 い 被 地 島 地 あ 中国新聞社 研究 多

い う 中国新聞社 原 報 い 中国新聞 十 (No.8) 中国

新聞 (No.5) い 大島香織(No.9 14 15 16 19 20) 連

研究 島 和運動 展開 中国新聞 原 報 相 析

い 中国新聞社 原 報 中心的 役割 担 者 焦 あわ 研

究 冨 (No.13) 金 利博 大牟 聡(No.12) 大牟 稔 析

い 定

定 方 複数 新聞 時 析 暁(No.22 23) 石 春(No.10)

研究 あ 国立国会 書館等 い 原 新聞

抜 数 的 析 原 報 傾 資料 新聞 特性 い 言

方 石 岡敬 文書 あ 韓国人 朝鮮人被 者 新聞

抜 析 報 容 変 新聞 報 い 明  

定 講和 立 象 研究 い 就い あ 展開 期

現時 析 象 新聞 限 い 雑 新
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聞 媒体 い 析 あ 定

 

．主要 先行研究一覧  

書籍  

繁 敦子 原 検閲 中 新書 2010 定

NHK 出 う 録 ―NHK 中国新聞 原 報 ― NHK

出 2003 定

堀 清子 原 定 表現 検閲― 人 う 応 朝 書 1995 定

堀 清子 禁 原 体験 岩 書店 1995 定

中国新聞社社 中国新聞 中国新聞社 1992 定

藤淳 閉 言語空間定 占領 検閲 戦 文藝春秋 1989 定

著 立花誠逸 検閲 1945-1949定 禁 原 報 時 通信社

1988 定

中国新聞社社 纂委員会 中国新聞 十 中国新聞社 1972

 

論文  

大島香織 被 地 〇 保 ―原水 禁 運動 自民党 世論 策

報 現 15 2010 定

10 石 春 韓国人 朝鮮人被 者問 新聞報 ―昭和 40 2 中

心 ― 被 地 島 復興 程 新聞人 報 調査研究 島大学

文書館 2009 定

11 島大学原 射線 学研究 附属国 射線情報 蔵原

被 連新聞 抜 概要 被 地 島 復興 程 新聞人 報

調査研究 島大学文書館 2009 定

12 大牟 聡 表現者 ～ 大牟 稔 わ 被

地 島 復興 程 新聞人 報 調査研究 島大学文書館 2009 定

13 冨 金 利博 思想 行動 被 地 島 復興 程 新聞人 報

調査研究 島大学文書館 2009 定

14 大島香織 占領 地方新聞 検閲― 中国新聞 検閲例 潮 64

2008 定

15 大島香織 占領 被 地 報 ― 中国新聞 潮 62 2007

定

16 大島香織 中国新聞 和運動 永昌 近 文

再 見 岩 書 2006 定

17 ワ 原 投 直 報 原 文学研究

第 2 2003 定
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18 The Irish times 原 投 い 原

文学研究 第 2 2003 定

19 大島香織 中国新聞 20 女子大学大学 文学研究 紀

要 9 2002 定

20 大島香織 被 〇 中国新聞 艸 42 2001 定

21 中国新聞社 時 録―中国新聞 何 伝え 検証

1945-1995 中国新聞社 1995 定

22 暁 新聞 録性 考え 新聞研究 419 1986

23 暁 原 報 跡―新聞 的 面 検討― 島 文書館紀要 8

1985 定

24 袖 林 郎 原 報 講 5定 件 報 研究社 1972

25 浦総 第 章定 原 空襲報 統 占領 言論弾 現

出 会 1969 定

 

．主要 資料一覧   

島大学文書館 蔵 金 利博 文書 定

※金 中国新聞社 者 開 現 理中 定

島大学文書館 蔵 大牟 稔 文書 定

※大牟 中国新聞社 者 部 開 現 目録刊行中 定

島大学文書館 蔵 岡敬 文書 定

※ 岡 中国新聞社 者 開 韓国人 朝鮮人被 者 蔵 定

島大学原 射線 学研究 附属国 射線情報 蔵 原 被

連新聞 抜 定

※原 射能 学研究 附属原 被 学術資料 時 行 い 資料調査

通信 抜粋目録 掲載 い 覧 通 あ 称 数 純 載 定

定 資料原 報 定新聞連載 覧 貰重采釈責貰重釈」 貰重備采 采 」「 冊定

定 資料原 報 定新聞連載 覧 「 貰重釈采責貰重釈買 貰重備采 買 」采 冊定

定 資料原 報 定新聞連載 覧 」 貰重釈貸責貰重買「 貰重備采 貸 」釈 冊定

定 資料原 報 定新聞連載 覧 采 貰重買」責貰重買釈 貰重備采 備 」買 冊定

定 資料原 報 定新聞連載 覧 釈 貰重買買責貰重買重 貰重備采 重･貰貯 」貸 冊定

定 資料原 報 定新聞連載 覧 買 貰重貸貯責貰重貸貰 貰重備采 貰貰 」備 冊 貰定

定 資料原 報 定新聞連載 覧 貸 貰重貸「責貰重貸采 貰重備采 貰貰 」備 冊 「定

定 資料原 報 定新聞連載 覧 備 貰重貸釈責貰重貸買 貰重備采 貰「 」重 冊定

定 資料原 報 定新聞連載 覧 重 貰重貸貸責貰重貸備 貰重備釈 貰･「 采貯 冊定

定 資料原 報 定新聞連載 覧 貰貯 貰重貸重責貰重備貯 貰重備釈 」 采貰 冊定
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資料原 報 定社 覧―中国新聞 貰重采釈 備采 貰重備釈 釈 采」 冊 貰定

資料原 報 定社 覧―朝 売 貰重采釈 備采 貰重備釈 釈 采」

冊 「定

資料原 報 定新聞連載 覧 貰貰 補遺 貰重備釈 釈 采」 冊 」定

資料原 報 定 党 連載 覧 貰重備釈 重 采貸 定

資料原 報 定新聞連載 覧―長崎 ― 貰重備買 貰 釈貯 冊定

定
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調査 被 者 策 国 比較定

定

．研究 概要 

周知 う 原子 弾被 者 援護 法 いわ 被

者援護法 6 原 被 者 保健 療 わ 総 的

援護措置 講 い  

 

報 者 基 研究(B) 島 被 学研究基 形 研究

23 ～25 い 担 研究 被 者 策 国 比較 あ

被 者援護法 比較検討 通 射線被 被害者 国 的援護現状 確

異 時 あ 方 性 示 能 あ 考え

時 研究 的緊急的課 あ 島第 原 故被 者 利厚生

検討 要 視 供 あ う  

研究 い 共和国 実験被害者

援護 策 情報 中心 行 共和国 東部 置

実験 連時 最 多 実験 実 地 あ 1949 8

29 連初 実験 地 実 降 地 25 回 空中 86 回 含

計 456 回 実験 行わ Mikhailov 1996 結 少 数十 射線被

被害者 い 測 い  

いわ 被 者援護法 全域

実験 隣接 東 諸地域

生態環境罹 域 補償 療支援 講 い 地 居 被

者 証明書 い 1 あ 地 民 証明書 被

者証明書 証明書 あ い 環境証明書 い 地

異 補償 複雑 計算方法 あ い 補償 給 複雑 条件 あ

法 概観 実態 わ い 研究

地 民 象 援護 策 い 行 金部

部 転載 因 実験 あ い 実験

指  
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1定 共和国 被 者証明書  

 

 

2011 9 8  

70 男性 

Q. 金 い 教え い  

A. 隊 行 い 結局 9 働い 金 増え わ

い 金 い 通 金 あ  

78 男性 

Q. 金 い 教え い  

A. 金 手帳 い 金 い 遺族 金 6000

い 死因 癌 あ 遺族 金 払わ  

57 男性 

Q. 金 い 教え い  

A. 援 回 い 46000 妻 手帳 持

居  

 

2012 8 18  

1. 74 男性 

Q. 金 い 教え い  

A. 実験 近 い 金生活 入

金 2,000 自 金 3 金 2,000

含 妻 金 4 金含 妻 5 人 子供 産 い

金 高い  

Q. 金 2,000 いう金 う思う  

A. 2000 金 い う 薬 え い う 高 い
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自 必要 薬 全然 え い  

Q. 人 わ 計 7 いう金 生活 十  

A. 子 手伝 7 足 い 何 府

金 高 嬉 い 少 い 言え い  

 

 

金 積 い 形 補償 支払わ い 実態

明 1000 2000 間 あ う 地

あ い 異 積 い いう地 あ 般

金 開始 金 積 異 い 1998 11 降 金

給者 積 い 特 無い い 証言 あ あ 実情

い 明 い 共 行 機 確

行う あ  

 

．主要 先行研究一覧定  

書籍  

任 峠岡 岡敬 嗣 Kazbek APSALIKOV, Zhaxybay 

ZHUMADILOV, 著 共和国 被 実態調査報

書 島大学原 射線 学研究 島大学 和 学 2003

3

Noriyuki KAWANO (Chief Editor), Yasuyuki TAOOKA, Masatsugu MATSUO, Takashi 

HIRAOKA, Kazbek APSALIKOV, Zhaxybay ZHUMADILOV, Kyoko HIRABAYASHI and 

Masaharu HOSHI (eds.), Report on the Actual Conditions of the Radiation Exposed Residents 

near the Former Semipalatinsk Nuclear Test Site, Research Institute for Radiation Biology and 

Medicine / Hiroshima Peace Science Consortium (Hiroshima University), January 2004 

共和国 被害解明 試

調査 通 IPSHU 研究報 定 No.36 島大学 和 学研究

2006 3

林 子

嗣 共和国 地 被 証言 島大学

和 島大学原 射線 学研究 2006 3

被 ～ 共和国 実験 被害

～ 島大学文書館 島 世界 和 い 考え 現 料出 183-240

2006 7

米 冷戦構造 遺産 実験 周辺 被 問

朝倉世界地理講 定 5定 中央 201-212 朝倉書店 2012 10  
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論文  

実験 近郊 被 証言調査 結 被 証言

容 析 著 共和国 被 実態調査報

書 島大学原 射線 学研究 島大学 和 学 37-81

2003 3

峠岡 武 Zhaxybay ZHUMADILOV, 共和

国 実験被 者 健 状態聞 調査結 検

討 島 学 Vol.56 No.3, 189-192, 2003 3

林 子 嗣 実験 近郊被 証言

語 全文 島 和 学 島大学 和 学研究 25

31-51 2003

峠岡 岡敬 嗣 Kazbek APSALIKOV, Zhaxybay ZHUMADILOV, 

実験 近郊被 証言 容 析 島 学 Vol. 57 No.4

378-381 2004 4

峠岡 嗣 林 子 岡敬 Kazbek APSALIKOV, Garich BOLIS, 

Talgat MOLDAGALIEV, 実験 近郊 被害 被 証言

通 長崎 学会雑 Vol. 79, 162-166, 2004 9 25

Masatsugu MATSUO, Noriyuki KAWANO, Kenichi SATOH, Kazbek APSALIKOV and Talgat 

MOLDAGALIEV, Overall Image of Nuclear Tests and Their Human Effects at Semipalatinsk: An 

Attempt at Analyses Based on Verbal Data, J. Radiat. Res., 47: SUPPL., A219-A224, February 

2006 

共和国 実験 近郊 被 実態解明

試 被 証言調査 通 研究会調査報 書 No. 13 35-52 2007 2

林 子 嗣

大瀧慈 地 民 実験体験 線 距

島 和 学 定 30 27-48 2008 12 定 ※

2002 2004 録 嗣 著 被害再考 IPSHU 

研究報  No. 41 124-138 2009 1

10 林 子 2005 2008 録 嗣 著 被害再考 IPSHU 

研究報  No. 41 139-176 2009 1

11 HIRABAYASHI Kyoko, SATOH Kenichi, MULDAGALIYEV Talgat, APSALIKOV Kazbek, 

KAWANO Noriyuki, Overall Image of Nuclear Tests among Inhabitants in the Semipalatinsk Area, 

Proceedings of the 17th Hiroshima International Symposium - Lessons from unhappy events in the 

history of nuclear power development -, IPSHU English Research Report Series No. 28, 
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Hiroshima University, 155-162, March 2012 

12 林 子 藤 健 大瀧 慈 Talgat Muldagaliyev Kazbek Apsalikov

地 民 実験 起因 識構造 長崎 学会雑 87 巻特

280-285 2012

13 林 子 定 Talgat MULDAGALIYEV Kazbek APSALIKOV 大瀧定 慈

実験 近郊 民 精 的 響 背 要因 島 和 学

34 145-160 2012

14 Kyoko HIRABAYASHI, Noriyuki KAWANO, Talgat MULDAGALIYEV, Kazbek APSALIKOV, 

The psychological effects and their factors among inhabitants around the Semipalatinsk Nuclear 

Test Site: Results of questionnaires and interview surveys from 2002 until2012, Japanese Review 

of Political Society, Vol. 2, 2013 [in press]  

 

．主要 資料一覧 

Boztaev, K. B. 西条泰博 1999 実験 十 WHO 西 洋地域 状

力

定 定 現 原 故被 者 援護 策 い 考察 い

原 故被 者 基 的 法 基 行

わ い 法 基 着実 行 い う 言い い

象 あ 確 原 故被 者 聞 調査 開始

研究 い 論文  

民 聞 調査 録

原 考え 島 和 学 33 93-118 2011

 

定 法 い 和 衆議 原子力 電 故等調

査議員団報 書 掲載 い  

http://www.shugiin.go.jp/itdb_annai.nsf/html/statics/shiryo/201110cherno.htm  

定 原 故 法的 組 い

中哲 故 法的 組 い

http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/NSRG/Chernobyl/saigai/Nas95-J.html 参照  
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調査 和教育 

宮山   

 

．研究 動向 

和教育研究 概数 

 和教育 関 研究蓄積 厚 多様 あ 和教育 うあ 論 理念

的研究 う実践 いう方法学的研究 実践報 研究 方向性 異

和教育 いう用語自体 理解 概念規定 異 い

底 あ あ 文 和教育概念 監 類 和 い 教育

貧探ＩつＨＦ図じぞそ ＦＧぞつ図 歳探ＦＨ探貨 和 教育貧探ＩつＨＦ図じぞそ さぞ三 歳探ＦＨ探貨 ＝ 和 通

教育貧探ＩつＨＦ図じぞそ 図し三ぞつざし 歳探ＦＨ探貨 和 大 教育貧探ＩつＨＦ図じぞそ じそ 歳探ＦＨ探貨

教育 和貧歳探ＦＨ探 じそ ぞ三 図し三ぞつざし 探ＩつＨＦ図じぞそ貨 積極的 和 教育貧探ＩつＨＦ図じぞそ 

Ｆ囲 歳ぞ囲じ図じづ探 歳探ＦＨ探貨 う 理念的研究 い 和教育 概念 異 い

消極的 和 立場 捉え 義 和教育 積極的 和 立場 捉え 広義

和教育 いう 「 極 能 あ うえ 教育 容 和題 暴力問題

戦 構造的暴力 異文 理解 人 問題 環境問題 限 広 能性 持 い

 

 稿 前 踏 え 々蓄積 和教育 関 研究 い 「00備

研究動向 い 文 戦 日 和教育 社会学的研究 析

基 概要 「00重 「01」 監 間 い 動向 補足

特 最近 監 間 関 和教育 明 文献

研究動向 析 多 限定的 動向 析 あ 断

 

 参考 国立情報学研究所 (NII) 供 学術 ン ン GeNii
http://webfront2.nii.ac.jp/genii/jsp/index.jsp い 2013 10 30 日現 検索語

和教育 検索結果 あ  
 学協会刊行物 大学研究紀要 国立国会 書館 雑 索引

学術論文情報 検索 CiNii  1,190 件 
 連想検索 書棚 機能 使 作品 人物 書 検索

Webcat Plus  768 件 
 科学研究費補助金 文部科学省 日 学術振興会 交付 行わ 研

究 当初 択時 研究成果 概要 録 い KAKEN
 84 件 

 国 学会 研究者 書館等 作成 い 学術的 学術研究
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NII-DBR  38 件 
  う 博士論文 5 件 民間助成課題 7 件 文献 26 件  
 日 学術機関 蓄積 学術情報 学術雑 論文 学 論文 研

究紀要 研究報 書等 断的 検索 JAIRO  107 件 
 当然 被 検索結果 CiNii: 2,806 件 WebcatPlus: 3,577 件 

KAKEN: 729 件 NII-DBR: 177 件 JAIRO: 274 件 被曝 検索結果 CiNii: 3,959
件 WebcatPlus: 1,420 件 KAKEN: 977 件 NII-DBR: 181 件 JAIRO: 277 件 比

件数 遠 い 近 使用 多い 被 検索結果 CiNii: 
1,513 件 WebcatPlus: 630 件 KAKEN: 391 件 NII-DBR: 46 件 JAIRO: 68 件 近

い 研究 行わ い 確  
 

和教育概念およ 和教育研究 展開過程 

 和教育 和研究 影響 欧米主 展 1950 半 60
前半 東西冷戦構造 基 軍拡競 機感 高 中 戦

人類 滅 機 強 意識 う 欧米 社会科学者 戦 防 東

西緊張 和 紛 解決 い 問題 関心 注 う 程 国 治学

学問領域 戦 学 戦略学 紛 学 生 い 和 形成 研究 和研

究 成立 1956 米国 ン大学 紛 解決論 Journal of Conflict 
Resolution 創刊 59 紛 解決研究所 足 59

国 和研究所 PRIO 足 和研究者 研究 蓄積 ワ

形成 進 1964 IPRA the International Peace Research Association
国 和研究学会 設立 和研究 展 見 和研究

者 ン ン 紛 原因 構造的暴力 概念 論文 示

1969 あ  
 60 70 米 間 ン 東西緊張 和 進

和研究 課題 問題 相対的 比 増 支配 属関 現 的帝国主義

構造的暴力 問題 解明 力 注 70 降 和問題 容

析 問題 解決方法 考察 行わ う  
 う 和研究 展開 中 1970 欧米 和研究者 間 和教育 必要

性 唱え う 当時 和研究 影響 和教育 容 戦

い 物理的暴力 困 人種差 経済的 社会的不 等 環

境破壊 い 構造的暴力 扱わ ン 和教育 形式 方法 い

和 理念 矛盾 あ い 直接的暴力 物理的暴力 排除

当然 ン 方通行 構造的暴力 否定

公 人間関 築 人間 自己表現 自己実現 高 自 あ いう

和 体的 目標 和教育 い 示 視 和教
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NII-DBR  38 件 
  う 博士論文 5 件 民間助成課題 7 件 文献 26 件  
 日 学術機関 蓄積 学術情報 学術雑 論文 学 論文 研

究紀要 研究報 書等 断的 検索 JAIRO  107 件 
 当然 被 検索結果 CiNii: 2,806 件 WebcatPlus: 3,577 件 

KAKEN: 729 件 NII-DBR: 177 件 JAIRO: 274 件 被曝 検索結果 CiNii: 3,959
件 WebcatPlus: 1,420 件 KAKEN: 977 件 NII-DBR: 181 件 JAIRO: 277 件 比

件数 遠 い 近 使用 多い 被 検索結果 CiNii: 
1,513 件 WebcatPlus: 630 件 KAKEN: 391 件 NII-DBR: 46 件 JAIRO: 68 件 近

い 研究 行わ い 確  
 

和教育概念およ 和教育研究 展開過程 

 和教育 和研究 影響 欧米主 展 1950 半 60
前半 東西冷戦構造 基 軍拡競 機感 高 中 戦

人類 滅 機 強 意識 う 欧米 社会科学者 戦 防 東

西緊張 和 紛 解決 い 問題 関心 注 う 程 国 治学

学問領域 戦 学 戦略学 紛 学 生 い 和 形成 研究 和研

究 成立 1956 米国 ン大学 紛 解決論 Journal of Conflict 
Resolution 創刊 59 紛 解決研究所 足 59

国 和研究所 PRIO 足 和研究者 研究 蓄積 ワ

形成 進 1964 IPRA the International Peace Research Association
国 和研究学会 設立 和研究 展 見 和研究

者 ン ン 紛 原因 構造的暴力 概念 論文 示

1969 あ  
 60 70 米 間 ン 東西緊張 和 進

和研究 課題 問題 相対的 比 増 支配 属関 現 的帝国主義

構造的暴力 問題 解明 力 注 70 降 和問題 容

析 問題 解決方法 考察 行わ う  
 う 和研究 展開 中 1970 欧米 和研究者 間 和教育 必要

性 唱え う 当時 和研究 影響 和教育 容 戦

い 物理的暴力 困 人種差 経済的 社会的不 等 環

境破壊 い 構造的暴力 扱わ ン 和教育 形式 方法 い

和 理念 矛盾 あ い 直接的暴力 物理的暴力 排除

当然 ン 方通行 構造的暴力 否定

公 人間関 築 人間 自己表現 自己実現 高 自 あ いう

和 体的 目標 和教育 い 示 視 和教

育 進国 大学 抜 的 改革 唱え 和研究者 和活動家 巻 込

わ 期間 中 高等学校 就学前教育段 広 見  
 軍縮 国連特 総会 1978 対 教育領域 軍縮教育 展

目指 開始 求 契機 80 軍縮教

育 世界的 広 82 WCOTP 世界教職員団体総連 主催 軍縮教育

国 ン 広島 開催 い  
 90 識 教育 人 教育 国連機関 唱 94

国 教育局主催 国 教育会議 い 択 和 人 民主主義

教育 言 持 能 開 展 概念 環境 開 問題

視 教育 人 基 和 文 建設 視 99
和 文 関 言 国連総会 択 い い いう 和

対 基 相互理解 協力 精神 解決 向 う積極的 含

 
 88 社会的 任 教育 歩進 地球的 任 教育 唱

包括的 和教育 (Comprehensive Peace Education) 概念 ン(Betty A. 
Reardon) 示 和教育 環境教育 密接 捉え 和教育概念 識

実践 う 2000 降 和教育 関 新 案 欧米 中心

い  
 
日本 和教育 

 日 和教育 日 国憲法 教育基 法 い 和 志向 う わ

方向付 1947 1951 社会科 学習指 要領 和 教育

実 教育 容 載 1970 降 展開 和教育 原形 い

用語 和教育 使用 始 日教組 1950 あ 54
第 竜 件 和運動 広 被 体験 承 運動 盛 戦

体験 教育 行わ 朝鮮戦 戦 い 冷戦構造 身近 戦 日

国民 和問題 身近 課題 捉え  
 高 経済成長期 戦 体験 風 進 70 入 原 被 体験 伝え

和教育実践運動 広島 長崎 学校 始 戦時 日 否定的 戦 題 中

心 和教育 行わ 時期 日 和教育 特  
 和教育実践 組織的支援態勢 70 前半 被 教師 会 教職員組 行

わ 広島 教育委員会 和教育実践 手引 書 作成 地方教育行

公的支持 80 降 学校 和教育 社会 教科

修学旅行 特 活動 実 戦 題 博物館 資料館 新設 進  
 冷戦期 90 人 環境 開 含 包括的 和教育 概念 広

和教育 関心 相対的 2000 戦 再検証 行わ 初
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戦 体験者 失わ い 中 戦 う伝え 和教育 課題 い

90 降 日 和教育 和 い 教育 和 教育 拡大

いえ  
 戦 日 和教育 特性 戦 い 教育 被 状況 い

教育 い 教育 あ い 戦 対 見 日 対 見

い欧米 対比 戦 い 教育 日 特 和教育 い いう

兵器使用 い 非人 的 批 日 当 う 保 国 対比

い 原 投 的 実 被 実態 科学 被 者 証言 起 う

戦 被害 い 扱う 被 状況 い 教育 日 自 あ 関連

抑 力 否定 肯定 欧米 断 い 教育 日 特

い いう  

 
近 和教育研究 

 2009 時 和教育 課題 和教育 実証的 析 戦 被害

戦 加害 教育 価値観 異 日 諸外国 方向 和教育 実践

あ い 和教育研究 課題 和教育 現場 計 的 検証

和教育場面 析 戦 和教育 超え 和形成方法 教育論 和教育 学問的

裏付 強 和教育学 確立 指摘 い  
 2009 降 前述 和教育 明 文献 168 件あ 1949

降 2013 現 公表 文献 14.1％ 65 間 約 7.7％ あ 5
間 公表 い 計算 う 学会等 報 要 関連 48 件 各種団体

機関 等 29 件 雑 評論 11 件 除 大学 公的機関

学協会刊行物 掲載 いわ 学術的 80件 中 評論 書評

談会 録 和教育実践 録 43 件 含 理論研究 実践研究

準 37 件 絞 訳 見 竹 久顕 2009 う

教育論 析 弘征 2011 う 和教育教 論 研究 7 件

最 多 次い 竹 2011 う 現状 析 5 件 中矢礼美 2012
う 国 比較研究 中陽 朗 2010 2012 伊藤泰郎 2012 実証的 析 宮

崎敦子 2013 う 的考察 4 件 他 6 件  
 中 2010 2012 伊藤 2012 組 いう 和教育 実証的 析

当 う 竹 2009 和教育学 現状 課題 析 通 来

和教育 困難 直面 い 戦 問題 中心 捉え い 現実的

解決 見通 立 い 指摘 論 教育方法論 中心

教育学的研究 進 必要 あ いわ 和教育学 確立 必要性 述

仁胤 2012 和教育 中 定型 い 被 証言 対

問題性 い 者 う被 証言 脱構築 承
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明 う 試 和教育場面 析 試 あ 言え う  
 特定 性 機関 論理的考察 析 わ い

実践 録 混交 和教育 世界 い 指摘 日 学校

和教育実践 教師主 行わ 和教育 う進 良い 研究者

指針 少 和教育 教育領域 学問的 充 整理 い いえ い

前掲書 12 状況 あ 依然 変わ い い 言え う あ  
 

．主要 先行研究一覧  
書籍  
1沢 竹 久顕 著 和教育 問い直  野 次世 批 的 承 法 文 社 貫 「011

 

「沢 西 理著 学校 和教育 思想 実践 学術出 会貫 「011  

3. 文著 戦 日 和教育 社会学的研究 学術出 会貫 「00重  
 

論文  
1. 藤 繭美 原 被害者体験 録作成 報 1  : 社会 領域

産官学協働 像 録 作業 展開 程 法 大学現 学部 現

研究 13 巻 2013 3 65-72  
2. 宮崎 敦子 占領期 和教育 い 考察 稲 大学大学院教育学研究

科 稲 大学大学院教育学研究科紀要 : 冊 20 巻 2 2013 3 163-172
 

3.  仁胤 戦 日 被 体験 承 能性 : 者世 被 証言

= 和教育 日 学会 日

研究 8 2012 9 109-124  
4. 竹  久顕 芸術 和的関 性 創造 : 芸術 和 教育 考察 通

関 性 教育学会 関 性 教育学 11 巻 1 2012 6 43-54  
5. 萱  智篤, 岡 徹 和学 高 目指  : 学園大学 和学

誕生 現 来 学園大学 学園大学経済学部 論

51 巻 2 2012 3 63-73  
6. 中矢 礼美 和教育 成 関 国 比較研究 : 

ン 例 広島大学国 ン 広島大学国 ン 紀要 2
2012 3 16-30  

7. 伊藤 泰郎 広島県 中学生 和学習 経験 戦 和 関 知識 意

識 析 広島国 学院大学現 社会学部 現 社会学 13 2012 23-48
 

8. 中 陽 朗,玉山 瑞衣,石  治 和教育 関 研究(2) 和教育 学習 容 原
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子 弾 対 影響 広島大学大学院教育学研究科附属教育実践総

ン 学校教育実践学研究 18 巻 2012 179-183  
9. 藤  ,柳  泰 和教育実践 段 構造 案 : 長崎 和

教育 和 任概念 基 長崎大学 教育実践総 ン 紀要 10 巻 2011
3 33-42  

10. 竹  久顕 和教育学 的考察(3) 和教育学 課題 方法 東京女子大学

東京女子大学紀要論 61 巻 2 2011 3 223-236  
11.  浩 文著, 戦 日 和教育 社会学的研究 , 学術出 会刊, 

2009 11 行, A5 , 480 , 体価格 6,400 日 教育学会 教育學研究

77 巻 4 2010 12 385-387  
12.  弘征 環境教育 和教育 統 :環境問題 兵器 廃 向

教 視 都宮大学 都宮大学教育学部教育実践総 ン 紀要 33
巻 2010 7 299-308  

13. 原  輝 移行期 義 論 教育 置 : 自身 向

う(Facing History and Ourselves) 活動 例 中心 日 教育学会 教育

學研究 77 巻 1 2010 3 15-24  
14. 中 陽 朗,森 俊郎,沖林 洋 ,石  治 和教育 関 研究(1)長崎

学校 ン 調査 通 広島大学大学院教育学研究科附属教育実践総

ン 学校教育実践学研究 16 巻 2010 137-143  
15. 孫 美幸 日 韓 中学校 社会科(公民的 ) 教科書 容 比較検討 : 包括的

和教育 観 人 関わ 人物 析 中心 立 館大学 立 館国 地

域研究 30 巻 2009 12 81-97  
16. 竹  久顕 和教育学 的考察(2) 和教育批 論 批 的検討 東京

女子大学 東京女子大学紀要論 60 巻 1 2009 9 25-46  
17.  範男 学校 和教育 課題 展望--原 教 例 広島大学

和科学研究 ン IPSHU 研究報 - 42 2009 3 400-412
 

18. 中 陽 朗,蘆  智 ,石  治 和 尺 作成 広島大学大学院教育

学研究科 広島大学大学院教育学研究科紀要 第 部 学習開 関連領域 58
2009 65-71  

 
．主要 資料一覧   

当 主要 行研究 覧 参照  
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1 
 

調査 戦 任論定

永 定 均定

．研究 動向 

定 島 長崎 原 投 国 法 い ―― 非人 性 無差 性 鑑

兵器 実践使用 任 問う考え 投 直 投

府 1945 8 10 利益 表国 府 赤十 国 委員会 米国 府

議文 手交 新 来 い 兵器 投射物 比 得 無差

性 虐性 件 弾 使用 人類文 新 罪状 糾弾

時 非人 的兵器 使用 棄 米国 府 要求 島県 1972

*10］ 戦 府 再 う 米 議 表明

兵器 使用 い 大 破壊力 傷能力 国 法 思想的基 あ

人 主義 精 い 法 慎 姿勢 基調 い う 見

え 周知 う 島 長崎 原 投 68 経 い 兵器

実戦使用 禁 国 条 い い  

定 終戦前 時期 原 投 戦 犯罪 結 付 考え い

う 考え方 現 い 背 何 あ

戦 任論 応 連 研究 い  

 

来 研究 (1) 法性 国 法研究 (2) 戦 犯罪問 研究

いう主 2 あ  

 

国際法研究 プ チ 

国 法 観 研究 紹 う  

原 投 法的研究 講和条 効 主 回復 3 1955

3 東京 弁護人 務 岡 尚 着想 東京地方 法性 被害

損害賠償 求 契機 格 原 いわ

1963 12 7 決 出 決 中 東京地 陸戦規則 投

当時 国 法規 依 目標主義 逸脱 必要 痛 え 兵器

禁 原則 逸脱 観 米国 原 投 法  

原 研究 山手 之 1964 *31］ 藤 久 1975a *28］

1975b *29］ 麻 1985 *7］ 浩 1978 *9］ 1986 *6］

法理 要性 指摘 い 当 者 回想 岡 尚 1959 *12］ あ  

東京地 決 例 参照 例 国 法

International Court of Justice, ICJ 兵器 審理 あ 1994

国連総会 ICJ 兵器 使用 威嚇 国 法 許 照会 要請
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審理 開始 1995 10 30 初 法 審理

ICJ 始 96 7 8 勧 的意見 表 ICJ 中 国

条 書 い い 般 民 戦闘員 確立 習 人 原則 良心

生 国 法 原則 保護 あ 明 追 第 1 議 書

国 人 法 念頭 置い う 結論 兵器 威嚇 使用 武力

適用 国 法 規則 わ 人 法 原則 般的 あ

う 国 法 現状 利用 能 実 要素 照

国家 自体 い う 自衛 極端 状況 い 兵器 威嚇

使用 法 あ 法 あ い 確 的 結論 い ICJ

勧 意見 う見 研究者 間 意見 あ う

般論 い いえ ICJ 国 人 法 原則 いう考え方 示

将来 兵器使用禁 規範 要 例 う 兵器

研究 木俊哉 1996 *25］ 最 俊樹 1996ab *23*24］

藤 久 1999 *21］ NHK 島 和 1997 *2］ あ  

1998 7 17 国 連 全 交使節会議 択 国

刑 規程 基 2003 3 足 国 刑 International Criminal 

Court, ICC 犯罪類型 兵器 使用 条文 盛 込 い い  

 

戦犯問題 歴史研究 プ チ 

定 戦犯問 連 原 投 論 研究動 見 い 定

定 前述 う 原 投 直 府 米国 国 社会 原 非人 性

え 方 東京 務 省 館 間 原 問 情報戦 手段

強調 利用 交信 1988 *5］ 暁 1989 *27］ 山

節郎 1995 *26］ 1996 *3］ 笹 男 1995 *4］ 暁 2011 *13］ 研究

問 扱 林博 2011 *14］ 米 暗 解 録 MAGIC 終戦

前 米 捕捉 交当局 連電報 紹 い  

原 投 情報戦 長線 あ 問 連 国 戦犯追

応 あ 主 い 東 利 1979 *8］永 均 2003 *19］Hitoshi 

Nagai2003 *18］ 永 均 2010 *1］ 厳 い戦犯追 和 手段

原 問 利用 論 い 高 紀 2002 *20］ 永 均 2010 *1］

東京 い 原 問 戦 任 相 論 文脈 扱わ 紹

永 均 2011 *33］ 原 投 国民 応 戦犯問 連 指摘  

う 戦 中 府 米 議 前述 行方 あ い 精 戦

徹 理 含 戦 任論 応 い

明 少 い う 思え 解明 求 う  

 

．主要 先行研究一覧 
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3 
 

書籍  

*1定 永 均 2010 戦犯  1945-1953 岩 書店 2010  

*2定 NHK 島 和 1997 兵器 NHK 出 1997  

*3定 山節郎 1996 ― 米電 戦 書 1996  

*4定 笹 男 1995 米 占領 原 調査―原 害国 新 社 1995  

*5定 1988 立花誠逸 検閲 1945-1949―禁 原 報 時 通

信社 1988  

*6定 浩 1986 原 新 出 社 1986  

*7定 麻 1985 原 犯罪―被 者 置 大 書店 1985  

*8定 東 利 1979 汚 ― 大生体解剖 件 相 文藝春秋 1979  

*9定 浩 1978 戦 国 法―原 法 省堂新書 1978  

*10定 島県 1972 島県 定 原 資料 島県 1972  

*11定 郁 1970 国 法学 弁証法 法 大学出 局 1970  

*12定 岡 尚 1959 人類―岡 尚 歌 家 1959  

 

論文等  

*13定 暁 2011 島 長崎 戦 任 戦 任研究 第 74 2011 12  

*14定 林博 2011 原 投 戦 犯罪追 戦 任研究 第 73 2011 9  

*15定 子 2010 谷 清 ―占領 島 原 被

害 識 考察 時 研究 第 3 2010 12  

*16定 子 2006 原 被害 戦 ― 周縁 被 者

通 時 学会 中韓 時 経 評論社 2006

 

*17定 中 美 2003 原 報 検閲 Intelligence 第 3 2003 10  

*18定 Hitoshi Nagai2003 “The Dropping of the Atomic Bombs and Shadow of War 

Crimes Issue” in PEACE RESEARCH, Vol. 35, No. 2, Brandon University, Canada, 

Nov. 2003 

*19定 永 均 2003 原 投 戦犯問 HIROSHIMA RESEARCH NEWS 第 5

巻第 3 島 立大学 島 和研究 2003 3  

*20定 高 紀 2002 東京 弁護人 弁論 戦 任研究 第 37

2002 6  

*21定 藤 久 1999 兵器 法 戦略 交錯 世界法 報 第 18 1999 3定 定 定 定 定  

定 定  

*22定 石 子 1997 繰返 ―碑文論 歩 島 文書館紀

要 第 20 1997 3  

*23定 最 俊樹 1996a 兵器 国 法 法学 第 503

1996 11  
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*24定 最 俊樹 1996b 兵器 国 法 法学 第 504

1996 12  

*25定 木俊哉 1996 兵器使用 国 法 勧 的意見 法学教 第

193 1996 10  

*26定 山節郎 1995 終戦 報 ― 研

究 第 2 1995 2  

*27定 暁 1989 原 体験 和運動 藤原 清 十 戦 第 4 巻

1989  

*28定 藤 久 1975a 原 決 国 法的再検討 西大学法学論 第 25 巻第

2 1975 6  

*29定 藤 久 1975b 原 決 国 法的再検討 西大学法学論 第 25 巻第

3 1975 9  

*30定 高 1964 原 決 問 ― 島 長崎 原 攻撃 国 法 被

害者 請求 第 293 1964 3  

*31定 山手 之 1964 原 訟 決 立 館法学 第 51 52 併 1964 3  

*32定 石 泰 1964 原 決 意味 世界 第 218 1964 2  

 

学会報  

*33定 永 均 2011 象 戦―米 洋陸 戦 犯罪捜査 断章

国 戦 実像 憶 橋大学 2011 7 24  

 

．主要 資料一覧 

*34定 務課 班 俘虜 書類綴定 第 文庫-柚-110 防衛省防衛研究 戦

研究 蔵 

*35定 第 14 回 開 務省 交 録 D’1.3.0.1-13 邦戦 犯罪人 雑件定 調書資料

第 4 巻 務省 交 料館 蔵 

*36定 第 14 回 開 務省 交 録 D’1.3.0.2 邦戦犯 雑件 第 2 巻 務省

交 料館 蔵 

*37定 戦 参考 11 法務-07350-100］国立 文書館 蔵 

*38定 The MAGIC Documents: Summaries and Transcripts of the Top Secret Diplomatic 

Communications of Japan 1938-1945, microfilm, Reel No.14, 国立国会 書館憲 資

料 蔵 

*39定 Department of State, Foreign Relations of the United States, 1945 (hereafter F定

RUS,1945), Vol. , Washington, D.C.: USGPO, 1969 

*40定 The Manila Chronicle, Aug. 1945 
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      広島 原 被 関連 資料 積 研究 現況 

 

   広島 被 学研究基 形成 関 研究 課題番 「」」000重買  

成 科学研究費補助金基 研究 B貨研究成果報 書 

 

行 成 「買 「 「備 日 

 

 聖  

   貸」重責備監「『 

   広島県東広島 鏡山 目 1責1 広島大学文書館 
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